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要 旨

動詞「晴れる」の多義性について，認知意味論の観点から考察を行った。分

析の結果，①自然空間における気象の変化，②個人の精神空間における感情の

変化，③社会空間における考え方の変化，という３つの用法があることを述べ

た。①は具体的領域の事態，②③は抽象的領域の事態を表している。また，①

③では事態を客観的に把握し，②では事態を内部から把握していることを，図

で表した。さらに，コーパスの用例から，基本義①では，「所」「時」を表す名

詞とも多く共起すること，③では用法上の制約がある可能性を指摘した。

キーワード：「晴れる」，メタファー，意味拡張，社会的空間

「晴れる」のメタファーに関する考察

精神的空間と社会的空間への意味拡張を中心に

遠 藤 裕 子
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1．はじめに

天気・気象を表す表現が人間の心の状態を表す用法を持つことは，よく

知られている。日本語において，「晴れる，晴れ上がる」などは良い心の

状態になることを，「曇る，雲が広がる」などは良くない心の状態になる

ことを表す。このような意味拡張は，一般に，LakoffandJohnson

（1980）の唱える概念メタファー（1）に基づいて説明されている。つまり，

気象現象を起点領域とし，人間の心的状態を目標領域とする概念メタファー

が存在し，それに基づいてさまざまな具体的メタファー表現が現れると考

える。

本研究では，動詞「晴れる」を取り上げ，先行研究とコーパスの用例か

ら，まず天気の意味における「晴れる」の用法を整理し，次に拡張義を再

検討する。そして，基本義から次の��などにおける用法への意味拡張の

プロセスを，「精神的空間」と「社会的空間」という概念を用いて説明す

る。また，「晴れる」が，基本義である天気の意味を含め，大きく3つの

意味から成る多義構造を持つことを合わせて主張する。

� 気持ちが沈んでいるときでも子供の顔を見ればいっぺんに気分が晴

れる。（胡桃沢耕史『翔んでる警視正』）

� 「事件が早く解決して，豊田の父親の容疑が晴れるといいですね」

（西村京太郎『L特急たざわ殺人事件』）

なお，用例は，現代日本語書き言葉均衡コーパス（通称，BCCWJ）を，

主としてNINJAL-LWPforBCCWJ（以下，NLBと略）（2）を使用して収

集し利用した。用例中の下線は筆者によるものであり，かっこ内は出典で

ある。

―2―



2．「晴れる」の意味に関する先行研究とその問題点

2．1「晴れる」における概念メタファー

本節では，「晴れる」の拡張義と多義性を認知言語学の立場から分析し

た研究を中心に，いくつかの先行研究を取り上げ検討する。

まず，籾山（2006：69�89）は，「人間の心の状態（の変化）を，天気

（の変化）を通して見る」という概念メタファーが日本語母語話者には存

在するとし，その論拠としてさまざまな天気に関わる表現を収集し分析・

整理している。その中で，「よい心の状態（になること）」を表す表現とし

ては，「晴れる，晴らす，晴れ渡る，晴れ晴れ（と）する，晴れ晴れしい，

晴れやか，カラリ（と）／カラッ（と）」を挙げている。そして，天気（の

変化）は，「視覚などによってだれでも容易に把握できる際立った事柄」

であり，それぞれの天気の好ましさについて日本人は「経験的に十分理解

している」と述べている。

また，松浦（2013）は，「晴れる」がなぜ「好ましい精神状態や，他者

からの嫌疑がなくなる状態を表せるのか」の動機づけを明らかにしようと

した論考である。松浦（2013）は，気象現象に関する概念メタファーに加

え，「光」に関するメタファーを複合させ，「晴れる」の，人間の感情や思

考を表す用法への意味拡張を説明している。

松浦（2014）では，さらに，「晴れる」と「曇る」を対象に，両者で表

現の対応関係が成立しないもの（�）や，同じ領域において容認度に差が

出るもの（�）なども分析して，存在し得るメタファー表現の条件をより

詳しく考察した。

� 憂さが－晴れる／*曇る，判断が－*晴れる／曇る

� 恨み／*怒り－が晴れる， 迷い／*不審－が晴れる

「晴れる」のメタファーに関する考察（遠藤） ―3―



2．2「晴れる」の意味分類と記述

次に，動詞「晴れる」について，辞書と意味論の先行研究における意味

記述をまとめ，その異同を整理する。表1は，意味分類数が，4，3，2の

辞書から各一種と，松浦（2013）の意味記述をまとめたものである。中央

二重線の上欄は「視覚」によって判断される意味であり，下欄はそれ以外

の意味である。空欄は，記述に対応関係が見られないことを表す。表中に

ある下線は，同じ語句や類似表現に筆者が付したものである。なお，用例

は省略した。
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表1 先行研究における「晴れる」の意味記述

『日国』 『明鏡』 『例解新』 松浦（2013）

①雲や霧が消え去って

なくなる。雨・雪など

がやむ。天気がよくな

る。晴天になる。

①雲や霧などが消え

る。また，雪や雨が

やんで青空が見える

状態になる。

①青空が出る。

雲や霧などが消

える。

①物理的空間に，

雲・霧が消える

①物理的空間に，

雨・雪が止む

①知覚者の視界

において粒子状

の遮蔽物が消え

る

④展望が開ける。見は

らしがきく。広々とし

ている。

②憂いがなくなって，

さっぱりとする。心の

中のわだかまりや悩み

ごとが解けさる。心の

中がさわやかになる。

②心の中にわだかま

る不快な感情が消え

てさっぱりする。晴

れやかになる。 ②心配ごとや，

かけられていた

疑いがなくなる。

②知覚者の精神

空間において感

情の遮蔽物が消

える

③罪や疑いなどが解け

る。青天白日の身とな

る。

③かけられた疑いな

どが消える。

②知覚者の精神

空間において思

考の遮蔽物が消

える



まず，視覚系の意味について検討していく。

表に掲げなかった辞書・研究を含め，「良い天気になる」意味が第一義

として記載されている点は調査したすべての資料で共通している。内容的

には，「雲・霧が消える，雨・雪がやむ，青空が見える」の3点をどのよ

うに記述するかに見解の違いが現れていると考えられる。『例解新国語辞

典』（『例解新』と略）の①では，まず「青空が出る」と記述し，視界に遮

るものがなく青空が拡がるという変化結果に重点をおいていることがわか

る。

松浦（2013）は，視覚系の意味を3つに下位分類し，3つ目として「黄

砂，土砂」などが消えて「視界が晴れ」る場合を分類している点が他と異

なる。「黄砂」は気象のカテゴリーに入るであろうが（3），「硝煙」は人工的

なものであり，粒子状の遮蔽物ならば天気の範疇に入らない場合も「晴れ

る」が使えるとして，1つ分類を立てていることになる。意味論の立場か

ら，慣用化・定着の度合いは考慮せずに意味拡張を分析することは妥当で

あろうが，用例が外国語からの翻訳だけであるのは，不十分であると思わ

れる。また，3つ目にある意味記述の「知覚者の視界」も「物理的空間」

であることに変わりはないが，1つ目と2つ目にある「物理的空間」とど

のように異なるのかについて明確には言及していない。

『日本国語大辞典』（『日国』と略）は，視覚系の意味として④に「展望

が開ける」分類を設けており，「前一町ばかりのほどはあきらかにはれて」

「谷しげけれど，西はれたり」など用例が3例挙げられている（4）。『大辞

林』（5）も「展望が開ける」を立てているが，『日国』以上の情報は記載され

ていない。近現代の用例が挙げられていないため，本稿では，この意につ

いては扱わないこととする。

次に，非視覚系の意味記述を見ていく。

3分類している『明鏡国語辞典』（『明鏡』と略）の②と③は，『日国』

「晴れる」のメタファーに関する考察（遠藤） ―5―



の②③と同じ考え方である。「かけられた疑い」という受身表現や，用例
・・

（表では省略した）の「彼に対する疑いが（晴れる）」などの記述から，②
・・・・

と③が区別されるべき用法であることがはっきりと示されている。

2分類する辞書（6）は，いずれも表に挙げた『例解新』とほぼ同じで，②

の意味記述の中で，心配ごとや悩みなどと疑いなどを列挙する形のものが

多い。

2．3 先行研究における問題点

ここまで見てきたように，解決すべき問題点は，非視覚系の意味である

「心がさっぱり」の意と「疑いが消える」の意をどのように分析するかで

あると思われる。松浦（2013）は，次の2例を同じグループ，すなわち

「知覚者の精神空間において思考の遮蔽物が消える」に入れているが，筆

者は異なるものと考える。以下の節で，この点を中心に詳述する。

� これから公判を迎える小沢氏に対しては「裁判は時間と，精神的に

も大きな負担がかかるので，体に気をつけて頑張ってほしい。必ず疑

いが晴れる日が来ると思うので，政治の第一線で頑張ってほしい」と

語った。（松浦（2013）の（21））

� 「息子は救急措置をされずに放置されていたのではないか，との疑

念が晴れました」事件で大学生の一人息子を失った五十代の男性は，

東京消防庁の担当者から検証結果を説明され，納得した表情で話した。

（松浦（2013）の（22））

3．「晴れる」の用法と意味

本稿では，「晴れる」の用法を次の3つと認め，先行研究とコーパスの

用例に基づき，その構文と意味を記述していく（7）。
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① 自然空間における気象現象としての「晴れる」

② 個人の精神空間における，感情の変化としての「晴れる」

③ 社会空間における，個人に対する考え方の変化としての「晴れる」

3．1 自然空間における気象現象としての「晴れる」

第一の意味は，自然空間における気象現象としての「晴れる」であり，

次のように記述できる。

意味1：雨や雪がやんで，また，雲や霧が消えて，見通しのきく天気に

なる。

NLBの用例から，どのような「名詞（句）－助詞」と共起するかを収集

して整理した結果，次のa.～e.にまとめられることがわかった。

ａ．晴れるという現象において，消える「存在物」を表す語と共起する。

語例：霧，雲，朝もや，雨，ガス，土けむり，など

ｂ．晴れるという現象の現れる「所」を表す語のうち，空の空間を表す

語と共起する。

語例：空，上空，など

ｃ．晴れるという現象の現れる「所」を表す語のうち，地上の地域など

を表す語と共起する。

語例：西日本，東京，愛知県，北部，こちら，あたり，など

ｄ．晴れるという現象の現れる「時」を表す語と共起する。

語例：今日，明日，今年，今朝，午後，今週，いつも，など

ｅ．その他，a.b.の関連語と共起する。

語例：天気，視界，など

a.からd.に対応する用例を，以下に挙げる。（a��，b��，c��，d�

��）。�は，c.d.と共起する例である。用例中の波線部は該当する「名

詞（句）－助詞」を，二重下線部は「見通しのきく天気」であることを示

「晴れる」のメタファーに関する考察（遠藤） ―7―



す表現である。

� その言葉どおり，見る間に霧が晴れて行って視界はクリアになった。

（田中光二『超空の連合艦隊』）

� 羽田の上空は晴れていたが，一時間半後に出雲空港に降り立つと，

空はどんよりと重く，白いものがちらついていた。（西村京太郎 『山

陰路殺人事件』）

� 東京も晴れそうですからきっと見られるでしょうね。（Yahoo！ブ

ログ）

� 今日はお昼ごろから晴れるようです。（Yahoo！ブログ）

� 晴れた日にはくっきりみえるという利尻島も雪の帷に閉ざされてい

た。（西村寿行『犬笛』）

� 千葉は，朝から晴れています。（Yahoo！ブログ）

a.とb.は，次の用例でもわかるように，気象の変化を視覚で捉える表

現である。

� 雲がもう少し晴れて，夜空の星を見ることができれば，ここが北半

球か南半球かくらいはわかるだろう。（貴志祐介『クリムゾンの迷宮』）

	 「風が少しあるほうが，空が晴れて見透しがきく」（渡辺淳一『うた

かた』）

ここでは，上述した「語例」を，主体を表すガ格名詞として使用し得る。

ガ格名詞をとるa.とb.は基本的に同じ構文であり，消える存在物に焦点

が当てられると「雲が晴れる」（�），空間に焦点が当てられると「空が晴

れる」（	）のように交替すると考えられる。同じ構文のメトニミー的交

替と言えよう。
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消える存在物のうち「雲」に関しては，それが空のかなりの範囲に拡がっ

ていて，ある程度視界の妨げになっていることが条件に含まれる。用例を

見ても，�「視界はクリアにな（る）」，�「きっと見られる」，�「夜空

の星を見ることができ（る）」，�「見透しがきく」など，同文脈に見通し

のきく状態に変化することを表す表現のある場合が少なくないことからも，

これは裏付けられる。また，「よく晴れた空にぽっかりと雲が浮かぶ」の

ように，「晴れ」と「雲」が共起する用例も数多く見られ，青い空と白い

雲とのコントラストはむしろ「晴れ」のイメージに近いとも言えるだろう。

一方，c.とd.は，天気予報などで使用する「晴れ，雨，曇り，雪」な

どの，「天気」としての「晴れる」の用法であり，話者にとって重要な情

報である「日時」や「地域」が含まれる文のグループである（8）。雨や霧な

どが消えることと青空が見通せることなどの総体が「晴れる」の意味となっ

ており，ガ格をとり得る変化主体（a.b.の主体）とも同じ文中に現れる

が（�参照），時と所（地域）を表す語が現象文の主体としてガ格名詞に

なることはない。後続助詞は，主題を表す「は」「も」などが多い。

� 夕方，山々の雲が晴れて，久しぶりに姿を見ることができました。

（Yahoo！ブログ）

3．2 個人の精神空間における，感情の変化としての「晴れる」

第二の意味は，人の精神空間における感情の変化としての「晴れる」で

あり，次のように記述できる。

意味2：個人の心に存在していた好ましくない感情がなくなり，さわや

かな気分になる。

NLBの用例から，どのような「名詞（句）－助詞」と共起するかを収集

して整理した結果，次のようにまとめられることがわかった（9）。

「晴れる」のメタファーに関する考察（遠藤） ―9―



ａ．晴れるという変化において，消える「感情」を表す語と共起する。

語例：不満，恨み，憂さ，鬱憤，もやもや，疑念，など

ｂ．晴れるという変化の生じる「所」を表す語と共起する。

語例：胸，など（数は少ない）

ｃ．晴れるという変化において，変化する「感情」全体を表す語と共起

する。

語例：心，気，気分，気持ち，など

ｄ．その他

語例：顔色，など

a.からd.に対応する用例を，以下に挙げる。（a��，b��，c��，d�

�）

� 美しい風光に心の憂さも晴れ，この地に住居を移すことにした。

（白籏史朗『定本尾瀬』）

� すると，いつの間にか，ネガティブな気持ちがほぐれて，胸がすっ

きりと晴れ「胸が開いて」くるのである。（高岡英夫『身体意識を呼

びさます日本語のちから』）

� そう考えると，少し心が晴れるのが分かりました。ずっと長い間の

しかかっていたものが，やっと少し消えたような感覚がしました。

（Yahoo！ブログ）

� それまでどこかくすんでいた顔色も晴れてきた。（田中館哲彦『ア

タック！フューチャーズ』）

a.b.の用法は，意味1のa.b.から「天気」と「人間の心的状態（の変

化）」との概念メタファーによって拡張していると考えられる。起点領域

は，気象であり，目標領域は人の精神活動（個人の感情）である。意味1

の「広範囲に拡がる雲」はあたりを薄暗くさせ，「霧，もや」は視界を妨
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げる存在物であり，意味2の「憂さ，鬱憤，もやもや」が対応する。また，

意味1の「空」などと意味2の「胸」などは，ともに存在空間あるいは容

器として対応する。消える感情に焦点が当てられると「憂さが晴れる」，

空間に焦点が当てられると「胸が晴れる」のようにメトニミーによって交

替する点も，意味1と同様である。

次の用例�は，a.に該当すると考えられる。「疑問」という語は「解け

る，解決する」などと共起することも多く，�は，家計・貯蓄に関する

「疑問」が「解決」してなくなることを述べた文である。�もまた，疑問

が解けたことを述べているが，「かねて」からわだかまっていた疑問が解

消し，その結果「深く感謝」するほど快い心的状態であることが表されて

いる。

� それに反論する本は，この『山本五十六提督 虚構の戦艦砲撃』の

ように，博引旁証で委曲を尽くして，これでもか，これでもか，とい

うくらいに書いてある。この本のおかげで，かねての疑問が晴れ，私

は深く感謝している。（日下公人『人間はなぜ戦争をやめられないの

か』）

� 選び方・申込方法・使い方までみなさまの疑問が解決すると思いま

す。（Yahoo！知恵袋）

意味1では，少数ながら「天気が晴れる」のように，変化する天気その

ものがガ格名詞となる例が見られた。一方，意味2では，c.の「気／気持

ち－が晴れる」の用例も多く見られる。�や次の�がこのグループに入る。

� 謎を解いてはみたものの，浅見は少しも気分が晴れなかった。（内

田康夫『鬼首殺人事件』）
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「気持ち，気分」などの語はa.に挙げた「恨み，憂さ」など具体的感情

の上位概念であり，消える感情を具体的には言わずに感情の変化（好転）

を表す用法が定着していることがわかる。

「基本義」である意味1では，c.d.の用例（��など）のように主体を

表すガ格名詞なしで「いつ」「どこ」を表す語と共起する例が数多く，次

の�のように，動詞述部のみの文で使用される例も見られる。しかし，

「拡張義」である意味2では，消える感情や感情の在り処である「心」な

どの語を省略した用例は，あまり見られないようである。

� 雨が続く限りそれを繰り返す。そして，晴れた。（武田八洲満『野

田城の蓮華草』）

d.の「顔色」の用例�は，他人の感情の好転を，感情の現れる顔の表

情の変化で書き手が判断して述べたものである。これに対して，主たる用

法であるa.b.c.はいずれも感情表現であり，感情の経験主を主語にして感

情の変化を述べるものである。�を例に取れば，「（書き手は）自分の感情

が好転するのを感じた」と言いかえることができる。

3．3 社会空間における，個人に対する考え方の変化としての「晴れる」

第三の意味は，人間の集まりである社会空間に存在する，第三者に対す

る考え方・感情の変化としての「晴れる」であり，次のように記述できる。

意味3：個人にかけられた不正な行為の疑いなどがなくなり，潔白であ

ることが明らかになる。

NLBの用例から，どのような「名詞（句）－助詞」と共起するかを収集

した結果，「疑い，容疑，冤罪，嫌疑，疑惑，疑問」などの語と共起して

いることがわかった。次に例を挙げる。
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� 「事件が早く解決して，豊田の父親の容疑が晴れるといいですね」

（西村京太郎『L特急たざわ殺人事件』）

� もう一人，赤堀政夫さんというやはり再審無罪が決定した確定死刑

囚で，冤罪が晴れた方がいらっしゃいます。（国会会議録，2003）

� その後，私たちの会社の事情を理解してくれて，経費の水増しや使

途不明金は一切ないことが，5月下旬には明らかになりました。疑い

が晴れたわけです。（サンデー毎日，2001）

�の例からもわかるように，「会社」のような個人から成る組織につい

ても使用される。

また，�のように，変化結果である「無実」をガ格名詞として共起する

例も見られる。

� 文化大革命後，彼の無実はやっと晴れ，武漢地質大学の日本語の教

授として迎えられ，教鞭を執り，若者たちに日本語を教えた。（川島

尚子『望郷』）

意味3の用法は，意味1のa.b.から，「天気」と「人間から成る社会の

心的状態（の変化）」との概念メタファーによって拡張していると考えら

れる。意味2では，経験主体が自分の感情を知覚するのに対し，意味3で

は，人（々）の心的状態の変化を第三者が客観的に観察して判断している

点が大きく異なる。�を例にとれば，「容疑」は豊田の父親が持っている

考えではなく，複数の第三者が豊田の父親に対して持っているものである。

また，「容疑が晴れる」とは，豊田の父親の心的状態が変化することを述

べたものではなく，豊田の父親に対する他からの負の評価がなくなること

を述べている。容疑という誤った評価が消滅することによって，豊田の父

親の周辺の見通しがよくなり，その真の姿が広く認められるようになるこ
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とを表していると考えられる。

3．4 3用法のまとめ

以上，3用法の意味を再述すると，次のようになる。

意味1：雨や雪がやんで，また，雲や霧が消えて，

見通しのきく天気になる。

意味2：個人の心に存在していた好ましくない感情がなくなり，

さわやかな気分になる。

意味3：個人にかけられた不正な行為の疑いなどがなくなり，

潔白であることが明らかになる。

また，用例に現れた語をまとめると次のような表にすることができる。

表の二重線の上の名詞（存在物，空間，全体）は，構文上の主要な要素で

ある。

意味1では，存在物と存在空間とが焦点移動によって交替し，また両者

を合わせた全体がガ格名詞として現れる例が一部に見られた。意味2では，

存在物の上位概念としての「気」などが多く現れている。意味3では，

「空間」に相当する内容を文脈から読むことはできても，用例中に語句で

示されることはあまりない。また，存在物と空間とが一体化したような語
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表2「晴れる」の用法から見た共起名詞範疇のまとめ

意味1 意味2 意味3

存在物 雲，霧，など 憂さ，悩み，など 疑い，冤罪，など

空間 空，上空，など 胸，など

（全体） 天気，など 心，気，など

所 東京，こちら，など

時 明日，冬，など

（空欄は，用例が見られないことを表す。）



句は考えにくい。

「所」と「時」は，構文上の必須要素ではない。しかし，「所」に関して

は，意味1では，主題になりやすいため頻出していると考えられる。意味

2と意味3では，あまり現れていない。また，「時」は，どの意味でも現

れうるが，意味1では，やはり話し手・書き手の関心事になりやすく，相

当数の用例が見られる。

以上の分析に基づき，次節では意味の拡張について分析する。

4．「晴れる」における意味の拡張

松浦（2013）は，「精神現象における「晴れる」」の意味を感情領域と思

考領域に下位分類し，「知覚者の精神空間において－感情の遮蔽物／思考

の遮蔽物－が消える」ことが「晴れる」であるとしている。つまり，「感

情」と「思考」が両者の相違点と主張している。さらに，2．2で指摘した

ように，意味が異なると考えられる用例�と�をともに思考の遮蔽物とし

ており，「知覚者の精神空間」の認定も不明確であると思われる。

意味2と意味3は，ともに人間の精神活動に関する抽象的な意味である

点は共通していて，その点では意味1と大きく異なる。しかし，両者には

「感情」と「思考」以外の相違も見られる。1つは，遮蔽物の存在する空

間であり，もう1つは，事態をどこから捉えるかという視点の問題である。

事態の変化が起きる舞台は，意味1では「人を取り巻く物理的な自然空

間」，意味2では「個人の精神」，意味3では「（感情・思考を持つ）人か

ら成る社会」であり，変化するものは，それぞれ「気象現象である天気」，

「（自身の）感情」，「他者に対する考え方」であると考えられる。

感情と考え方はともに人間の精神活動に属するものであるが，憂さなど

の遮蔽物（10）は，意味2では，個人の心の中にあり，それがなくなるのを

当該の個人が自身の心理的視点からとらえるものである。意味3では，疑
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いなどの遮蔽物は，（文中の）話題の人物の周辺にあってその人物の姿を

見えにくくしており，遮蔽物がなくなると真の姿が誰からもとらえられる

ようになる。この場合，確かに疑いなどは個個人の心の中にあるものの，

その有無が外に現れたものを第三者が客観的に観察して，多くの人から疑

いが消えたと判断するものである。したがって，意味2に関しては，「知

覚者の精神空間において感情の遮蔽物が消える」というのは妥当であるが，

意味3に関して，「知覚者の精神空間」において思考の遮蔽物が消えるの

ではない。第三者が知覚者となって，社会空間に存在した遮蔽物が消える

のをとらえていると考えられる。用例��を松浦（2013）はともに同じ

「思考」の分類に入れているが，�は意味3，�は意味2ということになる。

� その後，私たちの会社の事情を理解してくれて，経費の水増しや使

途不明金は一切ないことが，5月下旬には明らかになりました。疑い

が晴れたわけです。（�の再掲）

�の例で見てみると，「疑い」は「私たち」の精神空間ではなく「私た

ち」以外の人（たち）の精神空間に存在している。また，疑いを持ってい

た人から疑いが消えても，その人たちの精神空間に焦点は当たっておらず，

その変化は注目されない。人々から成る社会的空間が問題となっている。

「知覚者」は当該の事態と関係のないところにいて客観的に判断している

わけである。

また，�の例でもわかるように，意味3では，疑いをかけられた話題の

人物が「第三者」となって客観的に述べることも可能である。

次に，概念メタファーの「感情・思考」について考察する。起点領域に

おいて，霧や雪などの存在による「前方の見通しの悪さ」は不安感につな

がり，雲などの存在による「明るさの不足」はさらに鬱陶しさにつながる

と考えられる。意味2に関して，「安心感や爽快感」が生まれるのは用例
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からも明らかである。松浦（2013）は，光の量が少ないことは区別がつか

ないことであり，思考の遮蔽物が消えると「「分かる」ことができて安心

感や爽快感が光として差し込む」（p.124）と述べている。しかし，意味3

に関しては，晴れるの「明るさ」は白・灰色・黒の「白」につながり，正

不正の「正」，有罪無罪の「無罪」につながる要素も含まれるのではない

だろうか。明るくてはっきりと区別がつき，真実がおおやけに知られるこ

とを好ましいと判断していると思われる。

以上，物理的な気象領域か抽象的な精神領域かという観点からは，意味

2と意味3が同じグループとなり，変化を客観的に観察するか自身の内部

における変化として観察するかという観点からは，意味1と意味3が同じ

グループになると考えられる。そして，ともに基本義である意味1から拡

張していると結論付けられる。これらを図示すると，以下のようになる。

図2では，3つの意味を図で表した。大きい四角は，事態の舞台を表す。

小さい楕円は存在物（遮蔽物），大きい白抜きの楕円は存在空間を表す。

�は知覚者，意味3の★は話題の人物である。�からの実線矢印は，意味

1では視覚による把握，意味3では知識などによる総合的把握を，波線矢

印は，心理的把握を示している。
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図1 3義の関係

意味1

（人を取り巻く）

自然空間

意味3

（人から成る）

社会空間

意味2

（個人の）

精神空間

〈内部からの把握〉

〈客観的把握〉

〈具体的領域〉 〈抽象的領域〉



5．おわりに

本稿では，動詞「晴れる」の意味をコーパスの用例と先行研究に基づい

てまとめ，3義の関係が，意味1から意味2と意味3になることを概念メ

タファーの観点から分析した。そして，意味2と意味3は，人間の精神活

動に関わる点では共通するものの，変化をとらえる視点が異なることを主
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図2 3義の図，および関係



張した。

意味1：雨や雪がやんで，また，雲や霧が消えて，

見通しのきく天気になる。

（人を取り巻く）自然空間の現象を，客観的に観察する。

意味2：個人の心に存在していた好ましくない感情がなくなり，

さわやかな気分になる。

（個人の）精神空間の事態を，内部から観察する。

意味3：個人にかけられた不正な行為の疑いなどがなくなり，

潔白であることが明らかになる。

（人から成る）社会空間の事態を，客観的に観察する。

「晴れる」の対になる「曇る」の考察については，今後の課題としたい。

（1） 概念メタファーとは，「ある種類の概念をほかの種類の概念を通して認識

する仕組み」（高尾2003：198）であり，「身体的経験豊かで具体的な起点領

域から身体的経験があまりない抽象的な目標領域への概念領域間の体系的な

写像関係」（松浦2015：297）である。

（2） レキシカル･プロファイリングを用いたコーパス検索ツールで，名詞や動

詞などの内容語の共起関係や文法的振る舞いを網羅的に表示できる。

（3）「黄砂」は，気象庁の「霧や視程に関する用語」に含まれている。

（4）『日国』で挙げられている用例の出典時期は次の通りである。③の「罪や

疑いなどが解ける」意の用例が，他の3つよりやや遅くなっている。

「晴れる」のメタファーに関する考察（遠藤） ―19―

《注》

分類 用例の時期

① 8C後，850頃，10C前，1603～04，1873

② 905～914，1001～14

③ 1275，1520頃，1924～25

④ 970～999頃，1001～14頃，1212



（5）『大辞林第三版』では，意味を5つに分類している。

（6） 他に，『岩波国語辞典』『三省堂国語辞典』『日本語基本動詞用法辞典』な

ど。

（7） NLBで「晴れる」を検索すると，頻度＝1,486と出るが，用例を見ると

「晴れ晴れ」なども含まれているため，動詞「晴れる」の用例実数は不明で

ある。

（8） 気象庁の「天気予報等で用いる用語」では，「晴れ」は「雲量が２以上８

以下の状態」とある。

（9） 次のような明喩の例は，ここには含めていない。「�略�特に妄想癖がひど

かった３人の症状も，霧が晴れるように快方へ向かいだしたといいます。

（元田隆晴著『本当にあった病院の怖い話』2002）

（10）「遮蔽物」は，松浦（2013）などによる用語。
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〈論　文〉

要　　旨

　白蛇伝は，千年の修行を積んだ白蛇が美女（白娘子）に化け，許仙という若

い人間の男と恋に落ちるが，法海という僧侶により霊峰塔の下に封じ込まれる

という物語である。中国では四大伝説の一つに数えられ，小説だけではなく，

たびたび京劇や越劇などの伝統劇で上演され，最近ではテレビドラマでも放映

されている。しかし，時代が下るに従って，白娘子の妖怪性が薄れ，許仙に対

する愛情が増し，白娘子は妖怪から良妻賢母にその姿を変えていった。その転

機になったのが 1771年（清乾隆 36年）に発表された舞台脚本である方成培

『雷峰塔伝奇』ではないかというのは『語学研究 134号』に書いたとおりであ

る。

　白娘子の愛情が深くなるに伴って，許仙の白娘子に対する愛情も深くなり，

白娘子，許仙，法海の対立関係にも変化をもたらした。つまり，白娘子と法海

が対立する時，許仙がどちら側につくかは，許仙がどれだけ白娘子を愛してい

たかによる。藩金蘭『「白蛇伝故事」形変研究』2003によれば，許仙の白娘子

に対する気持ちは，“色”から“情”へ変化したという。すなわち，白娘子の

若さや美しさだけに惹かれている間は，白娘子の正体が分かったとたん，白娘

子に対して恐怖や嫌悪しか感じなくなるが，夫婦として愛情，すなわち“情”

があれば白娘子の正体が分かっても，白娘子に対する愛情は薄れないというの

である。

　本文では，白娘子，許仙，法海の対立関係の変化の過程を，白蛇伝の主な作

品の中から，主に許仙の心情を抜き出して対比することによって明らかにしよ

うと試みるものである。

キーワード：白蛇伝，許仙，白娘子，法海

「白蛇伝」登場人物考（二）許仙

―“色”から“情”へ―

関　口　美　幸
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1　白蛇伝の主要作品の対比

1-1　馮夢龍「白娘子永鎮雷峰塔」

　「白娘子永鎮雷峰塔」は明代の天啓四年（1624）刊行の『警世通言』（編

者：馮夢龍）に収められた小説である。前回の 134号でも書いた通り，そ

の後の白蛇伝物語の元になった作品なので，そのあらすじを追いながら，

少し詳しく許仙（1）の心情を見ていくことにする。

　まずは，許仙が白娘子に出会う場面だが，「许宣平生是个老实人，见了

此等如花似玉的美妇人，旁边又是个俊俏美女的丫鬟，也不免动念」と許仙

はやはり白娘子の容姿に惹かれているようである。その晩，許仙は「心猿

意马驰千里，浪蝶狂蜂闹五更」と白娘子を思ってなかなか眠れない。

　その後，白娘子が渡した五十両が盗まれたお金だと分かり，許仙は蘇州

に流される。蘇州で身を落ち着けたところに白娘子が訪ねてきて，許仙は

白娘子にうまく言いくるめられ，二人は結婚する。その際，「白娘子放出

迷人声态，颠鸾倒凤，白媚千娇，喜得许宣如遇神仙，只恨相见之晚」と白

娘子は色仕掛けで許仙を惑わした。他人から妖怪が取り付いているといわ

れると，許仙は「我也八九分疑惑那妇人是妖怪，真个是实」と白娘子のこ

とを疑うが，白娘子に色仕掛けで迫られると，「许宣被白娘子一骗，回嗔

作喜，沉吟了半晌，被色迷了心胆，留连之意，不回下处，就在白娘子楼上

歇了」というようにまたしても白娘子にあっさり騙されてしまうのだ。

　しかし，どこに行っても必ず追いかけてくる白娘子の行動から，許仙の

白娘子に対する疑いは日に日に深くなり，ついに白娘子に命乞いする。

「不知你是何神何鬼？ 可饶我的性命！」許仙の態度が許せない白娘子は，

「我与你平生夫妇，共枕同衾，许多恩爱，如今却信别人间言语，教我夫妻

不睦。我如今对你说，若听我言语喜喜欢欢，万事皆休，若生外心，教你满

城皆为血水，人人手攀洪浪，脚踏浑波，皆死于非命」夫婦間の愛情は深い
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のに，なぜ他人の言葉を信じるのか？もし自分の言うことを聞かなけれ

ば，街中の人を殺すと脅すと妖怪の本性をむき出しにする。ここに至っ

て，白娘子と許仙の対立は決定的となり，許仙は法海と協力して白娘子の

正体を暴く。最後に白娘子の頭に法海から授けられた鉢をかぶせて白娘子

を逃げられなくするのは許仙である。許仙は白娘子の正体を知ると，ただ

恐怖しか感じず，白娘子と対立する。白娘子は法海になぜこんなことをし

たのかと聞かれて「不想遇着许仙，春心荡漾，按纳不住」許仙に出遭って

欲情を抑えられなかったからと答えている。

　物語の最後には色情を戒める教訓めいた詩「奉劝世人休爱色！ 爱色之

人被色迷。心正自然邪不扰，身端怎有恶来欺？ 但看许宣因爱色，带累官

司惹是非。不是老僧来救护，白蛇吞了不留些」が書かれているが，これが

この物語の主題であろう。許仙はこの教訓を汲み取り，出家して法海の弟

子となる。

　「白娘子永鎮雷峰塔」では，白娘子と許仙の間は色情で結びついた関係

であり，その関係が崩れたとき両者は対立する。対立の許仙側に力を貸す

のが法海である。つまり，白娘子と対立するのは許仙が主で，法海が従だ

と言える。

1-2　黄圓珌　撰『雷峰塔』（以下，「黄本」という）

　清代　乾隆 3年（1738）に発行された舞台脚本である。

　「白娘子永鎮雷峰塔」ではただの蛇の妖怪だった白娘子だが，ここでは

西湖の湖主として湖に住む生き物たちを漁師から守る存在として描かれて

いる。性格もだいぶ優しくなっていて，許仙との間にも一定の愛情が見ら

れるが，許仙が白娘子に惹かれるのは，やはりその外見の美しさである。

「看他，看他窈窕偏素妆，留连处实多停当。醉人心，双双一对好娇娘。怕

从今打动情肠。」「我许仙，昨日在湖上遇着白娘子，十分眷恋，约我今日前

去取伞。」白娘子と許仙の間は，「白娘子永鎮雷峰塔」のように色情だけで
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はなく，夫婦としての心の交流もあるようだ。しかし，法海が白娘子の正

体を暴いてからは「白娘子永鎮雷峰塔」と同様，白娘子に対する許仙の愛

情は感じられない。白娘子退治に関しては，許仙は「白娘子永鎮雷峰塔」

ほど主体的には動いていない。その代わりに強調されているのは，白娘子

と許仙の前世からの宿縁である。「我本东溟一大白蟒蛇，与许宣乃有宿缘，

又因伊欲心深重，故敢迷恋。」と白娘子も許仙との宿縁は認めている。

　三者の対立関係は，（許仙＋法海）×白娘子だが，全ては前世からの因

縁ということで，対立が全体的に弱められている。

1-3　方成培『雷峰塔伝奇』（以下，「方本」という）

　清代　乾隆 36年（1771）に発表された舞台脚本である。黄本と方本は

30年ほどしか時間に隔たりはないが，134号でも分析した通り，筆者は，

方本が白蛇伝の物語のターニングポイントだと考えている。それまでの作

品同様，許仙は白娘子に度々騙され，その度に官憲に追われ，仕事を替え

ざるをえなくなりと苦労を重ねるのだが，許仙が白娘子を許すのは，その

色情に惑わされているだけとは言い切れない。例えば，普段の二人は，夜

に月をめでながら，酒を酌み交わしたりしている。許仙が「娘子，你看冰

轮皎洁，万籁无声，空中更没些儿云彩，真个好一天夜景也！」というと，

白娘子は「果然好不可爱」と返すなど，二人の間には確かに心の交流があ

る。

　しかし，法海から白娘子の正体を聞いた許仙の態度は以前の作品とあま

り差はない。「禅师，他此去必然怀恨于我，想此番见面，必然害我残生。

弟子宁死江心，决不与他相聚的」とおびえて金山寺からなかなか帰ろうと

しない。

　その後，“断橋”の場面に移る。ここでは今までの作品では見られな

かった描きかたをしている。すなわち，夫婦の情という面では，白娘子の

方が誠実で，許仙は不誠実であり，そのことを白娘子，許仙，小青も了解
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しているという点である。許仙はまるで浮気を見つかった亭主のように白

娘子におびえ，くどくどとその場しのぎの言い訳を繰り返し，自分の不誠

実の許しを請うのである。まず，遠くから白娘子を見かけた許仙は「阿

呀，吓吓死我也。你看那边，明明是白氏，青儿。哎呀，我今番性命休矣」

とかなりおびえ，白娘子から不人情を責められると，「这都是那妖僧不肯

放我下山」と法海に引き止められ金山寺をはなれなかったと適当なことを

言ってごまかす。今までの作品と決定的に違うのは，白娘子の色情や優し

さにほだされ，許仙が白娘子の行動を許すのではなく，白娘子が許仙の不

誠実を許しているという点である。つまり，二人の間には夫婦の愛情があ

ることが前提となっており，その愛情を裏切ったのは許仙の方であるとい

うことが両者の間で確認されるのである。

　その後，許仙は浄慈寺に法海を訪ねると，鉢を持って帰って白娘子にか

ぶせるように言われる。しかし，許仙は 「禅师呵，此妖一时无状，水漫金

山，致遭天谴，理所应该，但弟子夫妻之情，不忍下此毒手」と夫婦の情が

あるから，自分で手を下すのは忍びないと言う。法海は，それなら自分で

妖怪を退治するといって，翌日許仙の家に行く。法海が白娘子を退治する

と，許仙は「白氏虽系妖魔，待我恩情不薄。今日之事，目击伤情，太觉负

心了些」と白娘子の自分への愛情が深いと言って出家する。

　このように，許仙は白娘子を恐れる気持ちと白娘子に対する愛情の間で

揺れ動き，それが白娘子に対する対立を弱める。白娘子と法海の対立は法

海が主で許仙が従である。許仙は表面的には法海の側に立っているもの

の，心情的には白娘子の側に立っているといえる。

1-4　玉山主人『新編雷峰塔奇伝』（2）

　清代　嘉慶 11年（1806）に出版された小説である。方本では，断橋の

再会の場面で許仙はあきらかにその場しのぎの言い訳で白娘子に許しを請

うていたが，ここでは，「贤妻，愚夫一时蒙昧，误听秃驴邪言，错疑贤妻，



－ 28－

望贤妻恕罪」と心から反省して，白娘子に許しを請うている。

　その後，法海が西方尊者の命を受けて白娘子を退治にくると，許仙は

「老师，纵使他果是妖怪，他并无毒害弟子，想他十分贤德，弟子是以不忍

弃他，望老师见谅」と，法海に対し白娘子の命乞いをする。法海に鉢の中

に閉じ込められた白娘子は抵抗らしい抵抗はせず，「妾身犯罪天庭，如今

大难临身，要与你分离了」と許仙との別れを惜しむ。許仙は「贤妻，我和

你同去厅上，哀恳佛爷则个？」と白娘子とともに天界に上って命乞いをし

ようと提案するが，白娘子は，「大数已定，哀求无益」とあきらめの境地

である。

　白娘子との対立では，法海が主で許仙は従であるが，この話では白娘子

と法海の対立はあまり見られず，すべては仏のお導きといった宗教色が色

濃い。その点では黄本に近いが，黄本よりさらに白娘子に対する許仙の同

情が深まっており，方本同様，心情的には許仙は白娘子の側に立っている

と言える。

1-5　夢花館主『寓言諷世説部前後白蛇全伝』

　中華民国時代に出版された白話小説で，通常，「白蛇全伝」と略される。

　まず，白娘子と法海がなぜ対立するかが語られる。それによれば，法海

もガマガエルの妖怪で，内丹を白娘子に盗られたことにより五百年の修行

が無駄になったため，その仇を討つ機会を狙っていたという。一方許仙と

白娘子の間にも因縁がある。許仙は十度生まれ変わる前の世では商人で，

乞食に捕らえられた白蛇を哀れに思って，乞食から買い受けて，野に放っ

てあげた。白蛇は恩返しのために許仙に嫁いだのである。以前の作品でも

白娘子，許仙，法海の間に前世からの因縁が語られることがあったが，そ

れがこれほど三者間の感情と結びつくことはなかった。

　断橋の場面では，許仙は心から非を悔い，白娘子に許しを請うている。

法海が白娘子を退治に来ると，許仙は法海に向かって「就是妖魔吃我下
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去，我也情愿的，与你什么冤仇，这般苦苦的作对？快些出去，谁要你来多

管！」と白娘子が妖怪であってもかまわない，余計なおせっかいはやめて

くれと言う。白娘子を捉えた鉢がゆっくりと閉じ始めると，「我也舍不得

你啊」と嘆く。白娘子は「我看你平常日子，身上衣单，不知寒冷，腹中饭

少，不知饥饿，带着几分孩子气，怎能够独掌门楣！我死后，你须要续娶一

位贤德妻子才好」と許仙の衣食の心配をし，自分が死んだあとは後添えを

もらうことを勧める。許仙は「我再也不娶的。天下妇女，那有娘子这般贤

德！阿呀，我好心痛呀！」と白娘子に対し永遠の愛を誓う。法海に対して

は，「你是出家人，何苦把我恩爱夫妻拆散了！」と法海のおせっかいを責

める。

　方本では，白娘子への愛情と妖怪退治の間で揺れ動いていた許仙だが，

この作品では，完全に白娘子の側に立ち，法海と対決する。三者の対立関

係は，（白娘子＋許仙）×法海である。

1-6　田漢『白蛇伝』

　京劇の脚本である。1944年に桂林で『金鉢記』として執筆した後，

1950年に修正を加え『白蛇伝』と名を改め北京中華書局から出版された。

1952年に再度修正され，同年に第一回全国戯曲観摩大会に出品され，『劇

本』1953年 8月号に掲載され，1954年作家出版社より単行本が出版され

た。

　今までの作品とは違い，許仙は出家を望まず，“水闘”の間も身重の白

娘子の体を案じる。そして自ら金山寺を抜け出す。次の“断橋”の場面で

は，白娘子は「许郎疑惧我也是常情，还是那发海不好」と許仙が自分を疑

うのも理解できると言い，「你妻原不是凡间女，妻本是峨眉山一蛇仙」と

自らの正体を明かす。許仙は「你纵然是异类我也心不变」と白蛇子が妖怪

でも自分の気持ちは変わらないといって，白娘子を受け入れる。最後の場

面でも，許仙は法海に対して，白娘子の命乞いをする。命乞いが無駄だと
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分かると，「许仙今日心头亮，吃人的是法海不是妻房」と法海を責める。

　こうした許仙の言動を見ると，許仙は完全に白娘子と一体となって，法

海と対立しているのが分かる。三者の対立関係は，（白娘子＋許仙）× 法

海であり，その対立はかなり強い。

1-7　テレビドラマ『新白娘子伝奇』

　台湾のテレビ局と中国の中央電視台が合作して制作したテレビドラマ

で，1992年に台湾で放映された後，1993年には中国の中央電視台で放映

され，中国・台湾ともに人気を博した。全 50話の内，白娘子が法海によ

り雷峰塔に閉じ込められるまでに 30話を費やし，残りの 20話で，許仙と

白娘子の息子の許仕林が科挙の試験に合格し，母の白娘子を雷峰塔から救

い出す物語が語られる。白娘子と許仙との間の愛情も丁寧に描かれ，許仙

は一貫して白娘子の味方をする。

　例えば，第 19話の許仙が金山寺に行く場面では，許仙は法海に対して

「大师，如果我家娘子与小青真的是千年蛇妖，可是她们从来没有害过我，

还一直帮助我，照顾我」と白娘子が妖怪かも知れないが，自分にはよくし

てくれていたと語っている。その後，許仙は法海によって金山寺に閉じ込

められる。白娘子と小青が金山寺に来て許仙を返すように法海に頼むが，

会わせてすらもらえない。許仙は塔の上から白娘子に助けを求める。その

後，白娘子と法海との戦いの混乱に乗じて，許仙は金山寺から逃げ出す。

“断橋”で再会する場面で，白娘子は自分の正体を明かし，前世の因縁を

語る。それによれば，白娘子は修行中に 20回生まれ変わる前の許仙（そ

の頃は牧童だった）に救われたことがあり，その恩返しのために人間界に

やってきたのだということである。許仙は，「我现在才知道爱我最深是娘

子，害我最深是法海」と白娘子が妖怪であることを受け入れ，悪いのは法

海だと言う。

　第 27話では，白娘子退治を提案する法海に対し，許仙は，白娘子の正
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体はとっくに分かっていたと言い，「禅师你乃出家人，为何不去清修，专

管我们夫妻闲事？ 我娘子为异类，可是他从不害人生性善良，比起你这秃

头和尚要好多了。」と法海のお節介を責める。

　第 28話で法海が許仙の店に来る。法海は鉢を渡して寝室に置くように

言うが，許仙は断る。しかし，鉢は勝手に寝室に飛んで行き，白娘子を捉

える。鉢に捉えられ，苦しそうな白娘子を見かねて，許仙は法海に対し，

「要死就让我们夫妻死在一起吧！」と白娘子と一緒に死なせてくれと頼む

が，法海は聞き入れない。白娘子は「这是劫数，是我命中注定的劫数」こ

れも運命とあきらめ，雷峰塔に閉じ込められる。後に，許仙は息子を姉夫

婦に託し，出家する。

　このドラマで許仙はかなり早い段階で白娘子が普通の人間ではないこと

を悟っていたが，それが白娘子に対する愛情に影響を与えることは全くな

く，終始法海と対立する。

1-8　テレビドラマ　白蛇伝

　2006年放映。全 30話。1993年版と比べるとオリジナルの人物，ストー

リーが多く，許仙と白娘子の子供が白娘子を救い出すといういわゆる「生

子得第」もない。

　このドラマでも白娘子と許仙は終始愛し合っており，妖怪であるという

ことが二人の愛情の妨げにはなっていない。それに対して，法海は自分の

使命は妖怪を退治することだと深く信じており，その点で白娘子と徹底的

に対立する。

　第 28話で許仙は法海に捉えられ，金山寺に閉じ込められる。白娘子は

「我们夫妻恩爱，请师傅放过我们吧。」と自分たちのことは放っておいてほ

しいと懇願するが，それに対する法海の答えは「妖孽，你怎么就不知道反

悔呢？ 他是人，怎么和你在一起？」であり，取り付く島もない。法海が

人間と妖怪は共存することはできないという従来の価値観に縛られている
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のに対し，許仙は，「娘子不管你是人是妖，我都和你在一起，我要定你了。」

と白娘子が妖怪であることが明確になったあとも白娘子に対する愛は揺る

がないのである。

　最終話では，法海から逃げられないと悟った白娘子は自ら雷峰塔に入

る。許仙は，雷峰塔を掃除するために出家する。最後は年老いた許仙が雷

峰塔の下の落ち葉を箒で掃いているシーンで終了。

　このドラマでも許仙は一貫して白娘子の側に立ち法海と対立する。

2　白娘子，許仙，法海の性格と対立構造

　以上，白蛇伝の主な作品について，許仙の白娘子に対する心情と白娘

子，許仙，法海の対立関係について対比してきた。表にまとめると以下の

通りである。

許仙の白娘子に
対する気持ち

白娘子，許仙，法海の対立関係

馮夢龍
「白娘子永鎮雷峰塔」

色 白娘子 ×（許仙＋法海）
＊白娘子との対立では許仙が主で法海が従

黄圓珌

「雷峰塔」
色 白娘子 ×（許仙＋法海）

＊対立が弱い

方成培
「雷峰塔伝奇」

色＋情
色が強い

白娘子 ×（許仙＋法海）
＊白娘子との対立では法海が主で許仙が従

玉山主人
「新編雷峰塔奇伝」

色＋情
情が強い

白娘子 ×（許仙＋法海）
＊対立が弱い

夢花館主
「白蛇全伝」

情 （白娘子＋許仙） × 法海

田漢
「白蛇伝」

情 （白娘子＋許仙） × 法海
＊対立が強い

テレビドラマ
「新白娘子伝奇」

情 （白娘子＋許仙） × 法海
＊対立が強い

テレビドラマ
「白蛇伝」

情 （白娘子＋許仙）　×　法海
＊対立が強い



－ 33－「白蛇伝」登場人物考（二）許仙（関口）

3　まとめにかえて

　『語学研究 134号』では，白娘子が妖怪から良妻賢母へ変化する過程を

分析し，そのターニングポイントとなった作品が方本であったという結論

に至ったが，今回の許仙についても同様に方本が果たした役割は大きい。

黄本までは，許仙は主に白娘子の容姿，即ち“色”に惹かれていたが，方

本からは“色”に夫婦としての情がプラスされる。それは，主に白娘子が

蛇の妖怪だと分かった後の許仙の言動から明らかである。しかし，方本で

は，許仙はまだ“色”と“情”の間でかなり揺れ動いており，妖怪の白娘

子を恐れる気持ちもかなり強い，というより，許仙の揺れ動く気持ちを描

くことがこの作品のテーマとなっている節もある。そのため，白娘子との

対立では，表面的には法海に従っているが，心情的には白娘子の側に立っ

ている。

　では，許仙の白娘子に対する愛情が確立され，許仙が法海との対立を明

確にした作品は何か。筆者はそのターニングポイントとなったのを夢花館

主「白蛇全伝」と考えている。夢花館主「白蛇全伝」は劇ではなく長編小

説であるため，許仙の心情描写をより詳細に描くことができた。白娘子の

妖怪性も一層薄れ，白娘子と許仙は人間と妖怪の違いを越えて愛し合う夫

婦として描かれるようになった。その結果，許仙は一貫して白娘子の側に

立ち，法海と対立するようになったと思われる。

　それに反比例するように，法海は愛する二人をお節介にも引き離す悪役

となっていった。魯迅は「雷峰塔の倒壊について」（3）という文章の中で，

次のように言っている。「試しに呉越地方の田舎にいって民意を探ってみ

るがいい。老若男女を問わず，ちょっと頭のおかしなやつ以外は，誰だっ

て白蛇に同情し，法海のお節介に腹を立てているはずだ」魯迅は白蛇伝の

物語を祖母から聞いたので，その話の出所は分からないが，もしかしたら
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民間の伝説かもしれないと書いている。「白蛇全伝」の中では法海は貶め

られてガマガエルとなっているが，魯迅が祖母から聞いた話ではカニと

なっている。魯迅がこの文章を書いたのは 1924年のことなので，当時こ

うした法海を貶める考え方が一般的だったことが分かる。

　次回は，各地に残されている白蛇伝に関連する伝説にスポットを当て

て，法海のキャラクターの変化を分析していきたいと思う。

《注》

（ 1 ） 「白娘子永鎮雷峰塔」の中では“許仙”ではなく“許宣”だが，他の作品

が“許仙”を多く用いているので，ここでは“許仙”に統一する。

（ 2 ） 編者を“玉花堂主人”としている資料もあるが，藩金蘭『「白蛇伝故事」

形変研究』2003は，“玉山主人”と“玉花堂主人”は同一人物としている。

また，作品名も『新編雷峰塔奇伝』，『新編雷峰塔伝奇』，『雷峰塔奇伝』とす

る資料があるが，ここでは，『新編雷峰塔奇伝』に統一した。

（ 3 ） 『語絲』周刊第一期，一九二四年
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提　　要

ɉž给ſʇž帮ſʎթៀʇɶʅᶬɼʫɽʫɔͮɧるɕʇɔՕけるɕʇɣʂɾӂ

ɮᦒʂɾੜءʱᜟɸɋɶɪɶাᏙにթៀץ（VP）ɫӉᢰɸるܬ žɱ给ſʱᄍ

ɣɾ௮ʇž帮ſʱᄍɣɾ௮ʎɷʧɥʉੜءʱᜟɸɲʇɫɡるɋಢኢʆʎʈʍ

ʧɥʉϗͬʆž给ſʇž帮ſʱᄍɣɾ௮ɫΣ୳ᓧにʉʩᶬʝɾɼʍܬʆ

ʡʈɥɣʂɾआᄴɫᄉɷるɪにʃɣʅనʨɪにɸるɲʇʱᆾᆔʇɸるɋ

キーワード：௮ຫ֊ᶬ៖ᇽល語ࠜᶬˉー˧ˏ

〈論　文〉

現代中国語における受益者マーカー
Żž给ſʇž帮ſʱʠɯʂʅŻ

永ɉ江ɉᡴɉࠍ

1．はじめに

ɉž帮ſʇž给ſʎžX 帮 YſʡɶɮʎžX 给 Yſʇɣɥ௮ʍܬ ɔɱX

ʎ Y ʱՕけるɕɔY ʎ Y ʱͮɧるɕʇɣʂɾӂɮᦒʂɾੜءʱᜟɸ（1）ɋɶ

ɪɶɼʍ௮ۿʍাᏙにթៀץ（VP）ɫӉᢰɶžX 帮 YVPſʇžX 给

（ 1 ） 吕叔湘《现代汉语八百词 增订本》ʆʎžX 帮 YſʝɾʎžX 给 Yſ௮に

おけるž帮ſʇž给ſにʃɣʅž帮ſʎž帮Օ（ϧɥ）ž给ſʌ 使对方遭受

（ᇁにͮɧる）ʇឧᥙɸるɋ（ఖಢ語ឰʎɖ中国語௮ຫᄍА᤺Ӎɗʧʩ） žX

帮 YVPſʇžX 给 YVPſにɶʅᶬ語ɫᇄᄬɴʫɾথᶬАɧʏžુſɫ

ᇄᄬɴʫɾϒͬʍ a ௮ʇ b ௮ʡಢ៵におɣʅʎ؉ʟɋ 
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YVPſ（2）ʇɣɥ௮にʉるܬ žɱ帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮ʎ

ɷʧɥʉੜءʍ௮にʉるʧɥʆɡるɋϒͬʍ⑴ʍАʱבဆɴʫɾɣɋ

⑴ （C ɫ A ʍీឞʱɶにɶʅɶʝʂɾɋɼʫʱɾ A ʎీឞʱ

иႾɶʧɥʇɸるɋиႾ中にీឞʍପʀ B ɫӁʂʅɮるɋ）

᷁你的表进了点水，我帮①你修一修啊。

ɉ（ɡʉɾʍీឞɫにӁʂʅɶʝʂɾɪʨᶬɡʉɾʍɾʠにиႾ

ɶʅɡɱるɋ）

᷂你干什么呢，给我。

ɉ（Ϻʣʂʅるʲɿᶬቼにࡉᢳɶʉɴɣɋ）

᷁还没修好呢。

ɉ（ʝɿиႾɶᎹɧʅʉɣʧɋ）

᷂用你修，谁让你乱动别人东西。

ɉ（ɫиႾɸるʉʲʅᶬ៧ɫにψκʍʡʍʱɣɷʨɺɾʲɿɋ）

Ƈ᷂ɫీឞʱכʩ᥏ɼɥʇɶɾᬫᶬA ʍɪʨీឞɫᗹʀᶬీ

ឞɫݘʫるɋA ʇ B ɫᯐʱʮɺるɋѵឍ者 C ɫ᧖ɼɥ

にපࠍʱɥɪɫɥɋ

᷁刚才进了点水，我这不是想帮②你修嘛。

ɉ（ρɴʂɬにӁʂʅɶʝʂɾɪʨᶬቼʎɡʉɾʍɾʠにиႾɶ

ʧɥʇ৲ʂɾʍʧɋ）

᷂你怎么干什么都是毛手毛脚的。

ɉ（ʎϺʆʣるɲʇɫ፱১ʉʲɿɋ）

᷃唉！ 这不怪她，都是我不好。

ɉ（ʌɧᶡ ɲʫʎলާʍɺɣɷʢʉɮʅᶬʞʲʉቼɫɣʍʧɋ）

（ 2 ） žX 帮 YVPſʇžX 给 YVPſ にɶʅ ɱ語ɫᇄᄬɴʫɾথ Аɱɧʏžુſ

ɫᇄᄬɴʫɾϒͬʍ a ௮ʇ b ௮ʡಢ៵におɣʅʎ؉ʟɋ

  a. 帮你拿行李吧。b. 给你拿行李吧。（ᖻၑʱおପʀɶʝɶʦɥ）
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Ｂ不要替她讲（说（3））话。喂，我拜托，以后不要动我的东西，行不

行？

ɉ（লާʍ代ʮʩに់ɸʉʈʉɣɋおɣᶬおᯓɣɿɪʨρাʎ

Ҋʍၑʱɣɷʨʉɣʆɮʫるɪɣᶬʮɪʂɾᶿ）

᷁要不是你来抢，我就给③你修好了。不就是一块表嘛，至于那么大

脾气，小气鬼。《都是天使惹的祸》 

 （ʡɶɡʉɾɫޤおɥʇɶʉɪʂɾʨᶬɡʉɾʍɾʠにиႾɶᎹ

ʮʂʅɾʮʧɋీឞͥʃʆᶬɲʲʉにɪʲɪʲに৬るʉʲʅᶬˇ

˗ʲۯɋ）

ɉǋǌʍž帮ſɱ Ǎʍž给ſʱ؉ʟ௮ʎɣɹʫʡɔቼɫɡʉɾʍɾʠに（ీ

ឞʱ）иႾɸるɕʇɣɥੜءʱᜟɸɋɷʧɥʉΟੳʱᜟɸ௮ʆɡるɫᶬ

ž帮ſʇž给ſʇɣʂɾᄴʉるੜءʍ語ʱᦦ૾ɶᶬΣ୳ᓧʉʧɥʆɡるɋ

ɉž帮ſɫž给ſにᑝɬ୳ɧᓧ（4）
 ʇɣɥΟにɶ žɱ帮ſž帮ſž帮Օſ

ʍˡ˻ʸ̉ˏʍᦒɣにʃɣʅ៵ɷɾࣽށ 1995 におɣʅ⑵⑶⑷ʍА௮ʱ

ɱ ɔɱςៀ֊ɕɶɾž帮ſʎž给ſʇᑝɬ୳ɧᓧʆɡるʇᥙʘʅɣる（5）ɋ

⑵ɉᷡᶮ我帮你拿行李吧。（ᖻၑʱおପʀɶʝɶʦɥɋ）

ɉɉᷢᶮ我给你拿行李吧。

⑶ɉᷡᶮ帮爸爸拿拖鞋。（おျɴʲにˋ̉˖́ʱכʂʅおɮʫɋ）

ɉɉᷢᶮ给爸爸拿拖鞋。

⑷ɉᷡᶮ快脱下来吧，我帮你缝两针。（చɮᓴɭʉɴɣɋʀʦʂʇᐩʂ

ʅɡɱるɪʨɋ）

ɉɉᷢᶮ快脱下来吧，我给你缝两针。

（ 3 ） ˉー˧ˏʍࠒभʆʎž讲ſʇɴʫʅɣɾɫᶬᮬݩʇɶʅž说ſʆ់ɴʫʅ

ɣɾɋʈʀʨʍ語ʆʡੜءᆔにᇹᇃʎʉɣɫᶬಢኢʆʎᔵʉϥ់ʍ໐ʫʇ

ɶʅᮬݩʍž说ſʱᄍɣʅԔɸるɋ

（ 4 ） 永江（2005）ʆʎ ɱᜟ現におけるž帮ſʇž给ſʍᦦ૾にʃɣʅᥙʘɾɋ

（ 5 ） ⑵⑶⑷ʎࣽށ 1995 ʧʩɋ
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ɉɔςៀ֊ɕɶʃʃɡるž帮ſにʃɣʅʎᶬ௮ຫ֊ʇᏃʒϊけʨʫるɋɲ

ʍ௮ຫ֊ʍឍɪʨᒑɸるʇ žɱ给ſにᑝɬ୳ɧʨʫるž帮ſʇʎ࠷ᢑ

ᆔੜءɫऔᙙ֊ɶཫᆏ֊ɶʅςៀに᥎ʄɣɾž帮ſʆɡるʇɣɧɼɥɿɋ

ʆʎᶬ௮ຫ֊ʍʈʍ์ᬤʍž帮ſɫž给ſʇᑝɬ୳ɧᓧʆᶬɼʍܬʍ

ž给ſʇʎʈʍ์ᬤにɡるž给ſʉʍʆɡʬɥɪɋ

ɉ៖ᇽល語ࠜʆʎ Bolinger1977 ʍɔੜءʇথॾʍͥࡩͥࡩড়ɕʱᨁខɸ

るɫ ɲɱʍዒܬɪʨឍࡗɶɾܬ žɱ帮ſʇž给ſɫᑝɬ୳ɧᓧɿʇɣʂ

ʅʡɔথॾɫᦒɧʏੜءɫᦒɥɕʇΜ༨ɴʫᶬੜءにᄴʉʩɫᄉɷるʎɹ

ʆɡるɋַʀž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮ʍੜءにआᄴɫɡるʎ

ɹʆɡるɋ

ɉɼɲʆಢኢʆʎž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮ɫʈɥɣɥϗͬ

におɣʅӉᥱʱପʃɪᶬʝɾᶬआᄴʎʈɥɣɥにɡるɪにʃɣʅనʨ

ɪにɶʅɣɮɋ

2.“帮”と置き換え可能な“给”を用いた文

ɉž帮ſʇᑝɬ୳ɧᓧʉžX 给 YVPſʍž给ſにʃɣʅᥙʘるɾʠに  ɱ

Գዞʆɱɾž帮ſʇᑝɬ୳ɧᓧʉž给ſʱᄍɣɾ⑵⑷ʱӖ्בဆɴʫ

ɾɣɋ

ɉɉ⑵ɉᷡᶮ我帮你拿行李吧。

ɉɉɉɉᷢᶮ我给你拿行李吧。

ɉɉ⑷ɉᷡᶮ快脱下来吧，我帮你缝两针。

ɉɉɉɉᷢᶮ快脱下来吧，我给你缝两针。

ɉɲʫʨʍž给ſʎ《现代汉语八百词增订版》ʍςៀʍ᮴ᆾʆɱʨʫɾ

ž引进交付，传递的接受者ſ（ၑʣϧᦑʱ受けכる者ʱࡶɮ）ʆʡ žɱ引进

动作的受害者ſ（թЀʍ᜴者ʱࡶɮ）ʆʡʉɮ žɱ引进动作的受益者ſ（թ

Ѐʍ受益者ʱࡶɮ）ʍž给ſʆɡるʇᒑɧʨʫるɋ受益者ʱࡶɮž给ſʇ
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ʎตʍʧɥʉ௮ʆɡる（6）ɋ

ɉɉ⑸ɉ给病人治病。（ᅕκʱຟᅸɸる）

ɉɉ⑹ɉ我给你当翻译。（ʛɮɫʍᥱឰにʉʂʅɡɱʧɥ）

ɉ受益者ʱࡶɮž给ſɫž帮ſʇᑝɬ୳ɧᓧʉႾᄒʇɶʅ žɱ帮ſʎɔՕ

けるɕʱ؉ੜɸる語ʉʍʆ žɱX 帮 YVPſʇɣɥ௮ʎɔX ʎ Y ʱՕけʅ

᷾ɸるɕɪʨɔX ʎ Y ʍɾʠに᷾ɸるɕʇɣɥੜءʍ௮にʉるɲʇɫΜ

༨ɴʫᶬɲʍ௮におけるžYſʎՕけʨʫるࡩᡑʆɡるɾʠᶬթЀʍ受כ

ʩʆʡ᜴ʱ᜴るࡩᡑʆʎʉɮᶬԢ益ʱ受けるࡩᡑᶬַʀ受益者ʇ੍࠳

ʆɬるɪʨʆɡるɋ受益者ʱࡶɮž给ſにʃɣʅᶬ௮ຫ֊ʍҳᜓለኴʱ

ឍɶʅおɮɋ

ɉNewman 1993 ʆʎž给ſʍ௮ຫ֊にɶʅ៖ᇽᆔឍɪʨ៵ɷᶬ̋ ˷ー

ˎˏ˃ーマʱᄍɣʅ受益者ʱࡶɮž给ſʗʍᦐገʱ៍ɶɮᥙʘʅɣるɋɼ

ʫにʧるʇ žɱ给ſʍܛಢᑵʎ A ʇ B ʍΠκʍκၑʱϔ࠳ɶɾܬᶬA

ɫ B ʗʡʍʱ༠ɸɲʇにɡる（mainly RECIPIENT ʍž给ſ）ɋ κにϺɪ

༠ɸܬᶬadvantage（Ԣ益）ʍʡʍ f ᜓʍܬʇ disadvantage（ͭ

Ԣ益）ʍʡʍ̍ᜓʍܬɫɡるɋ（RECIPIENT or BENEFACTIVE ʍ

ž给ſ） advantage ʍᜓʱ CONTROL DOMAIN にʅᶬA ɫ B にͮɧる

ɮž给ſにʉるʇɣɥɋ（mainly BENEFACTIVEࡶᶬ受益者ʱܬ ʍ

ž给ſ）ʃʝʩž给ſʎϒͬʍᦐገʆ௮ຫ֊ɶʅɣɮʇɣɥɋ

図 1　“给”の文法化

mainly RECIPIENT Ƣ RECIPIENTor BENEFACTIVE Ƣ

mainly BENEFACTIVE

ɉಟಳ 2005 ʆʎž给ſʍ௮ຫ֊にʃɣʅᷛͮթៀƢͮᆾマーカー

（ 6 ） ⑸⑹ʎ《现代汉语八百词增订版》ʧʩ
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Ƣ受益者マーカー ʇᷝɣɥଞᦋʱឮ࠳ɸるɋɲʍɔͮᆾマーカーɕ

ʇʎตʍʧɥʉАʆɡる（7）ɋ

ɉɉ⑺ɉ小红给小王送来了一封信。

ɉɉɉɉ（ˍ˹ˀ˱̉ʎႡにᎧʱ 1 ᥱけにɬɾ）

ɉɉ⑻ɉ小红给小王打了一件毛衣。

ɉɉɉɉ（ˍ˹ˀ˱̉ʎႡにˑー˕ーʱᐁʲɿ）

ɉɼɶʅɲʍͮᆾマーカーʍž给ſにʃɣʅಟಳ 2005 ʆʎ ɔɱͮɕ

（ex. ž递烟ᷛ˕˦ˉʱɸɸʠる ſᷝɱž汇ᷛಌᥡᨅɸる ſᷝ）ɱɔЙͮɕ（ž喂

奶ᷛΖɸる ſᷝ）ɱɔͮɕ（ž注射强心剂ᷛওԺʱີɸる ſᷝɱž输液ᷛ

ཥɸる ſᷝ）ɱɔϊͮɕ（žᆲ᜴ᷛࠍऑۍʱɪける ſᷝɱž凃药膏ᷛᔑᙪʱܷる ſᷝ）ɱ

ɔϧᦑɕ（ž传ᷛϧɧる ſᷝɱž捎口信ᷛលϊけʱɸる ſᷝ）ɱɔᥡдɕ（žࡉд ᷛ 

Ꭷʱᧇᥡɸる ſᷝɱž打电话ᷛ᭙់ʱɸる ſᷝ）ʉʈᶬʡʍʣܫʍ受けכʩ

ʱ᮶ʍͮ者ʇɶʅીዒɸるᜓʱੜءɸるͥʍթៀ（ץ）ʇӉᢰ

ɸるʇᥙʘるɋตにɔ受益者マーカーɕʇʎตʍАʆɡる（8）ɋ

ɉɉ⑼ɉ我给她好好儿干活儿。

ɉɉɉɉ（ቼʎলާʍɾʠにɶʂɪʩ҇ɮ）

ɉɉ⑽ɉ小红给小王梳头发。

ɉɉɉɉ（ˍ˹ˀ˱̉ʎႡにᱥʱൂɪɶʅʣʂɾ）

ɉɉ⑾ɉ妈给他开门。

ɉɉɉɉ（๖ʎলに˟ʸʱけʅʣʂɾ）

ɉɲʫʨʍ受益者マーカーž给ſɫӉᢰɸるթៀž干活儿ſ（҇ɮ）ž梳头

发ſ（ᱥʱൂɪɸ）ž开门ſ（˟ʸʱける）にɶʅಟಳ 2005 ʎ ɔɱಒլɕ

ɔސχɕɔ՜ɕɫ៦ʞ᥈ʟɲʇʍࡄపʉթៀにᬈʨʫるʇᥙʘるɋ

ɉʉおᶬ受益者マーカーʇɶʅʍž给ſʍӉᢰʆɬるΟੳʍᬈᄟにʃɣʅ

Ϸɍಟ 1993 にʅ⑿ a ʍž给ſʱᄍɣɾܬʍͭᔵɴʱବɶʉɫʨᥙ

（ 7 ） ǥǦʎಟಳ 2005 ʧʩɋ

（ 8 ） ǧǨǩʎಟಳ 2005 ʧʩɋ
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ʘʅʨʫʅɣる（9）ɋ

ɉɉ⑿ *a 我天天给孩子加班。（ࠍЙʍɾʠに๗ఖඋɸる）

ɉɉɉ b 我天天为孩子加班。

ɉɲʍž给ſʱᄍɣɾ௮ʍͭીዒにʃɣʅᶬϷɍಟ 1993 ʆʎ ɔɱɔቼɫ

උɸるɕʇɣɥΟੳにᶬంɾʉɔͮ者ɕʇɶʅɔ孩子ɕʱࡶӁɸるɾʠ

にʎᶬᜓʍࡩᡑʇʉるɔඋɕɫɔ孩子ɕʍ˸ˤʆɡるʇɪᶬɡるɣʎ

ɔ孩子ɕɫಢಿᔵԔʆɶʉけʫʏʉʨʉɪʂɾɔඋɕʆɡるᶬʇɣʂɾ

៖ᠪɫʇɴʫʅɣるɋɲɥɶɾ៖ᠪにோɧʨʫʅᶬʎɷʠʅž给ſʎ

ɔ受益者ɕʇɣɥంɾʉɔͮ者ɕʱࡶɮɲʇɫʆɬるʍʆɡるɋɔቼɫ

උɸるɕʇɣɥɲʇʇɔ孩子ɕʇʍにʎᶬɼɥɶɾ៖ᠪʱ៖ʠ᭐ɣʇɣ

ɥʮけʆɡるɋ៵ ɔɱቼɫඋɸるɕʇɣɥɲʇにʧʂʅיӁʱৃʅᶬ

ɼʫにʧʂʅɔ孩子ɕɫϺʨɪʍԢ益ʱᘔるɲʇʡᶬ現࠷にʎ֝Ԕᒑɧʨ

ʫるɋɶɪɶᶬɼɥɶɾɣʮʏᮂᇀଢ଼ᆔԢ益Фʎᶬ中国語ʍܬ žɱ给ſ

ථ௮にʧʂʅᜟ現ɴʫるɲʇʎʉɣʍʆɡるɋɲɲにおɣʅ ɔɱͮɧるɕ

ʇɣɥׄᑵɪʨʎԕʩɸɲʇʍʆɬʉɣž给ſɫᶬంɾʉɔͮ者ɕʱ

Ӂɸるᬫʍᬈᄟʱዊɣᇽるɲʇɫʆɬるɕʇବɸるɋࡶ

ɉͮթៀɪʨ௮ຫ֊ɶɾͮᆾマーカーᶬ受益者マーカーɫթៀɪς

ៀɪʇɣɥ٨ᯌʎɶʏɶʏᠳ៵ʍࡩᡑʇʉるɋಥ 1979ᶺ158 ʆʎಟಳʍ

ɔͮᆾマーカーɕɫž给Μſɱɔ受益者マーカーɕɫž服务ſにɡɾʩᶬ

ž服務ſʍੜءʍܬʍž给ſʎɔςៀɕʆɡるʇᥙʘᶬǫǬʍАʱɱ

ʅɣる（10）ɋ

ɉɉ⒀ɉ大夫给病人打针。（֚者ʎਭ者にີʱʂɾɋ）

ɉɉ⒁ɉ你给孩子们讲个故事。（ɡʉɾʎࠍЙɾʀにお់ʱɶɾɋ）

ɉಥ 1979 ʆʎž给ſɫž给予ſʍੜءʱ៦ʞ᥈ʠるܬʎթៀɿʇ࠳

ɶʅɣるɋɼʍɾʠᶬ⒀⒁ʍʧɥにž给ſにž给予ſʇž服务ſʍੜءɫ

（ 9 ） ⑿ʎϷɍಟ 1993 ʧʩɋ

（10） ⒀⒁ʎಥ 1979 ʧʩɋ
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ɡるܬᶬթៀɪςៀɪɫͭనሯʆɡるʇɣɥ（11）ɋ

ɉɉ⒂ɉ我给客人沏杯茶。（ቼʎ࠸κにおᖭʱӁʫる）

ɉɉ⒃ɉ我给你打件毛衣。（ቼʎɡʉɾʍɾʠにˑー˕ーʱᐁʟ）

ɉɲʍž给ſʱᜨ 1998 ʆʎž弱化动词ſɿʇᥙʘるɋɼʍž弱化动词ſ

ʇʎੜءɫཫᆏ֊ɶɾʇʡɣɧʧɥɋ

ɉϒͫʍҳᜓለኴʱʝʇʠるʇ žɱ帮ſɫᑝɬ୳ɧᓧʉž给ſʇʎᶬ受

益者ʱࡶɮž给ſʆᶬӉᢰɶৃるթៀʎɔސχɕɔಒլɕɔ՜ɕʍੜءʱ

៦ʞ᥈ʠるթៀɿʇᒑɧʨʫるɋ

3.“帮”を用いた文と“给”を用いた文の共通点

ɉಢዞʆʎž帮ſɫž给ſにᑝɬ୳ɧʨʫるܬʍž帮ſʱᄍɣɾ௮ʍථ

௮ʇɶʅʍੜءʱʠ žɱ给ſʱᄍɣɾ௮ʇʍӉᥱʱనʨɪにɸるɋ

3．1　“帮”を用いた文の意味

ɉž帮ſʍੜءʎ中ࣽ 1991 にʧるʇɔʀʦʂʇʱᡷɸɕɪʨɔঞΟ者ɫ

ɸʘɬɲʇʱঞΟ者にʉʩ代ʂʅɸるɕʝʆनɫɡるʇɣɥɋϒͬǰǱǲ

ʍ中ࣽʍА௮ʱבဆɴʫɾɣɋ

ɉɉ⒅ɉ许多家长晚上帮孩子默字，背课文。Ƣちょっと手を貸す

ʱងɧɾʩᶬ˜˃ˏ˞ʱౣ២ɶɾʩࠒЙɫࠍᶬݾɮʍျүʎݼ）

ɸるʍʱϧɥɋ）

ɉɉ⒆ɉ请你帮我抬一下箱子。Ƣ半分だけ手伝う

ɉɉɉɉ（ጮʱᦉʕʍʱϧʂʅͬɴɣɋ）

ɉɉ⒇ɉ我的被子晒在楼下，下午要是回来晚了，请帮我收一下好吗？

ɉɉɉɉƢかわりにする

（11） ⒂⒃ʎಥ 1979 ʧʩ
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（ʮɾɶʍʔʇʲᶬᬤͬにʚɶʅɡʩʝɸɫᶬ֢াटʩɫᦅɮʉ

ʩʝɶɾʨᶬɶʝʂʅおɣʅɮʫʝɺʲɪ）

ɉž帮ſʍੜءʱ中ࣽʎɔঞΟ者ɫʉɸʘɬɲʇʍͥᧅʱᓋ代ʮʩɶᶬɼ

ʍᓋ代ʮʩɶɾᧅԔにʃɣʅʎӂᮅᆔにᡭϙʱପʂʅɸるɕʇɣɥˡ˻ʸ

̉ˏʍওɣ語ʆ ɔɱԳাʍၤ ʇɱʩʮけাᏙʍᥙ語թៀにʧʂʅʎʀʦʂ

ʇʱᡷɸʇɣʂɾᤏɣϧɣఄʱੜءɸるܬʡɡるɕʇᥙʘʅɣるɋ

ɲʍឧᥙʱבᒑʇɶʅᶬಢኢʆʎᶬᜓʱ࠷ᬫにɸるκʱɔᜓ者ɕɱ ಢ

ಿɼʍᜓʱɸʘɬκʱɔᇁɕʇئʒ žɱ帮ſʇʎɔᜓ者ɫᶬᇁʍ

ɸʘɬᜓにʱᡷɶᶬɼʍᜓʱӂᮅᆔʡɶɮʎᧅԔᆔにɸるɕੜءɿ

ʇ࠳ɸるɋ中ࣽʆʎବɴʫʅʉɣɫᶬɲʍᇁʍᜓʱɔᧅԔᆔにɸ

るɕʍɪɔӂᮅᆔにɸるɕʍɪʇɣɥੜءʍᦒɣʆᶬʸˏ˰˅˞Օៀ（12）
 

ʍᄍɣఄɫᄴʉるɋɼʫʎᶬᇁʍᜓʱɔᧅԔᆔにɸるɕੜءʍܬᶬ

ʸˏ˰˅˞Օៀʎž帮ſʍাʬにϪɣᶬᇁʍᜓʱɔӂᮅᆔにɸるɕੜ

ᶬʸˏ˰˅˞Օៀʎž帮ſʍাʬにϪʮɹᶬӉᢰɸるթៀにᏃʒܬʍء

ʃɮ҂ɫɡるʇɣɥʆɡるɋ

ɉႡಕʍࡷ៥ 11 Ѐ（13）ق（ 62 中（ࠒͨ žɱ帮ſʍাʬにʸˏ˰˅˞Օៀ

ʱϪɥАʎϒͬ㉑㉒ʍ 2 Аɿけʆɡる（14）ɋ

（12） ʸˏ˰˅˞Օៀʎ中国語ʆž动态助词ſʇئʏʫるɋ刘ψ 2001 にʧるʇ

ž汉语不像印欧语那样，有表示动作时态的形态变化，在表达动作进行的阶段

时，汉语主要用动态助词。汉语的动态助词主要有“了”，“着”，“过”。ſ（p. 361）

（中国語ʎթЀʍੳʱথੳݳ֊ʆᜟɸִท語ʇʎᄴʉʩᶬթЀʍᜓ์ᬤʱ

ᜟɸీᶬ中国語ʎにʸˏ˰˅˞Օៀʱᄍɣるɋ中国語ʍʉʸˏ˰˅˞

Օៀʎž了ſɱž着ſɱž过ſʆɡるɋ

（13） ႡಕʍЀقʎ《顽主》《你不是一个俗人》《许爷》《动物凶猛》《过把瘾就死》

《一半是火焰 一半是海水》《浮出海面》《空中小姐》《我是你爸爸》《玩的就是

心跳》《永失我爱》ʆɡるɋɲʍˉー˧ˏにおɣʅž帮ſʍ௦ʎ 217 語ʆɡʂ

ɾɋ

（14） ᏧୗけᧅԔʎʸˏ˰˅˞Օៀʱቌɸɋ
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ɉɉ㉑ɉ吴胖子迎着太阳眯着眼叼着烟和新娘不停地插科打浑，李江云帮着

新郎检查要还的东西有没有遗漏。《玩的就是心跳》

ɉɉɉɉ（ؘʍʆʕʎރᬝにɪʂʅᇖʱᎲʠףにကᖲʱɮʮɧᕼ߱ʇ

ʑʂɬʩʉɶにᖭᄰʱɶᶬರ江᭕ʎంᦿʱՕけɶʅ᥏ָɶʉけ

ʫʏɣけʉɣʡʍʍʫɫɡるɪʈɥɪɸるʍʱՕけɶʅɣ

るɋ）

ɉɉ㉒ɉ董延平等人和他们激烈地争执着，所有人都义愤填膺地帮着董延平

说话。《永失我爱》

ɉɉɉɉ（ᘂ८वʉʈʍκʇলʨʎྟɶɮ៵Νɶᶬɸʘʅʍκʎɣɹʫʡ

৬ʩʆᓥɫʂʐɣにʉʩʉɫʨʡᘂ८वʱড়ૌɸるʍʱՕけɶ

ʅɣるɋ）

ɉ㉑ʆʎž李江云ſʎž新郎ſʱՕけɶʅᶬলɫɸʘɬž检查ſʇɣɥ

ᜓʱɶʅɣるɋ㉒ʆʎž所有人ſʎž董延平ſʱՕけɶʅᶬলɫɸる

ʎɹʍž说话ſʇɣɥᜓʱͥにɶʅɣるɋɣɹʫʡᇁɫɶʅɣるᜓ

ʱɔӂᮅᆔにɸるɕʍʆʎʉɮɔᧅԔᆔにɸるɕАʆɡるɋ

ɉͥఄ ɔɱᇁɫɸʘɬᜓʱӂᮅᆔにɸるɕੜءʍܬ žɱ帮ſʍাʬに

ʸˏ˰˅˞ՕៀɫϊɮʍʆʎʉɮᶬӉᢰɸるթៀʍাʬにϊɮʧɥɿɋ㉓

㉔㉕ʱבဆɴʫɾɣ（15）ɋ

ɉɉ㉓ɉ我让他再看会儿电视，自己去找值班大夫办出院手续。办好手续我

帮石岜收拾了简单的东西，换了衣服，走出医院。《浮出海面》

ɉɉɉɉ（ቼʎলにʀʦʂʇʍ˜̂˩ʱɺʅᶬᔵԔʆঞᇀʍҳᄉʱ

ʃけʅᥠᬎᏙɬʱɴɺɾɋᏙɬࠬΛাᶬቼʎ石岜ʍɾʠにፍ

֫に၄ϊけʱɶʅᶬಒʱᇗಌɧᶬᅕᬎʱԎɾɋ）

ɉɉ㉔ɉ我们挤上一辆旅行车，胡亦动作敏捷，帮我占了个位子。

　　　　《一半是火焰一半是海水》

（15） ž帮ſʍাʬにʸˏ˰˅˞ՕៀɫϊɮʍʆʎʉɮᶬӉᢰɸるթៀʍাʬに

ϊɮАʎᶬີ 4 ʆɱɾˉー˧ˏʆʎ 4 Аɡʂɾɋ
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ɉɉɉɉ（ቼɾʀʎଆɶʂʅマʺ˅̃˦ˏにΎʂɾɋ胡亦ʍթЀʎ

ʆቼʍɾʠにझʱכʂʅɮʫɾɋ）

ɉɉ㉕ɉ“我真的不想玩。”于观说，“你们要人不齐，我可以凑一手，人多

就算了。”于观把那个笑开的女孩拉到自己身旁坐下，“你玩—我

帮她看着牌。”《顽主》

ɉɉɉɉ（ɔቼʎಢঞにᦈʒɾɮʉɣɕ于観ɫលɥにʎ ɔɱɾʀɫʉ

κ௦ɫ୪ʮʉɪʂɾʨᶬͥʂʅʡɣɣɫᶬκɫݼɪʂɾʨʣ

ʠるʧɕ于観ʎɼʍዶɣ߂ʠɾާࡸʱᔵԔʍ᥆にॎʨɺʅ ɔɱ

ᦈʲɿʨɋҊʎʍɾʠに၇ʱʞʅɡɱるʧɕ）

ɉ㉓ʎɔቼɫ石岜ʍɪʮʩにፍ֫ʉʡʍʍ௨Ⴞʱɸるɕɱ ㉔ʎɔᓟαɫቼ

ʍɪʮʩにझʱכʂʅɮʫɾɕɱ ㉕ʎɔᵀᬾʍʣʩఄʱᇽʨʉɣާࡸʍɪ

ʮʩに၇ʍթɪɶఄʱʅɡɱるɕʇɣɥੜءʆɡるɋɣɹʫʍАʆʡ

ž帮ſʎɔᇁɫɸʘɬᜓʱᜓ者ɫӂᮅᆔにɸるɕੜءにʉるɋ

ɉɲʍ㉓㉔ʍž帮ſʍাʬにʸˏ˰˅˞Օៀʱᄍɣるʇ௮ຫᆔにͭᦞഓʉ

௮にʉるɋ

ɉɉ㉓ƅ* 办好手续我帮了石岜收拾简单的东西，换了衣服，走出医院。

ɉɉ㉔ƅ* 我们挤上一辆旅行车，胡亦动作敏捷，帮了我占个位子。

ɉž帮ſʍাʬにʸˏ˰˅˞Օៀʱᄍɣɾ⑿ƅʎ⑿ʇੜءɫᄴʉるɋ

ɉɉ㉕ƅ♯我帮着她看牌。

ɉ㉕ƅʍ௮ʎ㉕ʍ௮ᓬʆʎᄍɣるɲʇɫʆɬʉɣɋɼʍႾᄒʎ㉕ƅʍ௮ʎ㉕

ʇੜءɫᄴʉʂʅɶʝɥɾʠɿɋɼʍੜءʇʎᶬቼʎᵀᬾɫʆɬるলާɫ

ɔᵀᬾ၇ʱるɕʇɣɥᜓʱ中ఀɶʅɣるᶬͥీᆔにɼʍᜓʱɸる

ʇɣɥੜءʱᜟɸ௮ʆɡるɋַʀᶬলާɫɸʘɬɔᵀᬾ၇ʱるɕʇɣɥ

ᜓʱ ɔɱলާɫ中ఀɶʅɣるɕɿけɸるᶬʃʝʩᧅԔᆔにɸるੜءʇ

ʉるɋ

ɉɲʍɔᇁɫɸʘɬᜓʱᜓ者ɫӂᮅᆔにɸるɕੜءʍž帮ſʍাʬ

にʸˏ˰˅˞Օៀʱᄍɣるɲʇɫʆɬʉɣᶬʇɣɥʆಥ 1982 ɫବɸ
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るςៀʍܛཇ‘作为介词在句子里出现的时候就不能带“了，着，过”ƅ（ς

ៀʇʉɸʍʎ௮中ʆԎ現ɸるీ “ɱ了，着，过”ʱϪʮʉɣ）にᔸɶʅ

ɣるɋにᶬɲʍੜءʍž帮ſʎթៀɪʨςៀに᥎ϊɣʅɣるʇɣɧるɋ

ɲʍɔᇁɫɸʘɬᜓにʱᡷɶʅɼʍᜓʱӂᮅᆔにɸるɕੜءʍ

ž帮ſɲɼɫᶬཫᆏ֊ɶʅ žɱ给ſʇᑝɬ୳ɧᓧɿʇಢ៵者ʎᒑɧるɋҳ

ʍࣽށ 1995 ʆᑝɬ୳ɧᓧɿʇលʮʫɾž帮ſʎɣɹʫʡɲʍɔӂᮅᆔ

にɸるɕੜءʆɡるɋַʀᶬɲʍੜءʍž帮ſʱᄍɣɾ௮ʎɔᜓ者ɫᇁ

ʍɸʘɬᜓにʱᡷɶ ɼɱʍᇁʍᜓʱӂᮅᆔにɸるɕੜءʱᜟɸɋ

3．2　“给”と“帮”の共通点まとめ

ɉž帮ſɫੜءɫཫᆏ֊ɶʅςៀに᥎ʄɮܬ žɱ给ſʇᑝɬ୳ɧᓧʆɡ

るܬ žɱ帮ſɫ ž给ſʇᑝɬ୳ɧᓧʆɡるʧɥɿɋ

ɉɲʫʨž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮ʍӉᥱʎ ɔɱᇁɫɸʘ

ɬᜓɕʱᜓ者ɫɔᇁにʇʂʅዒʃɕʇ៖ᠪɶ ɔɱӂᮅᆔにɸるɕ

ੜءʍܬᶬӉᥱɫɡるʇᒑɧʨʫるɋɲʍੜءʍ㉖ a ㉗ a ʍʧɥʉ

ž帮ſʎ㉖ b ㉗ b ʍʧɥにž给ſにᑝɬ୳ɧʨʫるɋ

ɉɉ㉖　ａ．提包我来帮您放上面。《空中小姐》

ɉɉɉɉɉɉ（ɪʏʲʎቼɫɡʉɾʍɾʠにͫにᑝɬʝɶʦɥ）

ɉɉɉɉᷢᶮ提包我来给您放上面。

ɉɉ㉗　ᷡᶮ回头我帮你收拾—先吃饭。《我是你爸爸》

（टʂɾʨቼʎʍɪʮʩに၄ϊけʅおɮʧɋҳにᯨʘʉɴ

ɣ）

ɉɉɉɉᷢᶮ回头我给你收拾—先吃饭。

ɉ㉖ a におɣʅᶬᇁʆɡるž您ſɫɸʘɬᜓʍɔカ˦̉ʱͫにᑝɮɕ

ʱᶬᜓ者 ž我ſɫž您ſにʱᡷɶʅɔカ˦̉ʱͫにᑝɮɕᜓʱӂᮅ

ᆔにɸるᶬʇɣɥੜءʱᜟɸɋɲʍ௮ʎᶬᜓ者ʆɡるž我ſɫɔカ˦̉

ʱͫにᑝɮɕʇɣɥᇁにʇʂʅዒʃᜓʱɸるੜءʱᜟɸᶬʇʡលɧ
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るɋʧʂʅ ㉖ɱ a ʍž帮ſʎ㉖ b ʍž给ſにᑝɬ୳ɧᓧʆɡるɋ㉗ a ʎᶬ

ᇁʆɡるž你ſɫɸʘɬᜓɔ၄ϊけるɕʱᶬᜓ者ž我ſɫՕけɶ

ʅ ɔɱ၄ϊけるɕʇɣɥᜓʱӂᮅᆔにɸる ʇɱɣɥੜءʱᜟɸɋɲʍ௮ʎᶬ

ᜓ者ž我ſɫᇁにʇʂʅዒʃɔ၄ϊけるɕʇɣɥᜓʱɸるੜءʱ

ᜟɸᶬʇʡលɧるɋʧʂʅᶬ㉗ a ʍž帮ſʎ㉗ b ʍž给ſにᑝɬ୳ɧ

ᓧʆɡるɋ

4.“帮”を用いた文と“给”を用いた文の差異

ɉž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮にӉᥱɫɡるʇលʂʅʡ žɱ帮ſ

ʇž给ſʎʡʇʡʇᦒɥੜءʆɡるɾʠᶬɼʫʨʱᄍɣɾ௮ʍᜟɸੜءに

आᄴɫɡるʎɹɿɋɼɲʆž帮ſʇž给ſʍआᄴにʃɣʅᒑࡗɸるɋ

4．1　検証方法

ɉ൮ាఄຫʇɶʅᶬ中国語ʍ˜̂˩˟˿マ 8 Ѐ（16）قɪʨž帮ſʍᄍАʇ

ž给ſʍᄍАʱᭂʠᶬᑝɬ୳ɧᓧɪ؇ɪ˜ˏ˞ɸるɋӌϹᆔにʎᶬᜓ

者ɫⅰɔᇁɫᜓʱɶʅɣるɕၤʆɔʱᡷɸɕɱ ⅱɔᇁɫՕけʱ

ʠるɕၤʆɔʱᡷɸɕɱⅲɔᇁにՕけʱʠʨʫʉɣɕၤʆɔᇁ

ʍɾʠにዒʃᜓʱɸるɕʇɣɥ 3 にʃɣʅ žɱ帮ſʱᄍɣɾ௮ʇ

ž给ſʱᄍɣɾ௮ʍᄍАʱᭂʠʅ൮ាɸるɋɲʍͪにʃɣʅ൮ាɸるႾ

ᄒʎ žɱ帮ſʱᄍɣɾ௮ʎӂᮅᆔ̍ᧅԔᆔにᇁʍᜓにʱᡷɸɲʇʱ

ቌɸɫ žɱ给ſʱᄍɣɾ௮ʎᧅԔᆔにʱᡷɸɲʇʱቌɺʉɣʇᒑɧʨʫ

るɾʠɿ（17）ɋ

（16） ɲɲʆᄍɣɾ中国˟˿マʎ《粉红女郎》《黑冰》《让爱做主》《真情告别》《不

要和陌生人说话》《似水年华》《权利》《都是天使惹的祸》ʆɡるɋ

（17） ž帮ſʇž给ſにʃɣʅʍआᄴʍ൮ាʎ ɔɱž帮ſʇž给ſɫᑝɬ୳ɧᓧ

ʆɡるɫᶬੜءʍᦒɣɫɡるɕʇɣʂɾጳېӑʆɾʡʍʆɡるɋ
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4．2　検　証

4．2．1　ⅰの検証

ɉᇁʍᖻၑʱᜓ者ɫɔϧʂʅପʂʅɡɱるɕʇɣɥܬᶬ˜̂˩˟

˿マʍᄍАʎž帮ſʱᄍɣɾ௮ɶɪঞɾʨʉɪʂɾɋ㉘㉙㉚ʱבဆɴʫ

ɾɣɋ

ɉɉ㉘　᷁晚上见。

ɉɉɉɉɉ（にϥɣʝɶʦɥ）

ɉɉɉɉ᷂来来来。我帮你拿。

ɉɉɉɉɉ（ɴɡɴɡɴɡɋቼɫɡʉɾʱՕけɶʅପʀʝɸɋ）

ɉɉɉɉ᷁我自己来可以了。《似水年华》   

ɉɉɉɉɉ（ቼʎᔵԔʆʆɬるʍʆބͩށʆɸɋ）

ɉɉ㉙　᷁哎，对不起。我帮你拿吧。

ɉɉɉɉɉ（ɡɡᶬɳʠʲʉɴɣɋቼʎɡʉɾʱՕけɶʅପʀʝɸɋ）

ɉɉɉɉ᷂谢谢。《似水年华》

ɉɉɉɉɉ（ɡʩɫʇɥɋ）

ɉɉ㉚　᷁哎哟，你这人会不会开车啊。

ɉɉɉɉɉ（ɡɡᶬɲʍκʂɾʨᤁᦉᤉʆɬʉɣʍɋ）

ɉɉɉɉ᷂小姐，怎么样？ 你要不要紧？ 要不要陪你去医院。走走走。

我帮你拿包。《真情告别》

ɉɉɉɉɉ（おࠃɴʲᶬʈɥɶɾᶿ ᶿބͩށ ͥにᅕᬎʗᜓɲɥɪɋ

ɴɡɴɡɴɡɋቼʎɡʉɾʱՕけɶʅカ˦̉ʱପʀʝɸɋ）

ɉ㉘㉙㉚ʍА௮ʎᶬᇁ B ɫପʂʅɣるカ˦̉ʱᜓ者 A ɫᇁʍՕ

けʱɶʅɔପʂʅɡɱるɕܬᮅʆɡるɋɲʫʨʍ௮ʍž帮ſʱž给ſにᑝ

ɬ୳ɧるʇ௮ʍੜءɫݳʮʂʅɶʝɥɋ

ɉɉ㉘ƅ♯来来来。我给你拿。

ɉɉ㉙ƅ♯哎，对不起。我给你拿吧。
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ɉ㉚ƅ♯走走走。我给你拿包。

ɉ㉘ƅ㉙ƅ㉚ƅʍʧɥにž给ſにᑝɬ୳ɧɾ௮ʍܬ žɱ帮ſʱᄍɣɾ㉘㉙㉚

ʍ௮ʇපᶬᇁ B ɫପʂʅɣるカ˦̉ʱᜓ者 A ɫʱᡷɶʅɔପʂ

ʅɡɱるɕʇɣɥੜءʱᜟɸɋϲɶᶬɲʍܬɡるˡ˻ʸ̉ˏɫՒʮるɋ

ɼʫʎᜓ者 A ɫᇁ B にࡩɶʅɔͥκʆପʅʉɣɿʬɥɪʨᶬପʂʅ

ɡɱるʧɕʇɣɥˡ˻ʸ̉ˏʆɡるɋʉおˣʺ˜ʹˬˏ˪ーカーにʧるʇᶬ

ɾɮɴʲᖻၑʱଂɧʅۊᖐӅᖐɶʉɫʨପʂʅɣるࡂఎʣϖʍᕩɣזᦑ

ᮅʍκにᄍɣるʍʎɔɡʉɾʎʆɬʉɣɿʬɥࡩʆʎᄍɣʨʫるɫᶬԞݥ

ɪʨɶʅʣるʧɕʇɣɥˡ˻ʸ̉ˏにᒫɲɧるɾʠވቍにʉるʇɣɥɋ

ɉʃʝʩ žɱ帮ſʱᄍɣɾ௮ʎᶬᜓ者ɫᇁʍɶʅɣるᜓʱɔᧅԔᆔ

にɸるɕʡɶɮʎɔӂᮅᆔにɸるɕʇɣɥᶲʃʍੜءʱᜟɸ௮ʆɡるɫᶬ

ž给ſɦ ᄍɣɾ௮にʎ ᇁɱɫɶʅɣるᜓ ɔɦᧅԔᆔにɸるɕੜءɫʉɮᶬ

ɴʨにɔᇁɫͥκʆᦑીʆɬʉɣᜓʱɸるɕʇɣɥˡ˻ʸ̉ˏɫՒʮ

るɋ

4．2．2　ⅱの検証

ɉᇁɫՕけʱʠるၤにおɣʅᶬᜓ者ɫɼʍᇁɫɸʘɬᜓʱ

Օけɸるܬ žɱ帮ſʱᄍɣるʇᒑɧʨʫるɋ

ɉɉ㉛ （ฬᇉᠷߧにʉるɾʠʍោզওʱɶʅɣるᒂɣᇉᠷߧ B ɫᶬ

ᥱʩɫɪʂɾ֚者 A にʮɪʨʉɣᧅԔʱɧʅɮʫるʧɥにᯈ

ʟɋ）

ɉɉɉɉ᷂有些问题在这个地方，你帮我讲一下。

ɉɉɉɉɉ（ࡸɶ٨ᯌɫɲɲにɡるʍɿけʈᶬቼʍɾʠに៥నɶʅɮʫʉ

ɣ）

ɉɉɉɉ᷁好，我帮你看看。《都是天使惹的祸》

ɉɉɉɉɉ（ʮɪʂɾᶬʍɾʠにʅʞるʧ）

　　㉜ （B ɫ A ʍބにˮ˙˟˥̉˜ʹ̉ˆʱКᯈɶʅɣるɫᶬʉɪʉɪ



ᶭ 52 ᶭ

ᕩɣ᥏Οʱᡱɧʉɣɋɼɲʆ B ɫזκʆɡる A にʡɔնʠʅɮ

ʫʉɣɪɕʇ᭙់ʆКᯈɸるɋ）

ɉɉɉɉ᷁喂，刘薇呀。他睡了。我真不知道他是怎么想的。行，我再帮你

劝劝他。你可别抱太大希望啊。是不是影响你收入了。《不要和

陌生人说话》

ɉɉɉɉɉ（ʡɶʡɶᶬՊᙚɴʲɋলʎࡕɾʧɋቼʎলɫʈɥᒑɧʅるʍ

ɪಢঞにʮɪʨʉɣɋɣɣʮᶬቼʎɡʉɾʍɾʠにলにնʠʅ

ʞるʮɋϲɶށɬʉಜহʱɶʉɣʆʌɋɡʉɾʍיӁにম᮰ɸ

るʲʆɶʦɋ）

ɉͥఄᶬϒͫʍ௮ʍž帮ſʱž给ſにᑝɬ୳ɧɾܬᶬᇁɫɸʘɬᜓ

ʱɪʮʩにɸるʮけʆʎʉɣɋɔᇁɫͥκʆʎពʆɬʉɣ٨ᯌʱព

ɸるɕʇɣɥˡ˻ʸ̉ˏɫ؉ʝʫるɋตʍ㉛ƅ㉜ƅɦ ဆɴʫɾɣɋב

ɉɉ㉛ƅ ᷂有些问题在这个地方，你帮我讲一下。

ɉɉɉɈ᷁好，我给你看看。《都是天使惹的祸》

ɉɉ㉜ƅ （B ɫ A ʍބにˮ˙˟˥̉˜ʹ̉ˆʱКᯈɶʅɣるɫᶬʉɪʉɪ

ᕩɣ᥏Οʱᡱɧʉɣɋɼɲʆזκʆɡる A にʡɔնʠʅɮʫʉ

ɣɪɕʇ᭙់ʆКᯈɸるɋ）

ɉɉɉɈ᷁行，我再给你劝劝他。

ɉ㉛ƅʎɔ（ɫʮɪʨʉɣɿʬɥɪʨ）ʞʅʣるʧɕɱ ㉜ƅɔʮɪʂɾᶬቼ

ɫ（ɡʉɾɫնʠʅʡলɪʨɣɣ᥏Οɫʡʨɧʉɣʧɥɿɪʨ）লにնʠ

ʅɡɱるʮɕʇɣɥਓᇗɺɫʝɶɣˡ˻ʸ̉ˏɫՒʮʩᶬވቍʉੜءʍ௮

にʉるɋ

ɉˉー˧ˏɪʨɔᇁɫՕけʱʠるၤɕʆɔᜓ者ɫɼʍᇁɫɸ

ʘɬᜓʱՕけɸるɕੜءʱᜟɸž给ſʱᄍɣɾ௮ʱᭂיɶʅʞるʇᶬ

ᱝۥᆔʆਓᇗɺɫʝɶɣᄍАɶɪঞɾʨʉɪʂɾɋ

ɉɉ㉝　（B ɫ A にɡるާ৷ʇͥᆾϥɣɾɣʇКᯈɸるܬᮅ）

ɉɉɉɉ᷂林老板，话不能这么说。反正我已经想好了。在我交货之前，我
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必须见她一面。

ɉɉɉɉɉ（ញԔᶬ់ʎɼɥលɥʡʲɷʢʉɣʧɋɣɹʫにɺʧቼʎʡ

ɥᔉɫʝʂʅɣるɋၑʱ༠ɸԳにᶬʈɥɶʅʡলާʇϥɥ

ɫɡる）

ɉɉɉɉ᷁什么？ 好吧，我给你说说看。你他妈别跟我老成天琢磨这事儿，

好好干。《黑冰》（Ϻɿʂʅᶿ ʮɪʂɾʧɋおԳʍɾʠにលʂ

ʅʞるʧɋおԳʎʉʲɿʂʅоにɣʃʡႾ᭐ᯌʱଆɶϊける

ʉʧɋɥʝɮʣʫʧ）

ɉ㉝にʃɣʅɣɧʏ ɔɱާ৷ʇϥɥɕʧɥにכʩឞʨɥᜓʎಢಿᇁɫ

ɸʘɬᜓʆɡるɋɼɥɣɥᇁにɔʮɪʂɾᶬলާにលʂʅʞるʧɕʇ

ʩכʱᜟɸ௮にž给ſʱᄍɣɾʨɔおԳɫͥκʆءʩପʃಹʱɸるੜכ

ឞʨɧʉɣɪʨϺʇɪɶʅʣるɕʇɣɥˡ˻ʸ̉ˏʱ؉ʟɋɶɪɶ ɔɱᇁ

ɫՕけʱʠるɕၤʆɔՕけɸるɕੜءʱᜟɸ௮にž给ſʱᄍɣ

ɾܬᶬɣʃʆʡᱝۥᆔʆਓᇗɺɫʝɶɣੜءɫɡるʮけʆʎʉɣɋАɧ

ʏᶬᜓ者ɫɡるχΟにূΟɶʅおʩᶬɼʍχΟにʮるӑࡄʱᯈʲɿᇁ

ʱՕけɸるܬᶬͥᕓにž给ſɫᄍɣʨʫるɋ

ɉɉ㉞ɉ（にಅᯕʱପʂʅ B ɫឭʫるɫಹɶɾঞΟ者ɫͭۦɋɼɲ

ʆʆ҇ɮ A にɔᢁ௶ʱʅʡʨɣɾɣɕʇᯈʟɋA ʎɼʫ

にড়ɷʅɔʅɡɱるɕʇɣɥ）

ɉɉɉɉ᷂今天，我就是跟他约好的。要不，您帮我看看这些材料，是我们

重新组织的。

ɉɉɉɉɉ（ρఖᶬቼʎলʇಹɶʅɡʂɾʍʆɸɫɋɴʡʉけʫʏᶬɡ

ʉɾʎቼʍɾʠにɲʫʨʍᢁ௶ʱʅͬɴɣɋɲʫʎᶬቼɾʀ

ɫంɾにථીɶɾʡʍʆɸ）

ɉɉɉɉ᷁我倒是可以给你看。《让爱作主》

ɉɉɉɉɉ（ɷʢɡʍɾʠにʅおɣʅɡɱʅʡɣɣʧ）

ɉɉ㉟ɉ（B ɫᯱɣၠʍࠪඕึʱ֚者 C にᯈʟɋɶɪɶᶬC ɫߵɫるɋթ
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ၑᅕᬎʍᬎᫎAɫʣʂʅಿʅ Bɱにၠʱࠪඕึɴɺるಹʱɸる）

ɉɉɉɉ （᷁B ʱʉɿʠʉɫʨលɥ）你别理他，有什么话您好好说，慢慢

说。没事没事。这问题好解决。我知道我知道。你放心你放心。

我肯定给您做。《都是天使惹的祸》

ɉɉɉɉɉ（লʱにɶʉɮʅɣɣʧɋ់ɫɡるʉʨʀʢʲʇលʂʅᶬʥʂɮ

ʩលʂʅɋބͩށᶬބͩށɋɲʲʉ٨ᯌពɶʣɸɣʧɋҊʎ

ʮɪʂʅるʧɋࠪ ɶʅɋᦒɣʉɮʍɾʠにɶʅɡɱるʧɋ）

ɉ㉞ʍʧɥにᶬʆ҇ɣʅɣるκɫᬗにಿɾᇁにࡩɶʅʍܬʣ㉟

ʍʧɥに֚者ɫ˰˙˞ʍᅕʱຟɶʅธɶɣʇᯈʟᇁにࡩɶʅʍܬʎ

ž给ſʱᄍɣるɋϺʉʨᶬɲɲʆលɥᇁʎᶬɣɹʫʡᔵԔʆʎពʆ

ɬʉɣੜءʱଂɧʅおʩᶬɼʫʎψκɫɼʍᜓʱɸるΟʆពɸる৷ᢑ

ʍʡʍʆɡるɪʨɿɋ

4．2．3　ⅲの検証

ɉᇁɪʨՕけʱʠʨʫʉɣၤʆᶬᇁʍɾʠにዒʃᜓʱɸる

ᶬˉー˧ˏɪʨʎ㊱㊲ʍʧɥʉž给ſʱᄍɣɾА௮ɶɪঞɾʨʉܬ

ɪʂɾɋ

ɉɉ㊱ɉ（B ʍ੍ɋᭉ៕ʆͥᄰѣɣž总编ſ（ᐁᭂᫎ）にʉʩᶬᆕに

ʮʫʅɣる）（ᐁᭂ者ͥɉ总编，早上好ɋ（ᐁᭂᫎᶬおʎʧɥɳ

ɵɣʝɸɋ））

ɉɉɉɉ （᷁B ʍᮍɫʫʅɣるʍʱᆌ）哎呀，总编。你鞋上有个白点

（儿）。我来给你擦掉。

ɉɉɉɉɉ（ɡʨɡʨᶬᐁᭂᫎɋᮍɫᆏɮʉʂʅɣるʮɋቼɫɡʉɾʍɾ

ʠにଠɣʅɡɱる）

ɉɉɉɉɉ（B ɫ A ʍᮍʱଠɮ）《真情告别》

ɉɉ㊲ɉ（B ʍާ৷ʍပʱ༨ʂɾާ৷ɫ“你好烫噢。赶紧，赶紧，我们上去。

换个衣服洗个热水澡，感冒了。”（ɡʉɾပɣʮʧɋ৵ɣʆᶬ৵ɣ
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ʆɋቼɾʀͫにɡɫるʮɋಒʱᇗಌɧʅပɣお༽にʎɣʂʅᶬ

ᯞᦸʧ）ʇɣɥៀʱ A ɫᒫɣʅលʂɾ）

ɉɉɉɉ᷁我有感冒药，我给你拿感冒药。

ɉɉɉɉɉ（ቼʎᯞᦸᙪʱʡʂʅɣるʮᶬቼɫɡʉɾʍɾʠにᯞᦸᙪʱ

ʡʂʅɮるʮ）

ɉɉɉɉ （᷂ល）ɋ

ɉɉɉɉ᷃吃完药以后好好在我床上睡一觉。《粉红女郎》

ɉɉɉɉɉ（ᯞᦸᙪʱᯯʲɿʨʧɮ˯˙˟ʆᇎʂʅʌ）

ɉ㊱ʎᶬᇁにɔᮍɫʫʅɣるɪʨଠɣʅɕʇʠʨʫʅʎɣʉɣɫᶬ

ᇁʍᮍɫʫʅɣるʍʱᆌɶᶬϹᆔにᜓթɸるܬᮅʆɡるɋ㊲ʎᶬ

ᜓ者ɫɔᇁにပɫɡʂʅᯞᦸʱঃɣɾɕʇលɥៀʱᒫɣʅにዒʃ

ʧɥにʇᒑɧɔᯞᦸᙪʱପʂʅɮるʧɕលɥܬᮅʆɡるɋɲʍᬫᶬᜓʱ

受けるᇁɪʨՕけʱʠʨʫʅɣʉɣɋ

ɉž帮ſʎᇁɪʨՕけʱʠʨʫʉɣၤʆʡᶬᄍɣʨʫるܬɫɡ

るɋɼʫʎᶬᜓ者ʍᆾʍԳʆᶬᇁʍၤੳɫۏʂɾᶬʡɶɮʎՕけɫ

ʉၤੳʗݳ֊ɶɾᬫ ɔɱɡʉɾʎՕけɫにʉʩᶬɼʍᜓʱӂ

ᮅᆔにቼɫɸるɕʇɣɥੜءʆž帮ſɫᄍɣʨʫるɋ

ɉɉ㊳　（ᆾʍԳʆʡʍʱᗹʇɶɾ B にࡩɶʅ A ɫលʂɾៀ）

ɉɉɉɉ᷂瞧你嘴甜的。（にପʂʅɣɾʡʍʱᗹʇɸ）

ɉɉɉɉɉ（ףɫͫʌ）

ɉɉɉɉ （᷁啊）, 我帮你捡。《真情告别》

ɉɉɉɉɉ（（ɡʂ）ɱ ନʂʅɡɱる）

ɉɉ㊴　（A ʍᆾʍԳʆ B ɫԔʱɼɥにɶɾ）

ɉɉɉɉ （᷁啊），我帮你到（倒）点开水。《都是天使惹的祸》

ɉɉɉɉɉ（（ɡʂ）ɱ にお༽ʱʲʆɮるʧ）

ɉɉ㊵ɉ（る B ʱᥟɣɪける A ʇ Cɋ）

ɉɉɉɉ᷃你别跑，等一下，慢（一）点（儿）。
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ɉɉɉɉɉ（ʨʉɣʆᶬহʂʅɋʥʂɮʩ）

ɉɉɉɉɉ（ӆ۞ʍ˯̉˗に Bᶬॎʩ᥈ʞᶬA ʇ C ɫʧɥʣɮ B にᥟɣʃ

ɮɋB ʍ˦˙ˆʍஉञɫ᳠ʩԎɶɾɋB ʎஉञʍ˯́にʄɪ

ɹɋ）

ɉɉɉɉ᷁你手机在响，我来帮你接。（B ʍカ˦̉ɪʨஉञʱכʩԎɸ）

喂。《粉红女郎》

ɉɉɉɉɉ（உञɫ᳠ʂʅるʮɋɡʉɾʍɪʮʩにԎるʮɋʡɶʡɶ）

ɉ㊳ʎʡʍʱᗹʇɶɾᇁにࡩɶʅɔନʂʅɡɱるɕʇɣɥܬᮅʆᶬ㊴ʎ

Ԕɫɼɥにᯃʱଂɧɾᇁにࡩɶʅɔお༽ʱɮʲʆɡɱるʧɕʇɣɥ

ɶʅɔஉञにࡩᮅʆᶬ㊵ʎஉञɫ᳠ʂʅɣるΟにʄɣʅɣʉɣᇁにܬ

Ԏʅɡɱるʧɕʇɣɥܬᮅʆɡるɋᇁʍၤੳɫɣɹʫʡۏʂɾᶬૅɣʎ

Օけɫʉၤੳʗʇݳ֊ɶᶬɼʍၤੳʱުʝɶɣၤੳにɸるɾʠᶬᜓ

者ɫᜓɥܬᮅʆɡるɋ

4．3　検証結果

ɉž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇž给ſʱᄍɣɾ௮ʍआᄴʱʠる൮ាᏃೖʎᶬϒͬ

ʍᜟ 1 ʍʧɥにʝʇʠʨʫるɋ

表１ɉž帮ſʇž给ſʍआᄴ

ɉ 帮 给

ᇁɫᜓʱɶʅɣるၤʆʱᡷɸ

ǋᇁʍᜓʱӂᮅᆔにՕけɸる Ⱦ ȹ

ǌᇁʍᜓʱᧅԔᆔにՕけɸる Ⱦ Ć

ᇁɫՕけʱʠるၤʆՕけɸる

ǋᇁɫɸʘɬᜓʱӂᮅᆔにɸる Ⱦ Ć

ǌᇁᔵɫɸʘɬʆʉɣᜓʱពɸる ȹ Ⱦ

ᇁにՕけʱʠʨʫʉɣၤʆ

ᇁʍɾʠにዒʃᜓʱɸる

ȹ Ⱦ

（ȾᓧᶬȹϗϊʆᓧᶬĆͭᓧɋ）
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ɉž帮ſʱᄍɣɾ௮ʇʎᶬɸʘɬᶬʡɶɮʎɶʅɣるᜓʱଂɧʅɣるᇁ

ɫおʩᶬɼʍᇁʱՕけɸるɾʠにɼʍᜓʱӂᮅᆔ̍ᧅԔᆔにᜓ

者ɫɸるੜءʱᜟɸɋɼʍɾʠᶬᇁにɸʘɬᜓɫʉɣܬᶬՕける

ɫʉɣʍʆᄍɣʨʫʉɣɋͥఄ žɱ给ſʱᄍɣɾ௮ʇʎᜓ者ɫᇁに

ʇʂʅዒʃʇԟఀɸるᜓʱɸるੜءʱᜟɸɋϲɶᶬɼʍዒʃʇԟఀ

ɸるᜓʎɔᇁɫͥκʆʎʆɬʉɣɕɱɔʡɶɮʎពʆɬʉɣɕʇɣɥ

ੜءᆔԧɫɡるɋɼʫʎᶬɼʡɼʡ受益者ʍž给ſʇʎᶬA ʇ B ʇɣ

ɥκၑʱϔ࠳ɶɾܬɔ（B にʉɣʡʍʱ）A ɫ B にͮɧるɕʇɣɥੜء

ʍͮթៀž给ſɪʨ௮ຫ֊ɶɾɾʠᶬʡʇʍɔB（ᇁ）ʍʉɣʡʍɕ

ʇɣɥੜءᆔԧʍɾʠ ɔɱᇁɫʆɬʉɣᜓɕʆɡるɫᄉɷるɪ

ʨʆɡるɋ

5．結　語

ɉಢኢにおɣʅžX 帮 YVPſʇžX 给 YVPſ௮ʍӉᥱʇआᄴにʃɣʅ

ᥙʘɾɋž帮ſɫςៀに᥎ʄɬ žɱ给ſɫ受益者ʱࡶɮܬ žɱ帮ſʇ给ſ

ɫӉᥱʱପʀৃ Σɱ୳ᓧにʉるɋϲɶ Σɱ୳ᓧʆɡるʇɣɧʈʡɔথ

ॾɫᦒɧʏੜءɫᦒɥɕʇɣɥᒑɧʱᨁខɸる៖ᇽល語ࠜᆔឍɪʨʞʫ

ʏआᄴɫɡるʇᒑɧʨʫるɋž帮ſʱᄍɣɾ௮ʎᶬɸʘɬᶬʡɶɮʎɶʅ

ɣるᜓʱଂɧʅɣるᇁɫおʩᶬɼʍᇁʱՕけɸるɾʠにɼʍᜓ

ʱӂᮅᆔ̍ᧅԔᆔにᜓ者ɫɸるੜءʱᜟɸɋɼʍɾʠᶬᇁにɸʘɬᜓ

ɫʉɣܬᶬՕけるɫʉɣʍʆᄍɣʨʫʉɣɋͥఄ žɱ给ſʱᄍɣ

ɾ௮ʎᜓ者ɫᇁにʇʂʅዒʃʇԟఀɸるᜓʱɸるੜءʱᜟɸɋϲ

ɶᶬɼʍዒʃʇԟఀɸるᜓʎɔᇁɫͥκʆʎʆɬʉɣɕɱɔʡɶɮʎ

ពʆɬʉɣɕʇɣɥੜءᆔԧɫɡるɲʇʱ៵ɷɾɋ
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�論 文�

Resumen

Adem�asdeconseguirqueunaprendienteadquieraunanuevalengua,

unodelosobjetivosprincipalesdelaense�nanzadelenguasextranjeras

（enadelante,LE）esqueenelprocesodeaprendizajeasimileelsignificado

ylaimportanciadelacomunicaci�on,conozcaladiversidaddeopinionese

ideasdelosdem�asymejoresuactitud,ytambi�ensucompetencia,como

receptordeunmensajefrentealemisor,loqueasuvezhar�aquedescubra

algonuevo.

Estoserelacionaconeldesarrollodelasdestrezasdecomunicaci�on,

entendidascomounfactordehabilidadessocialesqueserequierenenla

actualidad.

Enestetrabajoqueremosmostrarlautilidaddelaincorporaci�onde

unespacioenelquelosestudiantesexperimentanlacomunicaci�on

humana,lacualpuedefacilitarelprocesodeaprendizajeenlaclasedeLE,

yalmismotiempoveremosdequ�emanerasepuedeincorporarese

espacioenlaclase.

Palabrasclaves:comunicaci�onhumana,aprendizajecolaborativo,lengua

extranjera

COMUNICACI�ONHUMANAEN

ACCI�ON:
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Soninnumerableslosestudiossobrelametodolog�adelaense-

�nanzayaprendizajedeLE.As�comoencada�epocalasociedadha

venidoexigiendocosasdiferentesseg�unlaproblem�aticaqueexistiera

enella,losestudiosrealizadossobrelametodolog�aaplicadaenla

ense�nanza/aprendizajedeLEtambi�enhanidocambiandosuenfoque

（Tadokoro,2001）.

CitandoaChaudron,afirmaTadokoro（ib.:303）1queenlad�ecada

delosochentadelsiglopasadolosm�etodosdeestudiosecentrabanen

losaprendientes,almismotiempoqueseincrementabalainvesti-

gaci�onquerelacionabalosaspectospsicol�ogicosdelosaprendientes

consucapacidadysusposibleslogrosenelaprendizaje/adquisici�on

deunaLE.

Posteriormente menciona la hip�otesisde filtro afectivo de

Krashen2,seg�unlacualsiesgrandelabarreradefiltroafectivo

（trastornopsicol�ogicoquelimitaelprocesamientoolaentradade

informaci�onling�u�stica）,sereducelaentradadeinformaci�onlin-

g�u�sticaaldispositivodeadquisici�ondellenguajey,porlotanto,se

reducelaproducci�onling�u�stica（ib.:304）.

Entreesosfactoresafectivosseencuentraunfactordenominado

・estado emocional・,queimplica una relaci�on con emocioneso

sentimientoscomoelmiedo,lasorpresa,elsusto,laira,latristezaola

alegr�a.Entrelasdiversaseimportantesinvestigacionessobreeste

tema,existenestudiosrealizadossobrelaansiedadquesufrenlos

aprendientesalahoradeaprender/adquirirunaLE（Mochizuki,2008:

13�25;Motoda,2000:422�433）.

As�,tomandoenconsideraci�onlateor�adeKleinmannsobrela

influenciadelosfactoresafectivosenelprocesodeaprendizaje,

Kurahachi（1991） afirma que la ansiedad que obstaculiza el

aprendizajedeunaLE est�arelacionadaconlaansiedadqueun
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aprendientesientecuandosecomunicaconotrapersona.

Enesteart�culopresentamosunestudiobasadoenunapr�actica

decomunicaci�onhumana（enadelante,CH）,queintentamostrarsu

utilidadparareduciresaansiedadyproponemoslaconvenienciade

incorporarlapr�acticadeCHdemaneracontinua.

Enlaactualidad,elMinisteriodeEducaci�on,Cultura,Deportes,

Ciencia y Tecnolog�a de Jap�on promociona el aprendizaje

colaborativoeinteractivoenlaeducaci�on
3.Esteimpulsotambi�enha

llevadosu aplicaci�on en elcampodelaense�nanzadelenguas

extranjeras,adem�asdefomentarlapublicaci�on dem�ultiplesy

diversosmaterialesquepromuevenelaprendizajecolaborativoe

interactivo.

Porotraparte,conlapromoci�ondeclasesparticipativascomoel

・AprendizajeBasadoenProblemas（Problem-BasedLearning）・,oel

・AprendizajeBasadoenProyectos（Project-BasedLearning）・,sehan

elaboradonuevasherramientasdeestudiodeLE,comosonloslibros

detexto4quefomentanelaprendizajeactivoengruposreducidos.

Enestoslibrosdetextonos�oloseofreceelcomponentelin-

g�u�stico,sinotambi�eninformacionessocialesyculturales,utilizando

im�agenesyv�deosparaquelosaprendienteslleguenaadquirirun

conocimientom�asgen�erico.

Sinembargo,laopini�ondelosalumnos,deacuerdoconlas

evaluaciones5delasclasesrealizadas,esquelasclasesnosirvenpara

ampliarsuconocimientoniparapromoverunamenteabierta,delo

queseinfierequeesnecesariorevisarlosm�etodosdeense�nanza

convencional. Seg�ununestudiorealizadoporYasunaga（2015）,

parece�utilincorporarlast�ecnicasdelaprendizajecolaborativo,

intercambiandodiferentesopinionesypuntosdevista,alrealizar

tareasyactividadesenclase.
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Es importante se�nalar que,cuando queremos utilizar el

aprendizajecolectivocomom�etodo,paraquefuncionelaclase,es

precisoprepararpreviamenteelterreno.Esdecir,hayquecrearun

ambienteadecuadoparaquelosaprendientespuedaninteractuarsin

sentirsecohibidos.Amenosquesecreeunarelaci�ondeconfianza

entreloscompa�nerosquevanaaprenderjuntosuna�noomedioa�no,

comom�nimo,elmiedoylaansiedadquesientenporcometererrores

interfierenenelprocesodeaprendizaje,frenandolavoluntadyel

�animodeavanzar.Porlotanto,pensamosqueincorporarunespacio

alapr�acticadeCHser�a�utilparaelposteriordesarrollopositivodela

clase.

ElMinisteriodeEconom�a,ComercioeIndustriadeJap�on,enun

informetitulado・Consejosparaeldesarrollodehabilidadessociales

b�asicas・（traducido）,resaltaquelashabilidadessocialesb�asicasson

destrezasquecualquierpersonadeber�aadquirir,puessonfunda-

mentalesalahoradetrabajarjuntoconotraspersonasdeun

trasfondoculturalmuyvariado,tantoenel�ambitolaboralcomoenla

comunidadalaquepertenecen.

Estashabilidades,delascualeslasprincipalessonlashabilidades

decomunicaci�on,hastaahoraseadquir�anantesdeempezaraformar

partedelasociedadadulta,esdecir,seadquir�anenlafamilia,enla

escuela,enlascomunidades.

Antesproliferabanlasoportunidadesdedesarrollaresashabi-

lidades.Sinembargo,enlos�ultimosa�nosesasoportunidadeshanido

menguando debido a una tasa de natalidad decreciente,a la

generalizaci�ondefamiliasconpocosmiembros― enunagran

mayor�a,desolodosgeneraciones（familianuclear）―,aunestilode

educaci�onquepriorizalamemorizaci�on,oalcolapsodelaestructura

delacomunidadlocal.Portodoello,ser�adeseablellevaracabouna
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profundareformadelsistemaeducativoactual,tareanadaf�acilpor

otraparte.

Enlaactualidadpareceevidenteque,paraquelosj�ovenes

adquieranlashabilidadesb�asicassocialesenelsistemaeducativo,no

essuficienteaplicarlaense�nanzaconvencionaly elmodelode

aprendizajeexistentes,esdecir,ense�narytransmitirconocimientosy

habilidadesdemaneraunilateral.

Delastresfacultades6quesemencionanenelinforme・Consejo

paraeldesarrollodehabilidadessocialesb�asicas・,lafacultadde

trabajarenequipo,queasuvezenglobalasdedivulgar,escuchar,

flexibilidad,captarlasituaci�on,serdisciplinado,controlarelestr�ese

implicaralosdem�as,est�afuertementerelacionadaconlacomunica-

ci�oninterpersonal.

Elt�ermino ・comunicaci�on・,entendido como la acci�on de

comunicar（se）,tienesuorigenenelvocablolatino・communic�are・,

quesignificacompartir,seg�uneldiccionariodeMar�aMoliner.

Parapodercompartirsesuponequetienequehaberalgoque

puedasercompartido.As�,enelcampodelaense�nanza,apesarde

quelosaprendientestienenmuchoquecompartir,pornotener

concienciadeposeeresealgo,amenudonoseprestanacompartirlo.

Secomportancomosilosdem�asnoexistieran
7.

Ensuobra・DemocracyandEducation・,JohnDewey8dicequela

comunicaci�oneslamaneraenquelaspersonaslleganacompartirlas

cosas.Sinembargo,hoyend�amuchaspersonasnosabenc�omo

compartir ese algo. Por esta raz�on se necesita estimular

intencionadamenteeldi�alogoyeldebateentrelasdiferentespartes,

porejemploenlasempresas,enlasinstitucioneseducativasyentre

losmismosj�ovenes,talcomoseafirmaenelinformeyamencionado

・Consejosparaeldesarrollodehabilidadessocialesb�asicas・.

Endefinitiva,paracompartirloqueunotieneesprecisoadquirir

lafacultaddemultialfabetizaci�on,conlaquesevancreando,en

colaboraci�on con otros,un nuevosignificadoy nuevasnormas
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（Okamoto,2013）,yparaellosenecesitaprepararelterrenoycultivar

unambientefavorable.

Lapr�acticadelaCHesfundamentalenelaprendizajecolabo-

rativo,sobreelcualdisponemosdem�ultiplesestudios
9.

A menudo elaprendizajecolaborativo serelaciona con el

aprendizajeactivo.Suimplementaci�ontieneelprop�ositodequelos

alumnosparticipenactivamenteenlasactividadesacad�emicasy

descubran algo nuevo mientras desarrollan un aprendizaje

colaborativoymutuo.Atrav�esdeestapr�acticaseesperaquelos

aprendientesadquieranlashabilidadessocialesquelesser�an�utilesen

lavidaposterioralaetapadeformaci�onacad�emica.

ComoafirmaYasunaga（2015）,・elaprendizajecooperativonoes

unamerat�ecnicadeaprendizajeengrupo.Elesp�ritudecooperaci�on

seadquiereexperimentandorepetidamenteactividadesengrupo,

teniendopresenteloselementosb�asicosdelaprendizajecooperativo・.

Esdecir,lapr�acticadeCH sedeber�aexperimentarrepetida-

mente,incorpor�andolaenelaula,enelcasoquenosocupa,enlaclase

deLE. Deestamaneratambi�en estar�amospreparando alos

aprendientesparalavida,trassuetapadeformaci�onacad�emica.

Enlaactualidadesfrecuentelautilizaci�ondelt�ermino・comuni-

caci�onhumana・tantoenel�ambitocient�ficocomoenelsanitario

（Ikeda,2013）.

Lacomunicaci�on humanaesobjetodem�ultiplesestudiose

investigacionesquesecentranenellenguajehumanoyelcontexto

operacional,enelan�alisisdeldiscurso,oenlainfluenciadeltrasfondo
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cultural（losantecedentesculturales）（Kataoka-Ikeda,2013）.

Entrelasdiversasorganizacionescient�ficasjaponesasquelo

empleanenestesentido,figuran,porejemplo,elInstitutodeElec-

tr�onica,Informaci�onyComunicaci�ondeIngenieros（TheInstituteof

Electronics,InformationandCommunicationEngineers）,oelInstituto

deSistemas,ControleInformaci�ondeIngenieros（TheInstituteof

Systems,ControlandInformationEngineers）（Honma,2015）.

Delmismomodo,enel�ambitodelaMedicinasehanllevadoa

cabo,ycontin�uanrealiz�andoseenlaactualidad,numerososestudios

relacionadosconlacomunicaci�onhumana（Ikeda,2012）.

Porotraparte,�ultimamentesehaincrementadoeln�umerode

demandaspornegligenciam�edica.Respectoaesto,Ikedamenciona

queelestablecimientodeunabuenacomunicaci�onconlospacientes

contribuyealasatisfacci�ondeestosporlaatenci�onrecibida,yala

prevenci�onyresoluci�ondeconflictos（ib.:10）.

As�,elpapelquedesempe�nalacomunicaci�onesmuysignifi-

cativo,puesaumentalamotivaci�onyladisposici�ondelpersonal

sanitario,conlocualseevitanlosconflictosinternosquepuedan

surgirdentrodecualquierorganizaci�on.Porestetrasfondosehanido

incorporandoasignaturasrelacionadasconlacomunicaci�onhumana

en el�ambitosanitariouniversitario,comoen lasfacultadesde

Medicina,Enfermer�aoFarmacia.

Enmayode2014laautoradeesteart�culotuvolaoportunidadde

visitarunaclasedepr�acticadeCH
10queseimparteenlaFacultadde

MedicinadelaUniversidaddeTeikyo.Estaclasepr�acticadeCH,que

formapartedelcurr�culodesdeelprimera�nodeestudios,hasido

establecidaparaquelosestudiantes,queenelfuturotrabajar�anenel

�ambitosanitario,experimentenqu�eeslaCH ydeestamanera

reflexionenensurelevancia.Atrav�esdelapr�acticaconstantelos

estudiantesmismosexperimentan loscambiosinternoseinter-

personalesquesemanifiestanalcomunicarseconotraspersonas,

diferentesaunomismo.
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Losestudiantesqueunprimermomentohab�anmanifestadosu

desacuerdo con esta clase porque pensaban que ya pose�an

habilidadesdecomunicaci�onyquenoeraalgoquedeb�anvolvera

aprenderensuetapadeformaci�onuniversitaria,fuerondescubriendo

pocoapocoelvalorpositivoylautilidaddesupr�actica.

Enestepuntohayquedestacarquelabuenacomunicaci�on

motivaaactuar,enaltecelasfacultadesdecadaunoyprevienelos

conflictos.Estehechoesciertonosoloenel�ambitosanitario,sinoen

cualquier�ambitodondeocurre・lacomunicaci�oninterpersonalporlo

menosunavezald�a・（IkedayNishimura,2009:23�28）.

Seg�unsereflejaenelestudiorealizadoporSatoyVeneros（2010）,

esobvioqueelinter�esdelosestudiantesdeLEsedirige,poreste

orden,alaconversaci�on,alainteracci�onoral,alacomprensi�ondela

lecturayalaexpresi�onescrita.

As�queesdesuponerqueaplicarelaprendizajecolaborativoal

practicarconversaci�on con loscompa�nerosdeclasedeber�aser

efectivo.Adem�as,losestudiantesjaponesestienenlaimpresi�onde

quelapronunciaci�ondeespa�nolesrelativamentef�acildeentender

（SatoyVeneros,2010;HamamatsuyOnoda,2014）.Apesardeque

estoesunaventajaalahoradeaprenderespa�nol,losestudiantes

tienden aevitarelintento deexpresaroralmentelo quehan

aprendido.Consideramosqueestefen�omenosedebeenparteal

ambientequeoperaenclasey,porlotanto,lapr�acticadeCHdeber�a

sermuysignificativaparaunbuendesarrollodelaclase.

Enestaocasi�onveremosc�omoinfluyealosestudiantesde

espa�nolcomoLEenlasposterioresclaseselhechoderealizarla

pr�acticadeCH.

Antesdellevaracabolapr�acticadeCHparecequenoseestable-
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c�aunarelaci�onpersonalentreloscompa�nerosdeclase.Poresa

raz�onnofuncionabanbienlosejerciciosenparejaoengrupo,yaque

esoserv�adefrenoparadesarrollarlastareasyactividades.Los

estudiantesparec�ancomportarsedistantes・pordefecto・.Comodice

Matsuda（2015）podr�atratarsede・laestrategiadeacci�on por

omisi�on（opordefecto）・
12.

Emp�ricamentepensamosqueesto constituyeun problema

previoalconocimientodeespa�nol. Porellonosplanteamosla

hip�otesisdequesiestablecieraunarelaci�oninterpersonalfavorable,

losestudiantesparticipar�anactivamenteysinmiedoenlaclasede

espa�nolcomoLE.Paraverificardichahip�otesishemospreparadouna

clasedepr�acticadeCH
13paraungrupodeestudiantesuniversitarios

japonesesdeespa�nolcomoLE.

Laaplicaci�ondelapr�acticadeCHlarealizamosenlaUniversidad

Takushoku.Participaronenellaaproximadamente100estudiantes

dedichaUniversidad,unapartedeloscualeseranalumnosdel

DepartamentodeLenguaEspa�noladelaFacultad deLenguas

Extranjeras,yotraparte,alumnosdelasFacultadesdeComercioyde

CienciasPol�ticasyEcon�omicas;enestecasosetratabadeestudiantes

quetienenelespa�nolcomosegundalenguaextranjera.

Lafinalidaddeestapr�acticadeCHeraverificarsisuaplicaci�on

produc�aalg�uncambioenlaconcienciaci�ondelosestudiantesen

cuantoasuactituddeparticipaci�onenclaseydeinteracci�onconlos

compa�neros.

Traslarealizaci�on delapr�acticadeCH,unapartedelos

estudiantesparticipantes14 ― en concreto,59― contestaron un

cuestionario cuyo contenido puede consultarse en el anexo

correspondiente.Enlasiguientetablapresentamoslosresultados

estad�sticosdedichaencuesta.

Enestatabla15 sepuedeobservarlamediayladesviaci�on

est�andardecada�temyelresultadodelaencuesta,conladiferencia

delamediaantesydespu�esderealizarlapr�acticadeCH.
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Los�temsdelcuestionariorelacionadosconlahabilidadde

comunicaci�onest�anbasadosenelmodeloENDCOREdeFujimoto

（2013）,mientrasquelosrelacionadosconelaprendizajedelespa�nol

est�anbasadosenelmodelode6escalasdecalificaci�ondeKondoy

Yang（2003）.

Delan�alisisestad�sticodelresultadodelaencuestapodemos

destacarlosiguiente:

a.Aspectosrelacionadosconcomunicaci�on:

� Confianzaenelcontroldes�mismo（porejemplo,poder

controlarlospropiossentimientos,etc.）.
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ANTES DESPU�ES RESULTADO

・N・59・ α
Media

Desviaci�on
est�andar

Media
Desviaci�on
est�andar

t・df・59・ d
・

ENDCOREs

Autocontrol .65 4.50（0.99） 4.64（1.00） 1.92
・

0.25

Competenciadeexpresi�onoral .87 3.58（1.05） 3.91（0.99） 3.05* 0.40

Competencia de comprensi�on

lectora
.85 4.25（0.93） 4.43（0.96） 1.80 0.23

Autoafirmaci�on .84 3.56（1.03） 3.94（1.08） 2.84* 0.37

Aceptaci�ondeotros .92 4.52（1.11） 4.67（1.08） 1.48 0.19

Ajustedelasrelaciones .88 4.32（1.05） 4.50（0.93） 1.78 0.23

Medidadelaansiedadrelacionadaconelestudiodelespa�nol

Ansiedad ocasionada por el

estudiodelespa�nol
.91 3.85 1.21 3.561.15 －2.58*

Ansiedad ocasionada por la

evaluaci�ondelespa�nol
.85 3.09 1.21 3.88 1.31 6.07**

Ansiedad ocasionada por el

hechodehablarenespa�nol
.84 3.85 1.22 3.69 1.19 －1.50

Nota:Eltama�no delefecto,indicado con elpar�ametro d
・
（d deCohen）,est�a

relacionadoconladiferenciadelvalormediodedosgrupos.Ennuestrocaso

hemosusadoel�ndiceMD・SD,queseobtienedividiendoelpromedioMDconla

desviaci�onest�andarSD.

Laexpresi�on p
・

・.10,・p・.05,・・p・.01（niveldesignificancia）indicaque

losresultadosobtenidossonestad�sticamentesignificativos,loquesignificaque

sonconfiables.

・ ・ ・・



� Confianzaenadmitiralosdem�as.

� Confianzaparatransmitiryexpresarideas.

� Confianzaparaentenderloqueest�anhaciendolosdem�as.

� Confianzaenlaautoafirmaci�on（hacervalerlaopini�onde

unomismo）.

� Confianzaenlahabilidaddeajustarlarelaci�onconlos

dem�as.

b.Lospuntosrelacionadosconelaprendizajedeespa�nol.

� Comoefectonegativoseobservaansiedadporlaevalua-

ci�oncuandoseutilizaelespa�nol.

Enresumen,estosresultadosponendemanifiestoque,respectoa

laconcienciaci�ondelacomunicaci�on,lashabilidadesdeexpresi�ony

deautoafirmaci�onhanmejorado.

Encuantoalestudiodelespa�nol,・laansiedadporelespa�nol・se

hareducidomediantelarealizaci�ondelapr�acticadeCH.Sinem-

bargo,laansiedadporlaclasedeespa�nolhaaumentado.Elhechode

queestaansiedadotemorporlaclasenohayabajadotraslapr�actica

deCH,creemosquepuededeberseaquelosestudiantessiguensin

tenerconfianzaensusconocimientossobrelalenguaylasnormas

ling�u�sticasyaadquiridas.

Porotrolado,consideramosquelaansiedadporelespa�nolseha

reducidoporlatranquilidademanadadelambientedespu�esdeesta

pr�actica,lacualcreaunambienteenelquecadaunoadmiteque,

aunquecometaerrores,novaaserjuzgadonegativamente.

c.Elreconocimientodelanecesidaddelapr�acticadeCH:

� Elvalorpromediodelaencuestaes3.98・SD・0.81・,loque

ponedemanifiestounreconocimientoporpartedelos

encuestadosdelanecesidaddelapr�acticadeCH.

d.Enqu�emomentoconvieneintroducirlapr�acticadeCH:

� 57personasdeuntotalde59― el97porciento―

respondieronqueser�aidealtenerlaenelprimercurso.

� 29personasdeuntotalde59― el49porciento―
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respondieron que ser�a idealtenerla inmediatamente

despu�esdeempezarelcurso.

Observaciones:

Lamayor�adelosestudiantesreconoci�olautilidaddelapr�actica

deCHyopin�oqueser�abuenotenerestetipodepr�acticaenelprimer

curso,inmediatamentedespu�esdeempezarelcurso.Porlotanto,

consideramosqueintroducirestetipodepr�acticacontribuir�asig-

nificativamenteaestablecerrelacionespersonalesentreloscom-

pa�nerosdelaclase,locualfavorecer�aeldesarrollodelaclase.

Curiosamenteseobservanunoscambiosenlaevaluaci�ondel

aprendizajedelespa�nolyenlaansiedadporelespa�nolyporsu

evaluaci�on.

Endefinitiva,delainterpretaci�ondeestosresultadospodemos

concluirquelapr�acticadeCHejerceunainfluenciapositivaenel

ambienteyeneldesarrollodelaclasedelenguasextranjeras.

Acontinuaci�onreproducimos,traducidosalespa�nol,algunosde

loscomentariosemitidosporlosestudiantes. En primerlugar,

recogemoslasopinionesdelosestudiantesa losqueleshan

aumentadolaansiedad:

� Esdif�aciltransmitirconexactitudelpropiopensamientoaotras

personas.Yempec�easentirpreocupaci�onoansiedadporsielinterlocu-

torentend�acorrectamenteloqueyoquer�atransmitir.

� Mesent�aapuradocuandoelinterlocutormanifestabaqueno

captabaloqueyodec�a.

� Mehesentidodesplazado.

� Pensabaqueyonoten�aproblemasparacomunicarmeconlagente

peronotuvetanto�exitocomoyomeimaginaba.

Acontinuaci�onrecogemosloscomentariosdelosestudiantesa

losqueleshaservidoestapr�acticaparareducirlaansiedad:

� Alprincipiomedaba verg�uenza,peroa medida que�bamos

avanzando,disfrutabaintercambiandolaconversaci�onconlaspersonas

desconocidas.Nomehab�aimaginadoqueeratandif�ciltransmitiralgo.
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� Cuandoelprofesordijoqueten�amosquerealizareltrabajoen

parejas,mesent�inc�omodoporquenomegustabalaidea,perola

experienciamesirvi�opararebajarunsentimientodecomplejopues

estabaconsiguiendocomunicarmebastantebiencondesconocidos.

� Estabaunpoconerviosaalprincipio,peroamedidaque�bamos

avanzando,empec�eahablarconnaturalidadymepusecontenta.

� Denuevomehedadocuentadequeesdif�ciltransmitirloqueuno

quierecomunicar.Peropiensoqueesagradableempatizarconlagentey

sentirquealguientemuestraempat�a.

� Hastaahorahetenidoinnumerablesocasionesdeintercambiar

palabras,peronuncahab�apensadotanconcienzudamentesobrela

comunicaci�oninterpersonal.Estaexperienciamediounaoportunidad

parapensardenuevosobrelacomunicaci�onysientoqueheaprendido

muchascosas.

Enelsiguienteapartadoaparecenlasopinionesdelosestudiantes

quealertandelasupremanecesidaddelapr�acticadeCH:

� Hasta ahora,en la vida estudiantil nunca hab�a pensado

concienzudamentesobremihabilidadparacomunicarme.Poresocreo

queesimportantequeseofrezcanestetipodeclases.

� Haygentequetienehabilidaddecomunicaci�onyhayotrasquenola

tienen.Peroheaprendidoqueloimportanteesponerseensulugar.En

lugardeexcluir,esimportanteincluiralgodiferenteaunomismo.Es

algofundamentaleimportante.

� Tenerocasi�on deaprenderacerca dela comunicaci�on en la

universidadesprovechosoauncuandounoyaempieceatrabajar.

Comunicarconlagentesirveparareflexionarsobres�mismo.

� Tuvelaoportunidaddehablarconpersonasconlasquenunca

hab�acruzadounapalabraapesardeestarestudiandoespa�nolenla

mismaclase.Despu�esdeterminarlapr�actica,creoquehecomprendido

elsignificadodecomunicarseconlosdem�as.

Y,por�ultimo,lasopinionesdelosestudiantesquenoconsideran

necesarialapr�acticadeCH:
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� Lapr�acticadeCHesnecesaria,perolaveolimitadaporqueelmarco

est�adelimitadodentrodelaclase.

� Larelaci�onhumanaesunacosaquecadaunodebeircultivando.

Algunosparticipabandemalagana.Lacompetenciacomunicativaes

unacosaqueunoadquiereatrav�esdelaexperienciaobtenidacuandose

haactuadoporpropiainiciativa.

� La competencia comunicativa noesalgoqueseadquiera por

participarenunaclasedeCH.Creoquelacomunicaci�onnoesalgotan

simple.

Delan�alisisdeestasopinionesseinfiereque,apesardequehay

algunosestudiantesquenoventan�utillaclasepr�acticadeCH,son

muchoslosquevaloranpositivamentesuutilidadparaeldesarrollo

desucompetenciacomunicativa.

Porotraparte,laencuestademuestraquehaaumentadola

ansiedadporlaevaluaci�ondelaprendizajedelespa�nol,locualrefleja

quelosestudiantesahorasepreocupanm�asanteelhechodetener

quehablardelantedetodosyserobjetodeevaluaci�on.Podemos

considerarquelapreocupaci�onporlaevaluaci�onens�esunaprueba

dequeelactodelacomunicaci�on,enunciaralgoyescuchar,seha

convertidoenalgoconcretoyalgopropio.Esdecir,despu�esdetener

lapr�acticadeCH,losestudianteshan comprendidosu propia

competenciacomunicativaalexperimentarelhechodeserreceptory,

simult�aneamente,emisordeunmensaje.Poresomismo,toman

conscienciadequesuhablaosuintervenci�onesobjetodeevaluaci�on

y,enconsecuencia,supreocupaci�onporlaevaluaci�onaumenta.

Porlotanto,elhechodequehayaaumentadoesapreocupaci�ono

inquietud,enlugardeinfluirnegativamente,puedeconsiderarse

comounamanifestaci�ondehaberexperimentadoladificultadque

conllevalacomunicaci�oninterpersonalensituacionesnofamiliares.

Esta evidencia semanifiesta en la alta puntuaci�on corres-

pondientealosapartadosdecompetenciaexpresivaodemanifestar

opini�onsobreunomismo.Endefinitiva,loimportanteesqueaplique
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lacompetenciaexpresivaoautoestima（confianzaenunomismo）en

elaprendizajedeLE yquelosestudiantestenganmuchasex-

periencias de comunicaci�on para podereliminaro,almenos,

disminuirsupreocupaci�onencuantoalaevaluaci�ondelamateriade

LE.
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Porcuestionesrelacionadasconelcosteecon�omicoyconelajuste

delhorariodeclasesquepudieranpermitirestapraxis,laclase

pr�acticadeCHsolohapodidoserimpartidaenunaocasi�on.Porello,

esdesuponerque,conunasolaclasedepr�actica,nosenotengrandes

cambios.Paraquesepercibanloscambiosenlasactitudesmentales

yf�sicasdelosestudiantes,yhacerunseguimientodesudesarrollo,

esnecesarioimpartirestetipodeclaseduranteunperiodoacad�emico

completo.

En lasituaci�on actualno hay hueco en elcurr�culo para

introducirestetipodeclasesdepr�acticaynoparecefactibleacorto

plazo.Sinembargo,loques�esposibleesapartarunos10o15

minutosalcomienzo dela clasedeLE para realizaralgunas

actividadesrelacionadasconlaCHy,deestemodo,activarlaclase.

Ennuestrocaso,enelcursoacad�emicoposterioralarealizaci�onde

estapr�acticadeCH,aplicamosesteexperimento.

Lapr�acticadeCHenclasedeespa�nolcomoLEhaservidopara

aprenderadirigirlaatenci�onaotraspersonasynosolohaciauno

mismo.Y,tambi�en,haactivadolaactitudmentaldelosestudiantes

haciaunalabordecooperaci�on.

Estehechonoshaservidoparareplantearlaadministraci�ondela

clase.Yas�,enelcursoacad�emico2015�2016,hemosintroducidola

pr�acticadeCHalcomienzodelasclasesapartandountiempode10a

15minutosparasuaplicaci�on.

Elm�etodoqueseguimosenlaaplicaci�ondelapr�acticadeCHen

laclasedeespa�nolcomoLEconsisteenformar,comoreglageneral,

gruposdeseispersonas.Encasodequeeln�umerodeestudiantes

fueraimpar,habr�agruposdecincoosietepersonas.

Alcomienzodelnuevocursoodelsemestrehayunaorientaci�on

sobrelaasignaturaysucontenido.Enesemomentotodav�alos

estudiantesnoest�anambientadosalaclaseniasuscompa�neros.

Elhechodetenerqueafrontarnuevasasignaturasyaes,pors�

mismo,unacargapesada.Aestacargaselesumalaansiedadque
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producetenerquerelacionarseocooperarconloscompa�nerosdela

clase.Estainquietudpuedeconvertirseenunobst�aculoparaestudiar

conprovecho.Ser�aid�oneopodereliminaresetipodeobst�aculoantes

decomenzarelestudio.Conesafinalidadser�a�utilintroducirice

warm16encadaclase,locualservir�aparaactivareltrabajoenparejas

oengrupo.

Parafinalizaresteapartado,reflejamosacontinuaci�onalgunos

comentarios,traducidosalespa�nol,emitidosporlosestudiantesque

hanasistidoaestaclasedeLEconunaintroducci�ondepr�acticade

CH.

� Estababienporquenoeraunaclasepasiva.

� Erabuenoquetuvi�eramosocasi�ondecomunicarnosconlos

compa�neros.

� Eltrabajoengrupoesamenoysecreaunambientequefavorece

poderpreguntaryense�narmutuamente,locualesmuybueno.

� Enestaclaseperi�odicamentesecambianlosmiembrosdecada

grupo. Estoesmuybuenoporquecon estoscambioshay

oportunidaddehablarcontodosloscompa�nerosdelaclase.

Hemosvistoqueenel�ambitoacad�emicoprestaratenci�onal

aspectoafectivodelosestudiantesespositivo.Porlotanto,ofrecer

oportunidadesparapracticarlosdiferentesaspectosdelacomunica-

ci�onhumanaes�util.

Porotrolado,latarea,omejordicho,elretoquetienenantes�los

profesoresdeLEesresolverc�omoyenqu�emarcoacad�emicocolocar

esetipodepr�actica.

RespectoalaclasedeLE,lascuestionesquerequierenan�alisisy

reflexi�onporpartedelosdocentes,ytambi�endetodalacomunidad

universitaria,sonelprogramadelaasignaturaysuevaluaci�on,conel

finderesolverlosproblemasqueplanteanymejorarsuaplicaci�on.
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Endefinitiva,pareceevidentelanecesidaddeuncambioenla

maneradeevaluarlasactividadesacad�emicasdelosestudiantes.No

sepuedeevaluars�oloelconocimientote�orico,sinolaactitudyla

contribuci�ondecadaestudianteenlastareasquerequiereninterac-

ci�onenparejaoengrupo.

1 TadokorohacereferenciaalaobradeChaudron,C.（2001）,Progressin

LanguageClassroomResearch:EvidencefromTheModernLanguageJour-

nal,1916�2000.TheModerneLanguageJournal,85,57�76.

2 Eslahip�otesisseg�unlacuallaactituddelaprendiente,juntoconsus

sentimientos,suestadoan�micoyotrosfactoresemotivos,influye

positiva o negativamente en los procesos de adquisici�on y de

aprendizaje.Estainfluenciaseejerceamododefiltroqueposibilita,

impideobloquealaentradadedatosdelcaudalling�u�sticooaducto,

elementoapartirdelcualseinicianlosmencionadosprocesos.

Porunlado,estahip�otesisarticulajuntoconlahip�otesisdelinput

comprensible,lahip�otesisdelmonitorylahip�otesisdelordennatural,

lateor�ageneraldelaadquisici�ondesegundaslenguasformuladaen

1983porS.D.Krashen;porotro,formapartedelllamadomodelodel

monitor,medianteelcualelmismoautorexplicalosprocesosde

desarrollodesegundaslenguas.

S.D.Krashendistingui�olamotivaci�on,laconfianzaenunomismo

ylaansiedadcomolostrestiposdevariablesafectivasoactitudinales.

Losaprendientesconunfiltroafectivobajosedistinguendeaquellos

quelotienenaltoporlossiguientesrasgos:buscaryrecibirm�as

cantidaddeaducto,relacionarseconsusinterlocutoresconmayor

confianza,mostrarsem�asreceptivosyactuarconmenornivelde

ansiedad（Krashen,S.D.yTerrel,T.D.（1983）.TheNaturalApproach:

LanguageAcquisitionintheClassroom.Oxford:Pergamon）.

3 Informeconfechadel22dediciembre2014delConsejoCentralde

Educaci�on（ChuoKyoikuShingikai）,http://www.mext.go.jp/b_menu/

shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2015/01/14/135

4191.pdf

4 Espa�nolELElab［nivel］A1-A2. Universidad deSalamanca,2015.

（Consultado en http://www.academia.edu/7325294/Espa?ol_ELElab_

Universidad_de_Salamanca_C1-C2._Libro_del_profesor,3.10.2016）.

Enestoslibrosdetextohaytareasyproyectosquefomentanel
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trabajoengrupo.Tambi�endisponedeunmanualparaprofesoresyun

librodereferenciadelagram�aticadelespa�nol.

5 Setratadeunaencuestaqueserealizaunavezala�noenlauniversidad.

Losestudianteseval�uandiversosaspectosrelacionadosconlaclasey

losdocentesrecibenlosresultadosparaquelosreviseny,teni�endolos

encuenta,intentarmejorarsusclases.

6（Consultado en http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/2006chosa.

pdf,9.09.2016）.

7 IkedayNishimurahablandeuns�ndromeenelqueunhablanteact�ua

comosinoexistierainterlocutor.（2009）「臨床コミュニケーション教育

における発話と実践の対話的関連性について」通学技報 HCS2009�6,

HIP2009�6,WIT2009�6（2009�05）で失対話者症として扱っている。

8 ・Societynotonlycontinuestoexistbytransmission,bycommunica-

tion,butitmayfairlybesaidtoexistintransmission,incommunica-

tion.Thereismorethanaverbaltiebetweenthewordscommon,

community,andcommunication.Menliveinacommunityinvirtueof

thethingswhichtheyhaveincommon;andcommunicationistheway

inwhichtheycometopossessthingsincommon・（Dewey,1916:8）.

（Consultadoenhttp://library.um.ac.id/images/stories/ebooks/Juni10/

democracyandeducation-johndewey.pdf,12.09.2016）.

9 Encuantoalainterpretaci�ondelt�ermino・kyodo・,var�aseg�unlos

autores.Porejemplo,Yasunaga（2015）loutilizaenelsentidode

cooperaci�on.Encambio,Sakamoto（2008）loutilizaenelsentidode

colaboraci�on.

10 Actualmente,enJap�onunagranpartedelosaccidentesenel�ambito

sanitariotienensucausaenunerrorhumanoprovocadoporlafaltade

comunicaci�onentrelaspersonas.Conestereconocimiento,launiver-

sidadensup�aginawebexplicaporqu�eseintrodujoestaclaseenel

curr�culo,quecomenz�oaimpartirsehaceyatresa�nos（p�aginawebdela

UniversidadTeikyoconsultadaenmayode2014）.

11 Ennuestrocaso,hemosaplicadolapr�acticadeCH enunaclasede

espa�nolcomoLEparaestudiantesuniversitariosjaponeses.

12 Seg�unMatsuda（2015）,lossereshumanostenemosunas・estrategiasde

comportamientopordefecto・.Explicaquetenemosuncomportamiento

predeterminadoseg�unlassituacionesyque,sifu�eramosconscientesde

elloyloaprovech�aramos,ser�amuyvaliosoalahoradefavorecerla

comunicaci�on.AmododeejemplohabladequeenJap�onhaytendencia

alaautocr�ticaylainfravaloraci�on;encambio,enEuropayenlos

EstadosUnidospredonimaunaactitud mentalpositiva,deauto-

suficiencia.

13 Estaclasedepr�actica,realizadaeld�a18deoctubrede2014enel
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CampusdeHachiojidelaUniversidadTakushoku,fueposiblegraciasa

unabecadeinvestigaci�onquenosconcedi�oelInstitutodeLenguay

CulturadedichaUniversidad,instituci�onalaqueexpresamosnuestro

sinceroagradecimiento.

Enesaocasi�onpudimoscontarconlacolaboraci�ondelprofesor

HitoshiTakatsuka（www.takatsuka.jimdo.com）,especialista en la

pr�acticadecomunicaci�on humanay profesoren laFacultad de

MedicinadelaUniversidaddeTottori.

AlprofesorTakatsukanoslopresent�oladoctoraHiromiUtsumi,

queatiendealosestudiantesdeTakushokuenelconsultoriom�edicode

dichaUniversidadund�aalasemana.

Enlaactualidadunproblemagraveenel�ambitouniversitarioesel

abstencionismoyelabandono.LadoctoraUtsumiconsideraque,en

granmedida,suorigenest�aenladeficientecomunicaci�onentrelasper-

sonasimplicadas,esdecir,losestudiantesysusprofesores.Yfuela

doctoraUtsumiquiennossugiri�olautilidaddetenerlapr�acticadeCH

enlasclasesy,poreso,nospresent�oalprofesorTakatsuka.

Por todo ello,deseamos manifestar nuestro profundo agra-

decimientoaambos.

14 Losencuestadoseranestudiantesquetienenelespa�nolcomosegunda

lenguaextranjeraenlasFacultadesdeComercioydeCienciasPol�ticas

Econ�omicasdelaUniversidadTakushoku.

15 Enestatabla,quenossirveparainterpretarlosresultadosdela

encuesta,figuranpar�ametrospropiosdelasignificanciaestad�stica（el

alfadeCronbach,lamedia,ladesviaci�onest�andar,lasignificanciayel

tama�nodelefecto― d・deCohens―）.Unapruebadesignificancia

estad�sticaserealizaparasabersiladiferenciaentredosom�as

puntuacionessepuedeatribuiralazaroaalgunacausasistem�aticao

hipot�etica.

Enlaelaboraci�ondeestosdatosestad�sticoshemoscontadoconla

colaboraci�on delprofesor Onoda,a quien expresamos nuestro

agradecimiento.

16 ElprofesorTakatsukaempleaelt�erminoicewarmenlugardelt�ermino

icebreak.Laraz�onesqueicebreaktieneunaconnotaci�onencierto

modo・agresiva・,mientrasqueicewarm invocaun acercamiento

amistoso.

Dewey,J.（1916）.DemocracyandEducation:AnIntroductiontothePhiloso-

phyofEducation.NewYork:TheMacmillanCompany.（Consultado
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ANEXO

I.Cuestionario.質問事項。

�Itemsrelacionadosconlasdestrezasdecomunicaci�onコミュニケーショ

ンに関するアンケート．

Nota:BasadoenelmodeloENDCOREdeFujimoto,M.（2013:157）.

Autocontrol:

1.Reprimirimpulsosydeseos.

2.Controlarlasemocionesconequilibrio.

3.Seleccionarlaacci�oncorrectasobrelabasedelbienyelmaldela

sentencia.

4.Intentarcomportarseseg�unlasexpectativasdelosdem�as.

自己統制

欲求抑制 1 自分の衝動や欲求を抑える。

感情統制 2 自分の感情をうまくコントロールする。」

道徳観念 3 善悪の判断に基づいて正しい行動を選択する。

期待応諾 4 まわりの期待に応じた振る舞いをする。

Competenciadelaexpresi�on:

5.Expresarcon laspropiaspalabrasopiniones,ideaso pen-

samientos.

6.Expresarsentimientospormediodegestos.

7.Expresarsentimientosconexpresiones.

8.Losdem�asinterpretanadecuadamentelasemocionesoelestado

psicol�ogicodelemisor.

表現力： 言語表現 5 自分の考えを言葉でうまく表現する。

身体表現 6 自分の気持ちをしぐさでうまく表現する。

表情表現 7 自分の気持ちを表情でうまく表現する。

情緒伝達 8 自分の感情や心理状態を正しく察してもらう。

Competenciadeladescodificaci�on:

9.Interpretaradecuadamentelaideadelinterlocutoratrav�esdesu

enunciado.

10.Interpretaradecuadamentelossentimientosatrav�esdelosgestos
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delinterlocutor.

11.Interpretaradecuadamentelossentimientosmanifestadoscon

expresiones.

12.Interpretarconsensibilidadelestadoemocionalopsicol�ogicodel

interlocutor.

解読力：言語理解 9 相手の考えを発言から正しく読み取る

身体理解10 相手の気持ちをしぐさから正しく読み取る

表情理解11 相手の気持ちを表情から正しく読み取る

情緒感受12 相手の感情や心理状態を敏感に感じ取る

Autoafirmaci�on:

13.Dirigirlaconversaci�onmanteniendolainiciativa.

14.Manifestaropinionesy puntosdevistadeunomismosin

influenciadelosdem�as.

15.Dirigirlaconversaci�onrespondiendoconflexibilidadalinterlocu-

torconelfindeconvencerlo.

16.Explicarlapropiaopini�onargumentandodemaneral�ogica.

自己主張：支配性13 会話の主導権を握って話を進める

独立性14 まわりとは関係なく自分の意見や立場を明らかに

する

柔軟性15 納得させるために相手に柔軟に対応して話を進め

る

論理性16 自分の主張を論理的に筋道を立てて説明する

Aceptaci�ondeotros:

17.Mostrarempat�aconlasopinionesopuntosdevistadelinterlocu-

tor.

18.Trataralinterlocutordemaneraamistosa（conempat�a）.

19.Aceptar,dentrodeloposible,elpuntodevistadelinterlocutor.

20.Respetarlasopinionesypuntosdevistadelinterlocutor.

他者受容：共 感 性17 相手の意見や立場に共感する。

友 好 性18 友好的な態度で相手に接する。

譲 歩19 相手の意見をできるかぎり受け入れる。

他者尊重20 相手の意見や立場を尊重する。
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Ajustedelasrelaciones:

21.Actuardandoprioridadalarelaci�oninterpersonal.

22.Procurarmantenerenbuenestadolarelaci�onconlosdem�as.

23.Hacerfrentedemaneraadecuadaaladiscordiapordiferencias

delopini�on.

24.Hacerfrentedemaneraadecuadaaladiscordiaporconflictos

emocionales.

関係調整：関係重視 21 人間関係を第一に考えて行動する。

関係維持22 人間関係を良好な状態に維持するように心がけ

る。

意見対立対処23 意見の対立による不和に適切に対処する

感情対立対処24 感情的な対立による不和に適切に対処する

II.Cuestionariosobrelaclasedeespa�nol.スペイン語授業に関する

アンケート。

Nota:Lapreguntaformuladaest�atomadadeKondoyYang（2003,pp.190�

191）,sustituyendo・ingl�es・por・espa�nol・.近藤Kondo楊瑛玲Yang

（2003,pp.190�191）「英語」を「スペイン語」に置き換えて援用。

☆ Contestealasiguientepreguntarelacionadaconlaclasede

espa�nol.

1.No,enabsoluto.～ 6.Rotundamentes�.（Se�naleeln�umerom�as

adecuadoasuopini�onconunc�rculo）.

☆ スペイン語の授業について以下の問いに答えて下さい。

1.全然あてはまらない ～ 6.非常によくあてはまる」（のうち，もっ

ともあてはまる数字に○をしてください。）

Pregunta:�Ustedhaexperimentadoalg�uncambioensuactitud

mentaldespu�esdeparticiparenlaclasedeCH?

質問：ヒューマンコミュニケーションの授業に参加して，スペイン語の授

業に臨む心的変化があったでしょうか？

Respuestas（traducidasalespa�nol）:

1.Mepongonerviosocuandohabloespa�nolenclase.
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2.Sientoansiedadcuandomehablanespa�nolaunavelocidadr�apida

paraminivel.

3.Mepongonerviosocuandoleountextolargorepetidasvecesynolo

entiendo.

4.Meimpacientocuandonos�ec�omoexpresarloquequieroescribiren

unacomposici�on.

5.Mepongonerviosocuandometocaelturnodecontestarohaceralgo.

6.Sientoverg�uenzacuandomese�nalanunerror.

7.Cuandoestoytensosemeolvidanhastalaspalabrasqueconozcoen

espa�nol.

8.Mepongonerviosocuandotengoquehablarohacerunapresenta-

ci�onsobrealgoenclasedelantedetodos.

9.Mepreocupaquemiespa�nolpuedaserobjetoderisa.

10.Mesientoapuradocuandoelprofesornoentiendeelespa�nolque

hablo.

11.Mepreocupaqueminiveldeespa�nolseainferioronoaldeotros

compa�neros.

12.Mepongonerviosocuandomecuestamemorizar.

13.Mesientoapuradocuandoelinterlocutornoentiendemiespa�nol.

14.Mesientoapuradocuandoescuchohablarenespa�nolyaparecen

palabrasquenoconozco.

15.Meimpacientocuandomecuestaterminardeleeruntextolargo.

16.Sientoansiedadcuandotengoqueescribirunacomposici�onenun

tiempolimitado.

17.Mepongonerviosocuandoelprofesormepreguntasobretemasque

notengoasimilados.

18.Sientoverg�uenzacuandocometounerrorsimple.

19.Mesientoapuradocuandonomesalenpalabrasqueyopensabaque

sab�a.

20.Mepongonerviosocuandotengoqueleerespa�nolenvozaltaenla

clase.

21.Mepreocupaquemiscompa�nerospiensenquemiespa�nolesmalo.
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22.Mepreocupaquenopuedaresponderaunapreguntadelprofesory

quemerega�ne.

23.Mesientoapuradocuandoescuchounabuenapronunciaci�ondemis

compa�neros.

24.Mepongonerviosocuandoelprofesornosponemuchastareaspara

hacerfueradeclase.

25.Mepreocupaquepuedapronunciarcorrectamenteoquemesalga

bienlaentonaci�on.

26.Sientoansiedadcuandonoentiendoelespa�noldeuncassette,unCD

ounv�deo.

27.Mepongonerviosocuandoleountextoenespa�nolynoloentiendo.

28.Mepreocupaqueseentiendabienlacomposici�onqueescriboen

espa�nol.

29.Mepongonerviosocuandomepreguntanalgoderepente.

30.Mesientoapuradocuandomirespuestaesdiferentealadeotros

compa�neros.

31.Mesientoapuradocuandonomesaleelespa�nolalinstante.

32.Sientoverg�uenzaalhacergestosogesticularexageradamente.

33.Sientoverg�uenzacuandomeequivocohablandoespa�noldelantede

loscompa�neros.

34.Mepongonerviosocuandohabloconelprofesor.

35.Sientoansiedadcuandonoentiendoloqueotroscompa�neross�

entienden.

36.Sientoansiedadcuandopiensosipuedoseguirlaclase.

37.Mepreocupacometererroresenclase.

38.Mepongonerviosocuandotraduzcountextoaljapon�es.

答え：

1．教室でスペイン語を話すとき緊張する。（発）

2．スペイン語を早口で話されると不安になる。（聴）

3．長文を何度読んでも意味が取れないとあせる。（読）

4．スペイン語作文で書きたいことがうまく表現できないと不安になる。
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（作）

5．自分が指名されそうだとわかると不安になる。（質）

6．自分の間違いを指摘されると恥ずかしく感じる。（間）

7．緊張すると知っているスペイン語も忘れてしまう。（処）

8．教室の前へ出て発表するとき緊張する。（活）

9．自分のスペイン語が他の学生に笑われないか心配だ。（他）

10．先生が自分のスペイン語をわからないとあせる。（教）

11．自分のスペイン語のレベルは他の学生より低いのだろうかと心配にな

る。（能）

12．単語や文法事項がなかなか覚えられないとあせる。（授）

13．自分の話したスペイン語が相手に通じないとあせる。（発）

14．スペイン語を聞いていて聞き取れない単語が出てくるとあせる。（聴）

15．長文を読むときなかなか読み終われないとあせる。（読）

16．時間を制限してスペイン語作文を書かせられると不安になる。（作）

17．苦手なところを質問されるとあせる。（質）

18．単純な間違いをすると恥ずかしく感じる。（間）

19．知っているはずのスペイン語が出てこないとあせる。（処）

20．教室で声を出してスペイン語を読むとき緊張する。（活）

21．他の学生が自分のスペイン語を下手だと思わないか心配だ。（他）

22．質問に答えられないとき先生にしかられないか心配だ。（教）

23．他の学生の上手な発音を聞くとあせる。（能）

24．授業で課題がたくさん出されるとあせる。（授）

25．スペイン語を話すとき発音やイントネーションがうまくできるか心配

だ。（発）

26．テープやビデオのスペイン語がわからないとき不安になる。（聴）

27．スペイン語文に目を通したときチンプンカンプンだとあせる。（読）

28．スペイン語作文の際自分が書いた文がうまく通じるか心配になる。

（作）

29．急に質問されたとき緊張する。（質）

30．自分の答えが他の学生の答えと違うとあせる。（間）

31．とっさにスペイン語が出てこないとあせる。（処）

32．ジェスチャーや大げさな表現をするのは恥ずかしい。（活）
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33．他の学生の前でスペイン語を間違えたとき恥ずかしく感じる。（他）

34．先生と話すのは緊張する。（教）

35．自分がわからないことを他の学生がわかっていると不安になる。（能）

36．授業について行けるか不安になる。（授）

37．教室でスペイン語を間違えないか心配だ。（間）

38．スペイン語を日本語に訳読するとき緊張する。（活）

注１） 各項目後の括弧内は項目選定時における分類名を示す。

（発）：発話，（聴）：聴解，（読）：読解，（作）：作文，（質）：質問，（間）：

間違い，（処）：言語処理，（活）：教室活動，（他）：他の学習者。
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�論 文�

（1） 本研究はJSPS科研費JP16K02933の助成を受けたものである。Estain-

vestigaci�onfuesubvencionadaporJSPSKAKENHISubvenci�onN�um.

JP16K02933.

（2） Espa�nolcomoLenguaExtranjera。

初級スペイン語発音教育における

音変化の問題
（1）

自立型学習プログラムモデルの構築に向けて

Cambiofon�eticoycorrecci�onfon�etica

enelnivelinicialdelaclasedeELE
（2）

Paracrearunmodelodeaplicaci�ondid�acticaaut�onoma

安 富 雄 平

要 旨

外国語の日本語人学習者が当該外国語の聞き取りに困難をきたす原因の一つ

に音変化や音縮約がある。発話中の音が音環境により脱落・弱化・同化する音

変化の現象は，英語の発音教育では比較的よく研究されているが，大学の初習

外国語（ドイツ語，フランス語，スペイン語など）では詳細な研究や音声教育

への応用がほとんどされてない。

本研究の目的は，①日本語人学生が実際に行った書き取りをもとに，聴取に

おける問題点を類型化しつつ，②スペイン語の音変化のメカニズムを明らかに

し，③日本語人スペイン語学習者の聴取力を向上させる自律型学習プログラム

モデルの構築に先立つ基本的設計を考案することであって，日本語人のスペイ
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目 次

1.はじめに

2.初習外国語と音声教育

3.聴取と書き取り

ン語聴取メカニズムの解明とともに，外国語音声の聞き取りの向上に向けた教

育への応用を目指す基本研究の端緒となるものである。

Resumen

Entrelosdiversosfactorescausantesdeunapercepci�onauditiva

equ�vocadelosidiomasextranjerosenlasclasesuniversitariasdeJap�on,

debemosdestacarunaseriedetrastornosfon�eticos,comoladesaparici�on

yladebilitaci�ondesonido（s）,laasimilaci�onylacontracci�on.

Estosfen�omenoshansido,ycontin�uansiendo,objetodeestudio

respectodelafon�eticainglesaenel�ambitodelaense�nanza/aprendizaje

delingl�escomolenguaextranjera,mientrasqueenlaense�nanzadel

espa�nolcomolenguaextranjera,desafortunadamente,existenmuypocas

investigacionesyaplicacionessobreestetema.

Conelpresenteestudiopretendemosalcanzarlossiguientesobjetivos:

① Clasificaci�on tipol�ogica de lospuntosproblem�aticosde la

percepci�onauditivadelespa�nol,tomandocomobaselosdatos

quepresentanlosestudiantesjaponeses.

② Descripci�onfon�eticadelamec�anicadelasalteracionesdelos

sonidosdelespa�nol.

③ Realizarunplanogeneralconelfindecrearunmodelode

autoaprendizajedelapercepci�onauditivadelespa�noly,deesta

forma,contribuiracrearunamejoraplicaci�ondid�acticaenla

ense�nanzadelapronunciaci�onylacomprensi�onauditivadel

espa�nol.

キーワード：聴取と書き取りpercepci�onauditivayexpresi�onescrita,聴取

力養成自立型学習autoaprendizajeparamejorarlapercepci�on

auditiva,スペイン語の音変化cambiofon�eticoenelespa�nol



1．は じ め に

音の聴取と知覚とに関与する要因には様々なものがあって，音源や媒質

に関係するもの，聴覚の受容器による伝音・感音に関係するものと，大脳

皮質の聴覚野に関係するものなどが考えられる（3）。ヒトの生活と関連付け

て考えた場合，音とは媒質を伝わる振動で，感覚の受容器を活性化させて

知覚に導く物理信号である。ヒトの聴覚は，聴覚の受容器で受けた物理刺

激を脳で処理し，「音の存在の有無」，「音の方向」，「音源の動き」，「音量

（強弱）」，「音の高低」，「音の長さ」，「音色」，「リズム」，「メロディー」な

どを認識する感覚である。

言語音声は，大脳皮質の聴覚野の処理と，感覚性言語中枢の処理とが合

初級スペイン語発音教育における音変化の問題（安富） ―91―

（3） このほかにも視覚や触覚なども音の聴取に大きく関わっている。

4.誤聴取の類型

4.1.子音の誤聴取

4.2.母音の誤聴取

4.2.1.音色の誤聴取

4.2.2.弱化と同化

4.3.機能語や機能部の欠落

4.4.セグメンテーションの誤り

4.5.語や語句の誤り

4.6.未習語の問題

5.書き取りと正書法

5.1.イントネーションと文の種類

5.2.句読法の問題

6.語彙と読解，作文指導の必要性

7.効果的学習法の開発に向けて

8.おわりに



わさって，その言語伝達の機能が果たされることになる（4）。言語中枢にお

ける音声処理は，他の脳神経情報処理と同様で，音声情報が視覚情報や，

過去の音声の記憶（記録），過去の言語活動の記憶（記録），その他の知識

情報と統合されて，言語音声のイメージの認識や言語情報の認識が達成さ

れる（5）。

本研究は，先にあげた目的のうち特に大学課程で学習されている初習外

国語のうち，スペイン語に焦点を当てて，音声聴取に際して学生が直面す

る問題点の類型を収集し，音声学的に分析を加えつつ，音声指導の基本的

理念について考察する。

2．初習外国語と音声教育

言語音声の好ましい発話には，原音声の正しい聴取が不可欠であるとす

るむきがある。しかしながら，言語の本質が「思考の道具であり同時に伝

達の道具である」という点に着目するならば，いわゆる文法読解の方法に

よって外国語を学習した人にあっては，外国語で書かれたものが読める，

それを受けて母語で思考し相手に正しく伝わるものが外国語で書けるとい

う力（6）は，音声による相互伝達がない場合にも成立すること，また，聾

―92―

（4） これはつまり「聞こえた言葉の意味がわかる」ということである。一方，

肉声によって言語を発信するためには，フィードバックのための感覚性言語

中枢と聴覚器官の働きの他に，運動性言語中枢と発声器官の関与が必要であ

る。

（5） Bloom &Lazerson（1988）p.120,pp.283�291。また，中森（2016）pp.

35�47。

（6） 江戸時代の蘭学や英学は，オランダ語で学問する，英語で学問するという

語義からも明らかなように，読解が第一の技能であって，「実用語学」とは

文献読解の力であった。また，1808年のフェートン号事件以来，蘭通詞の

一部が英語の学習を開始したときの経験則から採用されたのが「文法翻訳法」

であったことは広く知られている。



の人たちにあっても口話法による指導によって発話が可能であること（7）

や手話によって言語によるコミュニケーションが普通に行えることなどか

ら，まず原音声の聴取ありきという主張はいささか学問的認識に難のある

言説と言わざるを得ない。

しかしながら，現代における大学課程の外国語教育は，言語の四技能を

均等に偏りなく身に付けることを目標とするので，音声の聴取，音声言語

理解，音声言語による発信も，言語運用力の切り離せない一部として必須

のものと理解されている。とはいえ，多くの学生が大学に入って初めて接

する初習外国語の授業では文法・会話・講読・作文の各方面に対する教育

的配慮がなされたシラバスと教材が整えられているにもかかわらず，音声

聴取と発音指導は昔ながらの付録的扱いであることが多い（8）。指導する教

員も音声学・音韻論の知見の多寡に加え，音声指導の手腕と意欲，また個々

の教育機関の基本的考え方などに大きく開きがあるため，事実として学生

の音声聴取の力と聴解の力，また当該言語の望ましい発音，リズム，イン

トネーションの習得が達成されているとは言いがたいのが実情である。

初習外国語の学習初期に発話や音読に先立って聴取（聴解ではない（9））

の時間をある程度とると，その後の学習成果が向上する。福富（2004）は

竹蓋らの転移の可能性に関する研究から，外国語としての英語の教育にお

いて，「聴くこと」を他の三技能に先行させることの効果が大きいとする

報告は多いと指摘している（10）。このことは大学課程における初習外国語

においても「聴くこと」の基礎を養う聴取書き取りの指導を取り入れたカ

リキュラム導入の効果を示唆するものといえる。
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（7） このことを踏まえて現在わが国では，学校の固有名称に残る場合などを除

いて，「聾唖」という言葉は用いられない。

（8） 筆者の大学の選択必修の諸外国語科目においても状況は同様である。

（9） comprenci�onauditivaではなくpercepci�onauditivaであるということ。

（10） 福富かおる（2004）。また，竹蓋幸生（1997）他。



3．聴取と書き取り

聴取書き取りとは，いわゆる書き取り（ディクテーション，スペイン語

ではdictado）とは異なり，学習対象言語の音声を繰り返し聴いて，「聴

こえた音」を文字に転写するワークである。転写といっても音声学的な表

記のことではなく，学習者が難なく使いこなせるローマ字表記のことで，

これに個々の学習者がその時点で習得している他言語の正書法による表

記（11）が混在してもかまわない。

音源はテキストの単語，例文，ダイアローグ，やや長い文章などを母語

話者が発音したり読んだりした音声教材の他，ナチュラルスピードのニュー

スやドラマ，映画，歌曲など学習者の興味に応じて複数用意して適宜使い

分けると良い。図1はスペイン語学科の一年次開講科目「基礎文法」の後

期に実施している演習のひとつで，歌詞を書き取る課題の受講生による草

稿である。

あらかじめ草稿を作らせてから授業で解説するという方式は，学習者の

聴取の実体験を学習者本人が意識的に記録し，記憶するためである。自力

で書き取れということ以外はあいまいに，好きなようにやれと指示してい

るので，聴こえたところだけ書いたという学生もいれば，複数の可能性を

併記したものや未習の単語を辞書を駆使して探し出したもの，文法知識と

照らし合わせて機能部や機能語の音変化を疑う，かなりできのよい学習者

まで，バラエティーにとんだ草稿が集まるので，解説と分析を行う授業で

は多くの学生が言語音声聴取のメカニズムの具体例を発見することにな

る（12）。
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（11） 既習または並行学習中のラテン文字を使用する外国語の正書法の混在のほ

かに，母語の正書法（日本語人スペイン語学習者の場合カナによる表記）な

どが混在してもかまわない。

（12） 安富（2013）参照。



草稿を作らずに，教室で音声を聞かせて復唱させ，教師が聴取と理解の

誤りを訂正するような授業展開や，オーソドックスな書き取りは，言語音

声が備えている情報の余剰性や音声の変形や消失，聴取認知における消失
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図1 草稿作成に当たってはスペイン語の単語として認識できるものは

極力正しい綴りで書く，単語と認識できない部分，よく分からない

部分，は聴こえる音だけを拾って書き，あとは空欄や下線，（ ）

などで開けておく，ローマ字表記が思い当たらない部分はカナで書

いても良いと指示してある。書き起こしの草稿は各自自習で作成す

る。後の授業での解説を書き込んだり，直しを入れるために行間を

たっぷり取ってある。



情報の復元，音韻論的曖昧性などを学習者が意識するきっかけとはならな

い。多くの子音の認識は①声帯振動の有無，②調音位置，③調音方法の合

算で行われていること，誤聴の多くが，この三つのうちの一部分に起こっ

ていること，連続する音が相互に影響した結果音声が変化していること，

音声的には語境界が分からなくなったり，単音の消失が起こっていること

などを明示的に学習することの効果は大きい。このことによって，学習者

が意外と正確に音声を聞き取っていることを自覚すると，音声の学習に対

するモティベーションが高くなる。

4．誤聴取の類型

口述筆記は，音声だけを頼りに，単語と単語の切れ目の識別，文と文の

切れ目の識別，文の種類の識別，文の意味の理解，文と文との関係の理解，

文章全体の意味の理解の上に成立する。口述筆記は音声による伝達内容を，

正書法に則って，発話の意図と内容とを正確に反映した文字列に変換する

作業である。口述筆記の場合，独特の記号や体裁を表す用語が，テキスト

に混じって発話される。いわく，・Coma.・・Puntoyseguido.・・Puntoy

aparte.・・Interrogaci�on.・・Admiraci�on.・・Guion.・・Entrepar�entesis・な

どの正書法上の句読記号で，これらは綴りで書いてはならない。

外国語教育の現場でもディクテーションという名称で，口述筆記や，言

語音声の書き取りの練習が行われているが，学習者はすでにその外国語の

文章を聴いて意味が正しく理解できるという前提で，正しい綴りと句読法

で書き取ることが要求される。したがって，実際の発話でどのような音声

の変化や規範的音からのずれが起こるか，単語やフレーズはどのように認

識されるのか，文法知識はもとより文脈や既知の情報がどのように音声の

同定と意味の理解にかかわるのかという音声聴取と言語処理のメカニズムを

体験したり，誤った聴取や理解の原因を探ったりする機会は与えられない。
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本論で問題にしている初習外国語学習者のための聴き取りと書き取りの

演習は，外国語の音声を聴取して書き取るものであるが，母語話者や外国

語運用に熟達した人が行うディクテーション（口述筆記）という技術の訓

練ではない。到達点として目指すのはディクテーションの完遂であるが，

主眼はそこに至る前の聴取の実態を筆記して確認することにある。初級学

習者が音声をどのように聴きとっているのかを音声学的に説明することに

よって，学習者が聴き取れている情報と聞き取れていない情報とを明示的

に認識することは，音声聴取におけるノイズの除去，変形音や消失音の復

元，文脈による予測と修正など，母語話者が無意識に行っている言語処理

を理解し，習得するための効果的な知識の蓄積となる。

また，演習を通じて音声学的に見て音声情報のどの部分が誤った聴取の

原因となったのか，既知の単語と未知の単語を見分ける鍵はどこにあるの

か，音声以外の情報がいかに重要な役割を果たしているのかを知ることも，

外国語の技能習得に大きく貢献する。

本節では実際の聴取書き取り演習で学生が聴き誤った音声現象を分類し

て検討する（13）。

4．1．子音の誤聴取

� l/�

① lasescalerasquellevanalratico＜al�atico 屋根裏部屋へ上る

階段

② cobarto＜cobalto コバルト

rとlの混同は日本語母語話者がスペイン語を学習する場合には非常に
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（13） 誤聴取，書き誤りの実例には節ごとに丸数字（①，②，③……）で通し番

号を付した。誤りの部分はボールドと下線で指摘し，直後に＜印を付して

本来のあるべき表記を示した。該当箇所の後に発話が続く場合は，本来の表

記を示した後に」印を付して後続の本文との境目を示した。



頻繁に起こる。①は�atricoの直前の前置詞と冠詞の縮約形は正しく認識

されているのだが，lから語頭の�aへの渡りの部分で，語境界の識別を誤っ

た例である。�atico（屋根裏部屋）という語も未習であろう。

� b/m

③ �Sonmaneras?＜ba�neras? 浴槽なの？

原音声が限りなく［ma��e�as］に聴こえるので音声学的には「間違い」

ではない。風呂場に浴槽が二つある場面のせりふなので，映像と一緒に聴

取させるとba�neras（浴槽，複数形）であると気がつく学生もいる。

� �/j

④ 	Valla!＜	Vaya!わあっ！

この二つの単音はスペイン語ではllの綴りに対応する音素の自由異音

であるが，Valla（柵）と Vaya（間投詞「わあっ」）は別語であって，文

脈によってどちらであるかが確定する。原音声は	Vaya!［�baja］である。

母語話者が間投詞の	Vaya!を聞き誤ることはあり得ないので，スペイン

語人がこのように書き取った場合は単に正書法の間違いである。日本語人

にはこの二つの単音は別の音素の実現形として認識されるため，文脈の誤

解か単語の認識の誤りということになる。この学生はおそらく正書法の知

識は定着しているのだが，二つの単語の具体的使用場面について経験が乏

しいためにllの綴りにしてしまったものと思われる。誤聴のパタンとし

て強いて言えば，過剰弁別ということになろう。

� x/k

⑤ a→カ m�as＜jam�as 決して［～ない］

・一旦母音のaを認識したあと，取り消し線で訂正してかな書きの「カ」

としてある。
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無声・軟口蓋・摩擦音を無声・軟口蓋・破裂音に聞き誤ったものである。

この学生はjam�as（決して～ない）という語は既習のはずなのだが，こ

の場で思い至らなかったのかもしれない。スペインのスペイン語の発音で

は無声・軟口蓋・摩擦音［x］はかなり強い気息が認められるので，気流

の破出が［閉鎖→含気→破出］に後続する［摩擦→気息］として聴き取ら

れることがある（14）。

� �/t

⑥ �Espret�a＜precioso」,pap�a!お父さん，［この家］素敵！

無声・歯間・摩擦音が無声・歯裏・破裂音のように誤聴されたものであ

る。preciosoの語末音節が認識されていないために調音位置や調音方法

の識別が困難になったと思われる。

� �/x

⑦ vejino＜vecino 隣人

無声・摩擦音の調音位置の誤認識である。vecino（隣人）の第二音節

［��i］を［�xi］と聴き誤った。聴覚印象が似ていることが原因かも知れな

いが，文脈と語彙知識で補正されることが期待される。

4．2．母音の誤聴取

母音の誤聴は学習者の母語の母音体系と目標言語の母音体系とが比較的

類似している日本語とスペイン語においてもしばしば問題となる。日本語

とスペイン語は，音節構造が開音節性であること，母音音素の数が5であ

ること，母音の弱化の程度が比較的低いことなどの点で一見類似している
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（14） 筆者の観察では，タイ語人スペイン語学習者がjam�as［xa�mas］やmonja

［�monxa］などを発音すると，母語の干渉で［ka�mas］，［�monka］と聴こ

えることがある。



ようにも見えるが，/ウ/の音色の違い，母音の無声化の有無，重母音の

有無，正書法上の母音字と実音声との不一致の多寡など，双方向に聴取・

再生に当たって障害となる要因が多い。

一般に，外国語の母音聴取に際して学習者は自身の母語の母音体系の干

渉を受けるが，アクセントの無い音節の母音ではしばしば母音図の基本的

位置から周辺部に偏るため，目標言語の母音としての同定が難しくなる。

この場合に重要なのは語彙と文法の知識による埋め合わせであって，母語

の聴取にあっては常に音声外情報による音声情報の補完が行われている。

外国語音声の聴取演習では，学習者が，日常の言語生活では，しばしば

規範的音声からはなはだしく逸脱したものによっても適切なコミュニケー

ションが成立していることを認識し，語彙の力や文法知識が聴取にとって

も重要であることを実体験として理解することを目的のひとつとして設定

してよいであろう（15）。

以下に具体的な例を挙げて若干の考察を加える。学習者は自分の知って

いる音声連続，語，句に引き寄せて聴くので，既習の語数とその聴取の経

験が増せば，誤聴が起きる確立は低くなる。
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4．2．1．音
おん

色
しょく

（16）の誤聴取

（15） 日本語で「なまあたたかかった」と言うときの，母音の音色を/a/以外

のものに変えて，たとえば/nemeetetekeke�te/や/n�m��t�t�k�k��t

�/のように発音しても「生暖かかった」と理解できる。言語音声が体系の

中で理解されるということを学生が体験するひとつの例である。母語の聴取

にあっては，音声情報のほかに，文法や語彙などの音声外言語情報，文脈，

言語文化的背景，社会習慣，論理的整合性などを合わせて，言語による情報

の取得を行っている。

（16） 音色（おんしょく，スペイン語ではtimbre）は倍音とフォルマントの構

造によって特徴付けられ，音韻として母音を区別する際の聴覚上の印象であ

る。たとえば日本語の/あ/，/い/，/う/，/え/，/お/の聴こえ方の違いを

「音色が違う」などと言う。「ねいろ」と読むと楽器の音の質の違いなどの意

味に取られることがあるので，「おんしょく」と読む。



① Est�apadrida.＜podrida 腐ってる。

② Tanesto.＜ten はい，これ。

③ Yyo＜ya」latengo.私も一個見つけた。

④ Mei,mirahizo＜eso.メイ，それ見てごらん。

既知の語かどうか認定できるだけでも誤聴は回避できる。①は動詞

pudrir（腐敗する）を知っていれば聞き取れたはずである。②は2人称・

単数に対するtenerの命令形tenに思い至れば「君これをもちなさい」と

いう意味解釈ともあいまって正しく聴取できる。③は筆者が聞いてもya

かyoか判断に躊躇する実音声であるが，どんぐりを拾った姉に対して妹

が私も見つけたと言っている場面なので，文脈からyaと言うことになる。

④緊張度の高い母音に聞き誤っている上に，語としても指示代名詞を動詞

の定形（直説法・点過去・3人称・単数）へと，より複雑なほうへ聞き誤っ

ている点は興味深い。soの綴りに対応する［so］を聴いてzo［�o］と書い

ているのは全体をhizo（その人は作った）という語として認識したため

であろう。

⑤ �Est�aismuycansados?＜cansadas お前たち疲れちゃったかい？

語の切れ目も文構造も正しく聞き取れているので，形容詞の性を間違え

ているのは筆記するときのうっかりミスかも知れない。

⑥ Esuncanfarero.＜alcanforero クスノキだよ。

alcanforero（楠）のアクセントの無い音節-fo-の弱化した母音を/a/

に引き寄せて聞いた例である。alcanforeroは未習である可能性が非常に

高い語で，語頭のalを聞き落としたようだ。/esun/と聴こえる文頭Es
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unの部分は正しく語が認識されている。

4．2．2．弱化と同化

教室内スペイン語や初級教材の音声では意識的に避けられている音声現

象に母音の弱化がある。一般にスペイン語は母音の音
おん

色
しょく

が際立っている

ことが特徴とされていて，事実，日本語人スペイン語学習者のほとんどが

すでに学習した経験のある英語に比べると母音の音色認識は，綴りと発音

との既知情報に負うところは少ないのであるが，スペイン語人の言語生活

においては頻繁に観察される現象である。

初級や中級の音声指導のための教材に街中のインタビューなどを用いる

ことはまず無いが，映画のセリフの書き取りや，歌曲の歌詞書き取りの場

合，弱化母音が聴き取れないということが問題になる。

以下の例で①と②は学生が聴き（書き）取れなかったもの。③は順行同

化の例で，学生が誤聴取したものである。

① Mimaridof�＜fue」acazar,alosmontesdeArag�on,...

うちの夫はアラゴンの山地へ狩りに行った。

（RomancedeCatalina,Joaqu�nD�az
（17））

② Pastoresvenid, 羊飼いたちよ，来たまえ，

pastoresllegad, 羊飼いたちよ，入りなさい，

adoradalNi�no, 神の子をたたえなさい，

adoradalNi�no, 神の子をたたえなさい，

q�＜que」hanacidoya たった今生まれた［神の子を］

（Villancicopopular）
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（17） https://www.youtube.com/watch?v=iOMw4EIBGrM（2016年11月30

日参照）



③ P�arateatr�asdelali�na.＜l�nea.君その線の後ろで止まりたまえ。

（Grandesh�eroes）

4．3．機能語や機能部の欠落

日本語は外来語取り入れの際に，機能語や機能部の脱落を起こすことが

知られている（18）。

日本語人の言語知覚におけるこの傾向は，初習外国語音声の聴取にも少

なからず影響しているようである。学習者が「音声学者の耳」で音声表記
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（18） 以下の�参照。日本語の外来語と原語（借入先ではなくその語句の起源の

言語）とを比較した場合に見られる発音・語形・意味の変化として次の諸点

が指摘できる。�母音添加と音節化：text［tekst］→テキスト［�tekisuto］，

cake→ケーキ［�ke:ki］，trap→タラップ［ta��a�p］，tree→ツリー［t����i:］。

�単音の区別の消失：light/rightライト［��aito］，英語のthの音［	］→サ

行・ザ行の音，［
］や［�］→ア，但し英語の［v］の音は「ヴ」で表記する

ことが可。�促音に後続する濁音の清音化：bed→ベット，pad→パット，

handbag→ハンドバック。�長音の挿入・削除，促音の挿入：managerマ

ネージャー，printerプリンタ，salidaサリダ，Madridマドリッド。�ア

クセントの変更：c�efiro（西風，そよ風）→セフィーロ（車の名前）［	e�fi�o］，

Panam�a→パナマ［�panama］，Per�u→ペルー［�pe��］。�綴りの影響によ

る音の変更：たまプラーザ（	スペイン語plaza［�pla	a］）。�機能語や屈折

接辞の脱落：cornedbeef→コンビーフ，smokedham→スモークハム，set-

tinglotion→セットローション，diecasting→ダイキャスト，ontherocks

→オンザロック，sunglasses→サングラス，hamandeggs→ハムエッグ。

スペイン語を原語とする外来語における例は，ElCorteEngl�es→コルテ・

イングレス（百貨店名），MuseodelPrado→ムセオ・デ・プラド（プラド

美術館）など。
短縮：アルミニウム→アルミ，インフレーション→インフ

レ，ストライキ→スト，セコンドハンド→セコハン，マスコミュニケーショ

ン→マスコミなど。�活用語の名詞化：signサイン／サインする，スマー

ト／スマートな。「装束く（さうざく），サボる，デモる」など動詞の例（cf.

「～する」は外来語＋和語），「執念し（しうねし），ナウい」など形容詞の例，

「優なり，モダーンな」などは形容動詞の例あり。借用は多くの場合「語」

を単位として起こるので，名詞として認識されやすい。そこで名詞として借

用し，後に他の品詞に転化する。�意味のずれ：スマート，イニシャル，ムー

ディー。スペイン語の例はotaku,hentai（両方ともアニメや漫画のファン

の意味）。



しようと努めている場合にはこのようなことは起こりにくいと考えられる

が，単純に「聴いて書き取れ」という指示で行う場合は，［聴取→音声認

識→言語処理］を繰り返しつつ書き取るため，原音声を脳内に短期保持し

たときに機能語や機能部が欠落した形で記憶することが，まま起こるので

あろう。

① Siempre�＜he」queridovivirenunacasaencantada.

私は前からお化け屋敷に住みたいと思っていた。

直説法・現在完了で完了時制を作る助動詞的役割を果たしているhaber

の定形が聞き取られなかったり，書き漏らされたりする例が非常に多い。

原音声はsiempreの語末母音と次の動詞haberの直説法・現在・3人称・

単数形he［�e］が繋がって［�siemp�e�eke��i�o］と発音されているせいで，

heにもアクセントがあるにもかかわらず，*siemprequeridoと書いてし

まう学生が上級年次になっても多い。haberに後続する過去分詞を聞き誤

ることは少ないので，瞬時に現在完了であることが判別できない学生でも，

ここは文法知識で補正して欲しいところである。

② �Encantado�＜Encantados（19）」deconocerle!はじめまして。

③ �Est�a�t�u�padre�＜Est�antuspadres」poraqu	?

君の両親はこの辺にいますか。

②の文の発話者は農作業をしている一家の父親で，一家を代表して複数

形で挨拶をしている。原音声でははっきりと複数形語尾の-sが発音され
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（19） �Encantado�＜encantados」usted＜de」conocerle.のように，語頭の

形容詞の複数形屈折語尾-sを，後続の前置詞deとあわせてustedと誤認識

した例もある。セグメンテーションの誤りと過剰補完であると分析できる。



ているので，音声的に聴き落とすことは無いと思われるにもかかわらず，

多くの学生が単数形で書いているのは，初級会話レベルで挨拶の決まり文

句として覚えてしまっているためであろう。 逆に �Buenosd�as,

muchachos!＜muchachoのように単数形を複数形で書き取っている例

もある。③は複数を示す機能部が全部抜けているので，文法的には筋が通っ

ているのだが，三つもある複数形のマーキングを全部無いことにしてしま

うのはいかがなものか。意味も，本来，「君の両親は近くにいらっしゃい

ますか」であるべきものが「君のお父さんは近くにいらっしゃいますか」

になってしまう。

④ �＜A」quenomecoges.君は私に追いつけないでしょうね。

⑤ Yyotambi�enheencontradouna�＜en」elsuelo.

私も一個落ちてるの見つけたよ。

前置詞の聴き落としの例である。④の文頭の［aque～］（～でしょう）

は話し言葉で頻繁に用いられる言い回しである。この部分は姉が妹に向かっ

て，Aquenomecoges.「私に追いつけないでしょう」といい，妹がA

ques�.「追いつけるもん」と答える場面で，［aque～］という言い回し

が二回出てくるが，留学などで母語話者との日常会話の経験が豊富に無い

学生には難しいかもしれない。⑤はenの聞き落としである。母音が連続

するところに語境界があると語の同定に難儀する学生が多い。

⑥ �Esperan!＜�Esperad!［君たち］待ってー！

⑦ �Espera�!＜�Esperad!［君たち］待ってー!

⑧ �Sali�＜Salid」conejitos!ウサギちゃんたち出ておいで！

2人称・複数に対する命令は，不定詞末尾の-rが-dに置き換わった形
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である。語末の-dはしばしば［�］が［�］や無音になるため，アクセント

の位置と語彙の知識，文脈などで判断することが要求される。したがって

この場合，学生に必要な「参照点」としての知識は，語末のdは音が変

質（/�/→/�/）したり，音が消失したりするということである。

スペイン語の機能語として重要な，冠詞の過剰聴取や聞き落としなどの

混乱は多い。スペイン語の冠詞は，文中（一語文として単体で言及される

場合以外）ではアクセントを持たない語である。その使用は，あっても無

くてもよい場合があったり，定冠詞でも不定冠詞でも無冠詞でも良い場合

があったりする上に，個人，世代，地域によって使い方が異なる，スタイ

ルによる使用の範囲（20）が広い。このためその有無については実音声の情

報以外に，個人の文体や文法の知識などが補完したり干渉したりする。

⑨ Esoes�＜el」sue�nodemivida.それが僕の一生の夢なんだ。

⑩ �Abrelapuertade�＜la」cocina!お前，勝手口を開けてくれ！

⑪ �Nomegustan�＜las」ratas!私，ラット嫌い。

⑫ enelpisodel＜de」arriba...上の階に…

⑬ Cre�queera�＜un」polic�a.私はあの人が警官かと思った。

⑭ Pap�a,miraesun＜ese」�arbol.お父さん，その樹を見て。

⑨～⑪は定冠詞の聴き落としの例である。特に⑨はEso,es,el,sue�no
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（20） 瓜谷（1963,p.310）は日本語人がスペイン語の冠詞を理解するための諸

条件として，以下の6点を挙げている。いわく，冠詞とは，1.名詞に冠する

語，2.使用の一大流行により語の長さが短縮されたもの，3.アクセントを失

い，名詞の一部の如く発音される語，4.元来の意味を失い，または意味が空

白になった語，5.スタイルとしてこの単語が，�必要である，�あってもな

くてもどちらでもよい，�無くても意味は通じるが，それが無いと淋しく感

じたり奇異な感じを持たせる，�無いほうがよい，�使用しては間違い，な

どの各種の使用の場合をもっていること，6.他の品詞を名詞化して使用する

場合はその品詞に冠して名詞化の標識となるもの，である。



という具合に/e/の音が連続するため文構造や意味が解らないと初回で

完全には聴取できない。冠詞は文中でアクセントを持たないので，母語話

者であっても実音声で聴取している場合もあれば，痕跡から補完していた

り，聴き取れてないものまたは最初から無いものを聴取者の言語処理とし

てあることにしていたりするような場合もある。

⑫は定冠詞の過剰補完，⑬は不定冠詞を聴き逃した例である。⑭はセグ

メンテーションの誤りと語認定の誤りである。

4．4．セグメンテーションの誤り

この項目には，語境界の誤認，未習の語から既習の語への引き寄せ，母

音の分割や音色の変更などの例を集めた。母語の聴取でもこのような聴き

誤りは起こるもので，「かねをくれたのむ（金を呉れ，頼む/金送れ，頼

む/金お呉れ，頼む/金遅れた，飲む/金を呉れた，飲む）」「ふたえにして

くびにまくじゅず（二重にし，手首に巻く数珠/二重にして，首に巻く数

珠）」「しんだいしゃたのむ（寝台車頼む/死んだ医者頼む）」など笑い話

の枕になっているものも多い。

① Parec�aun＜Parec�an」cucarachasy...ゴキブリみたいで…

parecerの直説法・線過去・3人称・複数の語末を直説法・線過去・3

人称・単数語尾と不定冠詞とに分割した例。しかし，あとのcucarachas

は複数名詞なので，見直しをしてくれれば誤りに気づいたはずである。

② Oalguno＜alg�un」otroanimal,talvezunarata.

あるいは別の動物かも，ラットだったりして。

男性名詞単数形に前置されたときに起こるalguno→alg�unの語尾脱落
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をうっかり忘れたか，次のotroの語頭の母音を前後に分割した例。

③ �Mehagachate!＜�Mei,ag�achate!メイ，伏せて！

④ �Meiba＜Mei,mira」qu�ebonito!メイ，見て，きれい！

⑤ Mey＜Mei」miraeso.メイ，それを見て。

Meiは主要登場人物の一人なので，場合によっては不注意というより

もいい加減としか言いようの無い誤りも散見される。③はagacharseと

いう未習語のせいで，既習のhagaに引き寄せて聴取したもの。これはし

かしながら，学生が手元メモとして/me�aga��ate/と読めばなんとなく

正しく通じてしまいそうである。このような誤りは口述筆記やいわゆるディ

クテーションのテストなどでは零点であるが，音声聴取書き取り演習では

かなりよく聴き取れている例として解説することができ，学生の音声学習

動機付けとして非常に効果的なもののひとつである。④音連続としてはや

や不自然であるが，/b/と/m/の誤聴取は調音方法の違いを誤認してい

る例である。⑤miraを人名と勘違いしたか。スペイン語の極々初期の学

習者は文頭に立つMiraやCreoなどを人名と勘違いすることが時々ある。

⑥ �Haya＜Hay�」alguien? 誰かいますか？

⑦ Esunarbolen＜�arbol」�norme＜enorme.大きな樹だね。

⑥と⑦は後続の音を前の語の一部に引き寄せてた誤聴取の例である。⑥

は後続のalguienの語頭母音を分割引き寄せして，haberの直説法・現在・

3人称・単数の特殊形hayを同じ動詞の接続法・現在・3人称・単数と聴

いた誤りである。⑦も同様に後続のenormeの語頭の音enを前の語の語

末と解した誤聴取である。/n/を前後に分割していることは興味深い。日

本語人の耳で聴くと音節主音になる場合があるのかも知れない。
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⑧ Averqui�enllegante＜llegaantes.

さあ，誰が一番早く着くかー［競走だ］？

⑨ �Aunque＜Aque」s�!できるってば！

最後は語境界を認識せずに二語が一語として聴取された例である。③で

述べたように，母語話者を相手に手持ちメモとしてこれを読めばかなりの

確率で本来の音声として認識されると思われる。

4．5．語や語句の誤り

既習の語と未習の語では当然聴取における認識の度合いが異なる。同様

に，特定の言い回しを成句として知っている場合とそうでない場合とでも

認識の度合いは異なる。実際の音声現象は「音声変化」であるが，語や表

現が未習であるために補完できない場合が多い。

① �Talvez＜Aver」�＜qui�en」llegaantes!

さあ，誰が一番早く着くかー［競走だ］？

② �＜Averqui�en」llegar＜llega」antes.

さあ，誰が一番早く着くかー［競走だ］？

③ Vamos,avery＜quenome」cojes.

それっ，君は私に追いつけないだろうね。

aver（さて，それでは）は相手の注意を引く話し始めの定形表現で，

話し言葉に高頻度で現れる。①②の原音声は同じであるが，双方ともこの

表現になじみの無い学生だったようであるし，後続部分にも誤聴取が見ら

れる。①はTalvezの下線部は正しく聴取しているが，全体的に理解で

きてないことは明らかである。②はそもそもこの部分が書き取れるほどに

は聴取されていない。③は逆にaquenomeの部分前半をaverとあや
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まって聴取している。

④ Algunaardillasabe...＜ardillalashadejado」caer.

リスがそれら［どんぐり］を落とした。

⑤ Aunquelluev*＜Hanca�dode」arriba.

［それらのどんぐりは］上から落ちてきたんだよ。

④はardilla（リス）という語が未習だったものと考えられる。音声的

にはardillalasha×e...とかなりよく追っている。×の部分は調音位置

の誤聴取。⑤はHan［�an］をaun［aun］と二重母音化して補完聴取，

ca�do［ka�i�o］の部分は子音/k/は聴こえているようだ。ll［�］の部分

には聴音位置が近い/i/が干渉しているかも知れない。

⑥ �Creesquehabran＜habr�a」alguien? 君は誰かいると思う？

haberの直説法・未来・3人称・単数を同，複数で聴取したか。アクセ

ント記号が抜けている。habr�aalguienは［a��	aalgien］という発音なの

でhabranと/n/が入り込むのはおかしい。文法知識などの干渉であろ

う。

⑦ 
Unabellaza＜bellota」!どんぐり！

bellota（どんぐり）という語が未習で，既習の語bellezaに引き寄せた

例である。アクセントのある音節の母音があやまっている。聴取における

音声変化現象としては母音の問題である。

⑧ 
De＜Date」＜prisa!君，急いで！
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darseprisa（急ぐ）という成句が未習のため再帰動詞として認識でき

なかったものと思われる。ここは2人称・単数に対する命令の形である。

⑨ �Parme＜Esp�erame」!君は私を待って！

Esp�erameの下線部の音だけを拾っている。アクセントのある音節の主

音の音色の聴取が違っている。

⑩ Esunadecamforero←unalcanforero」.クスノキだよ。

⑩は音声的にはかなり良く追随している聴取であるが，alcanforeroが

未習であるため語の同定ができていない。4.2.1.で音色の違いの例として

検討した⑥Esuncanfarero.＜alcanforeroも未習語の誤聴取でもある。

⑪ �hijate←F�jate,」hayテシート←pececitos!

見て，お魚がいるー！

fijarseの命令形は話し言葉で頻出の相手に注視を促す表現である。2人

称・単数に対する用法F�jateが未習だったため既習の語で補完した例で

ある。音声的にはほぼ正確に音を聴き取っている。

4．6．未習語の問題

この演習に慣れていない初学者の場合，単音の聴取に自信が持てず，書

き取りを躊躇することが往々にしてある。未習の語や語句が丸ごと全部書

き取り不能になっている例である。

① Esunade...←unalcanforero」.クスノキだよ。

初級スペイン語発音教育における音変化の問題（安富） ―111―



② �...te←F�jate,」haypececitos!見て，お魚がいるー！

①と②は未習語の聴取が不完全に終わった例である。4.5.の⑩，⑪の例

と比較すると，音声の認識自体が難しい段階の聴取であると言えよう。

次に挙げるのは母語ではともかく，学習している外国語ではあまりなじ

みの無いいわゆる専門用語の類の聴取が大きな負荷になっていることを示

す例である。

③ �Wow!�プラスマインドsido＜Pl�asmainducidoporhacer（?）

＜l�aser わあっ，レーザー誘導プラズマだ！

④ Conunリビコンフィミネント ＜leveconfinamiento」magn�e-

ticopara...

para...�ultimapesisi�on.＜ultraprecisi�on

微弱磁場閉じ込め方式による超高度精密性。

⑤ �Esuncarbol＜Esoescarburo」det�uヌ usted＜tungsteno」

amorir（?）＜moler タングステンカーバイド粉なの？

いずれも原音声はかなり正確に聴き取っているにもかかわらず，単語の

同定ができないため，「t�uヌusted」などと表記に苦労していることが伺

える。③のPl�asmainducidoporl�aser（レーザー誘導プラズマ）や④の

confinamientomagn�etico（磁場閉じ込め方式），⑤の carburode

tungustenoamoler（タングステンカーバイド粉）など，日本語で言わ

れても専門の知識がないと何のことやらわからない。聴取書き取り演習に

おいては，このような耳慣れない言葉が出てきたときに，専門用語らしい

なという直感が働くようになれば良いので，苦労した表記が意外と正確に

音声を転写していることに注目するように指導する。もうひとつ同じよう

な例を見てみよう。
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⑥ Estotencantar�a＜teencantar�a;」unascotas＜gotas」sehan

sido＜de�acido」～リコ ＜percl�orico」,una＜�」pisca＜

pizca」decobarto＜cobalto,unrastrodeperode～ no＜

per�oxidodehidr�ogeno」sesobrecalienta＜sobrecalienta」

aqu�mientos＜aquinientos」�queビニール（?）＜grados

Kelvini.

これ君気に入ると思うよ。過塩素酸数滴と，コバルトを少々，過

酸化水素をほんの少し入れて500ケルビンまで加熱するの。

この聴取者はかなりできる学生なので，最初の teencantar�aは

encantarseを忘れたか，というくらい基本的なミスである。gotasを

cotasと聴いたのは順行同化の無声化か。

gotasの語末のsが後続のdeのdをマスキングしているようだ。�acido

percl�orico（過塩素酸），per�oxidodehidr�ogeno（過酸化水素
（21）），

quinientosgradosKelvini（500ケルビン（22））などは専門用語である。

5．書き取りと正書法

正書法は語や文を綴る際の規範として一般に認められている規則の体系

である（23）。語の綴りのほか，句読法，文字種の使い分けなども含む。言

語音声との対応は必ずしも一対一対応ではなく，スペイン語をはじめとす

る西洋語では①ひとつの単音に対して複数の綴りが対応したり，②複数の
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（21） 過酸化水素は中学校の理科で出てくるので知っている学生は多い。が，英

語やスペイン語でとなれば話は別である。

（22） 熱力学温度（絶対温度）で500度。

（23） RealAcademiaEspa�nolaのDiccionariodelalenguaespa�nola,Edici�on

delTricentenario（http://dle.rae.es/?id=RG9EvWw）にも ・Conjuntode

normasqueregulanlaescrituradeunalengua.・とある。



単音に対してひとつの文字が対応したり，③二つの単音の連続に対してひ

とつの文字が対応したり，④ひとつの単音を表す綴りが複数の文字であっ

たり，⑤対応する音のない文字があったりする（24）
�表1�。
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（24） Seco（1995）が指摘しているのはhの文字であるが，現代スペイン語で

はlamberやsubjuntivoなどのbやgneisのgが発音されないなど，特定

の語で黙字になるものがある。

表1 スペイン語の音素とつづり字との対応表。他の言語に比較してスペイン語

の音素と文字との対応関係は分かりやすいが，それでも厳密な一対一対応で

はない（Seco,1995,pp.50�51より。音声記号はIPAに変更した。また例は

省略）。

1.�Fonemasquepuedenserrepresentadosporletrasdiferentes.

Fonemas Letras

/b/
/�/
/k/
/g/
/x/
/i/
/s/
/r/

b,v
c（antee,i）;z
c（antea,o,uoconsonante）;qu（antee,i）;k
g（antea,o,uoconsonante）;gu（antee,i）
g（antee,i）;j
i,y
s;x（soloanteconsonante）
r;rr（soloentrevocales）

2.�Fonemasdiferentesquesonrepresentadosporunamismaletra.

Fonemas Letras

/�/,/k/
/g/,/x/
/i/,/y/
/�/,/r/

c
g
y
r

3.�Sumadedosfonemas,representadaporunasolaletra.

Fonemas Letras

/k+s/ x



日本語の現代仮名づかいも，「表音式仮名づかい」であるとの誤解があ

るが（25），そもそも表記体系が音節文字（仮名）と漢字その他の混交であ

るため，「表音式」はもとより，IPAの一音一記号の対応とははるかにか

け離れている。仮名の「は/わ」や「え/へ」，「お/を」は①に，「ha/wa:

は」や「he/e:へ」は②に，ア行とン以外の仮名は③に対応する日本語の

例である。また，日本語の外来音表記などに使われる「ふぁ」，「てぃ」な

どの「ふ」や「て」は単音/�/，/t/を表す特殊な対応関係もある。音素

との対応ではないが，漢字の音訓や同音意義，熟字訓を考えれば，音対文

字の対応は非常に複雑な様相を呈している。

スペイン語の聴取書き取りの到達目標は，正書法に則した音声の書き起

こしであるから，聴取理解の後には当然，正しい書記法の指導も必要であ

る。イントネーションは平叙文，質問文，感嘆文などの文の種類を反映す

るし，休止の有無は文構造を反映するとともに句読記号の配置を示唆する。

したがって，外国語音声教育の一環として適当な時期に句読法についても

指導する機会を設けなければならない。初習外国語のクラスが，音声指導

だけで完結するわけではないので，初級の聴取書き取り演習においてもあ

る程度句読法の指導を並行しておこなうことは効果的である。以下に書き

取り草稿に見られる正書法，句読法の問題点のいくつかを検討する。
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4.�Fonemassimples,representadosporlauni�ondedosletras.

Fonemas Letras

/�/
/r/
/�/
/k/
/g/

ll
rr
ch
qu（antee,i）
gu（antee,i）

（25） 金田一（1951『国文学研究』（早稲田大学国文学会）＝1992）。



5．1．イントネーションと文の種類

① Mei,comovoyaabrirlacasasiest�aisenmedio.

＜Mei,�c�omovoyaabrirlacasasiest�aisenmedio?

メイ，君たちがそんな所にいたら戸があけられないじゃないか。

書き取った草稿を検討しつつ，説明をアドバイスを繰り返して正しい聴

取に導いた後で，筆記した文を見ながら再びその場面の前後を含む音声

（あれば映像も）を確認することで，多くの場合平叙文，質問文，感嘆文

の区別はつく。しかし，この例に見るように，comaをどこに打つか，オー

プニングの疑問符はどこに打つか，文末はピリオドか，などは正書法にあ

る程度自由度があるため一義的に決められないこともある。

5．2．句読法の問題

大文字と小文字の区別がついていない学生がある程度の数あることは，

外国語学部の学生だけを相手にしているとつい忘れてしまいがちである。

大文字と小文字の区別がつかないまま中学英語を終了してしまう生徒がか

なりの数に上ることは中学や高校の英語科の教員による報告で明らかであ

る（26）。また，文頭の語は語頭大文字で書く，文末には句点を打つという

習慣が確立して無い学生も今日では散見されるようになった。日本語訳を

書かせるとその時々で文末の句点を書いたり，書かなかったりする，句点

使用にゆれのある学生もある。coma（読点）やpunto（句点），大文字

の使用なども早い時期にまとめて指導し，その後繰り返して習得させるよ

うにする必要がある。
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（26） 若林（2000,2001,2002）「言語・コミュニケーション」講義。また，若林

（1983,pp.36�40），同（2016,pp.79�83）など。



大文字の使用については，学習者が英語の大文字使用の習慣との違いに

惑わされることがある。たとえばEspa�na,Jap�on,Madrid,Tokioなどの

国名や地名（固有名詞）は語頭大文字であるが，これらの形容詞espa�nol,

japon�es,madrile�no,tokiotaなどは文頭以外は語頭大文字にしない。ま

た月名，曜日名なども同様である。

以下の例では句読点の脱落を �で示し，直後に正しい句読記号を入れ

てある。実際の発音では休止がない，挨拶の表現や呼格との境目などに必

要な comaが抜けている草稿が意外と多い。②や④の hijaの前，③の

pap�aの後などほとんどがこの種の誤りである。

① Lodejaremosaqu��,tr�aigalo�,porfavor�.

それはここにおきましょう。あなたはそれを持ってきてください。

② �Gracias�,hija! ありがとう。

③ Pap�a�,��quieresuncaramelo�?お父さん，キャラメル
（27）いる？

④ Ah�,muchasgracias�,hija. ああ，どうもありがとう。

⑤ �Hola�,buenosd�as! やあ，おはよう！

音声聴取とは直接関係ないが，表記上の誤り，大文字小文字の混同は多

い。

⑥ hasta＜Hasta」pronto. じゃあ，またね。

⑦ �Mei,miraque＜qu�e」bonito! メイ，見て，きれい！

⑧ Pap�a,miraesearbol＜�arbol. お父さん，その樹を見て。
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（27） ここではcaramelomasticableの意味で使われているので，日本語訳は

キャラメルを当てた。スペイン語のcarameloは通常，�やキャンディー一

般を指す。



⑥は文頭の語頭が小文字になっている例，⑦は品詞の区別（28）を表すア

クセント記号が抜けている例，⑧は不規則なアクセントの位置を示すアク

セント記号が抜けている例である（29）。

6．語彙と読解，作文指導の必要性

言語学者や音声学者が（自身にとっての）未知の言語を自力で記述する

ことができるのは，音声聴取とIPAによる転写の訓練が行われているか

らである。大学課程における初習外国語の学習者に音声聴取の学習を促す

のは，しかし，音声学者の耳を育てることが第一の目的ではない。耳で聞

いて理解し，それを正しく書き取ることができるのは，当該言語の運用に

必要な技能のひとつだからである。

当然のことながら，文法の学習，読解，作文の練習，会話の練習，文化

や習慣の学習などは，聴取理解という，多くの場合言語生活に不可欠な技

能と密接に関係している。基礎文法や初歩的知識の上の段階では，規範的

には破格であるとされるものが，日常の言語生活では当たり前のように現

れることは，指摘されてあるべきである。

文法知識や意味理解による聴取の補正が失敗すると�Ah�arriba!（そこ，

上見て！）が，�Hayarriba!（上にあるよ！）となったり，�Quieresun

caramelo?（キャラメル（30）いる？）が�Quiereslos（31）caramelo?と冠詞

の使用の誤りを引き起こしたりする。Soysuhuevovecino.は huevo

（卵）という語はいくらなんでも既習のはずで，「私はあなたの隣人の卵で
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（28） que：接続詞/関係代名詞，qu�e：疑問詞。

（29） スペイン語のアクセント記号は正書法上必要なもので，補助記号などでは

ないので，あるべきところに書かなかったり，必要の無いところに書いたり

するのは正書法の誤りである。

（30） �（27）参照。

（31） 後続の名詞calamero（単数）と文法上の数が合ってない。



す」はおかしいと気づいてほしい。原音声はSoysunuevovecino.（私

は隣に引っ越してきたものです）である。

また，興味深い音声上の問題や，文法上の問題については，随時学習の

便に供することが望ましい。教科書や辞書が追いついていない，新しい語

や表現（32），日常よく起こる発音の変化，規範的ではない若者言葉なども

いくつか紹介しておいて，学生が自分で「おや？」と気づくことができる

程度にはしておきたい。以下に少し例を挙げる。

若者語（33）なども映画やドラマではよく耳にする。いまどきの日本語で

言えば，「とりま」「あざーす」などに相当するものであろう（34）。

① Esquenaideescupasangre...＜nadie

血を吐いてまで～する人はいない…

② paqueotrosvivanmejor.,＜para

他人がより良く暮らすために，

①は音位転換（metatesis）の例。②は筆者も留学時によく耳にした。

この例は二つとも歌曲の歌詞である。
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（32） 筆者が学生だった1980年代はスペインで�Guay!という若者語が現れた時

期である。スペイン語人の教員をはじめ，先生方が真似しないようにと言っ

ていたのは適切な指導であるが，「そんな表現は無い」とは言われなかった。

今では辞書に記載されている：guay［gw�ai］形，�単複同形��西．若者語�

すっごくいい（小学館『西和辞典』）。

（33） 1980年代にはelcheliと呼ばれる若者独特の発音と言い回しがあった。

V�ctorErice監督の映画Elsur（1983）にも不良がかった少年がしゃべる

スペイン語として用いられている。

（34） 学生によると「とりま」は「とりあえず，まあ」という意味だそうだ。

「あざーす」は学生らが言っているのを聴いて，筆者はしかし，すぐに意味

が分かった。外国語人日本語学習者には「ありがとうございます」とは聴こ

えないだろう。



③ Todalatierrasealegrayseentristecelamar.＜el

陸は喜びに満ち，海は静かになる。

規範的スペイン語ではmar（海）は男性名詞であると教える。しかし

ながら，船乗りや漁村では女性名詞となっていることはスペイン人は皆知っ

ている（35）。

④ Lebrillabantenuementelosahujeritosdelanarizenlosbordes

anteriores.（Lahojaroja.p.10）＜agujeritos

その人の鼻の穴の縁がわずかに光っていた。

MiguelDelibesの小説の朗読テープの一説である。原著にこのように

書いてある。教科書には絶対に載らないが，スペイン人なら聞いたことの

ある音声変化である。これはagujeritosと補完して書き取るべきか，興

味深い問題である。

⑤ Para la Desi,la muchacha,aquelpatio constitu�a una

importanteraz�ondeexistir.＜Desi（Lahojaroja.p.20）

ラ・デシにとってあの中庭は重要な存在理由であった。

⑥ EstabalaCatalinasentaditaensubalc�on.＜Catalina（Ro-

mancedeCatalina,Joaqu�nD�az）

ラ・カタリーナがバルコニーに座っていた。

⑤は同じく MiguelDelibesの小説の朗読テープから。⑥は Joaqu�n
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（35） 安富（2013）p.37。



D�azの歌に出てくる女性の名である。人の名前に定冠詞は付けないのが

普通である（36）。

⑦ Tenga,padre,aestasuhija...quelalunameenga�n�o.Sila

ti�emalense�nada,ens�e�nelaustedmejor.（RomancedeCatalina,

Joaqu�nD�az）

お義父さん，このあなたの娘…，私にウソを吐いたのです。あな

たがちゃんと躾けなかったのだから，躾けなおしてください。

estasuは［指示形容詞＋所有形容詞］で現代スペイン語文法では破格

である。第二文のti�eはtenerの直説法・現在・三人称・単数の語尾脱落

形で，規範的発音ではない。

これらの規範から外れた文や変形した音声が行われているという知識を

学習者が得るのは，音声指導のクラスとそのほかの様々な科目，演習から

である。音声聴取書き取りの指導にあっては，いくつかの例を挙げて，学

習者が他の授業や経験から音声聴取に必要な様々な知識を得られるよう期

待したい。

7．効果的学習法の開発に向けて

学生の聴取書き取りの誤りの検討に基づいて，日本語人外国語学習者の

聴き取りの力を向上させるための自立型学習プログラムの開発に向けて検

討すべき点は以下のように纏めることができる。

1） 音声聴取力の目標の設定
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（36） 有名な女性の名前には定冠詞laが冠されることがある。しかし，ここは

小説の登場人物で，普通のスペイン人女性である。



母語話者の耳を育てることを目標とする。音声学者の耳を育てるこ

ととは異なる。

2） 音声聴取力向上のための学習に先立つ「導入コース（教員指導型）」

のデザイン

授業の一部に①単語，②フレーズ，規範的発音によるディクテーショ

ン，を組み込む。学習した単語や成句の書き取りである。さらにいわ

ゆる作文の授業などで行われる日本語から当該外国語への訳の教材を

用いた，③文や文章の書き取りにつなげる。

また，コミュニケーションの概論的学習として，①言語�非言語，

②発信と受信の手段，③伝達の時空的経路，④伝達の方向，⑤発信者

と受信者の数，⑥意図の有無など言語コミュニケーションのありよう

を考える。

3） 学習法［Ⅰ］として以下の学習ステップのための音声変化学習モジュー

ルを作成する。

� 典型的な音声変化の例を聞かせどういう風に聞こえているかチェッ

ク

� 「誤聴取」の実例ストックを提示して，自分の誤りを同定

� 聞き誤りの音声学的評価を確認

1．音声同定の誤り

1） 調音位置に由来する特性の誤判定

2） 調音方法に由来する特性の誤判定

3） 声帯振動の有無の聞き誤り

4） 音の聴き落とし

5） 過剰聴取（過剰訂正）

2．セグメンテーションの誤り

3．リズムの誤り

� 当該音声連鎖に関して，他の聞き誤りの例と音声学的評価を確認
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し，音声情報の余剰性を認識

1） 文脈による推測埋め合わせ（37）

2） 文法知識による推測埋め合わせ

3） 文化的知識による推測埋め合わせ

4） 語彙・表現の知識による推測埋め合わせ

� 元の音声を何度か聴いて聴取状況を確認。ちゃんと聞こえる/ちゃ

んと聞こえないけれど判る/違う音に聞こえるなどの自己評価

4） さらに発展させるための学習法［Ⅱ］を作成する。

� ［Ⅰ］で幾つかの音声変化を練習した後に，それらが入っている

連続した音声教材の聴取書き取り

� LPフィルタ（38）を用いたリズム聴取の練習

5） 全体を網羅するように教材プラン（設計図）を作る。

6） 音声を聞いて練習するためのハードを選定し，ソフトを作成する。

8．お わ り に

初級スペイン語の聴取書き取りの実践を具体的なより所として，大学課

程における初習外国語の音声教育における音変化教育の問題を検討した。

聴取書き取りは，導入部分を音声学的な分析と説明を行う授業として実施

し，学生を聴取書き取りの進め方に熟達した学習者に育てることを目標と

する。学習項目は，当該言語音声の聴取に必要な音変化の基本的「参照先」

である。

また，学生をして語彙力，文法知識の重要性を認識し，文学に親しみ，

当該言語使用社会の歴史，習慣，文化などの知識と，音声聴取とが連関し
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（37） 簡単なテキストを7語ごとに（ ）で1語を空欄にする演習なども効果的

である。日本語の場合は7文字ごとに（ ）で1文字空欄にする。

（38） Low-passfilter。低域通過フィルタ。
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重要である。
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abstract

Watanabe（2014）investigatedphoneticdescriptionsinO・Connorand

Arnold（1973）regardingtheirworkasakindofcorpusandmadeahy-

pothesisthatthefrequencyofoccurrenceofthefourtypesofreverse

polarityquestionsis,inadescendingorder,［positive＋negative;fall］,

［positive＋negative;rise］,［negative＋positive;fall］and［negative＋

positive;rise］.Twentyfourphoneticexampleswerecollectedfrom the

BBC・sradioprograms.Yet,thecorpuswastoosmalltomakethefre-

quencyrankingclear.InthisresearchIhavefirstsurveyedsomepho-

netictextbookstofindoutifreviewingthepriorstudieswillprovideus

anything・new・aboutthephoneticaspectofthetagquestions.Apart

from beingimpressedbythedetaileddescriptionsinKingdon（1958）,I

stillfinditnecessarytoobtainmorephoneticexamples.Ihaveenlarged

thephoneticcorpusbylisteningtotheArchers,aBBC・sradiodrama,and

got120phoneticexamples.Theresultofmysurveyshowsthatthemost

frequenttypeoftagquestionsis［positive＋negative;fall］,followed,in

descendingorder,by［negative＋positive;fall］,［positive＋negative;

rise］,［positive＋positive;rise］,and［negative＋positive;rise］.Focusing

ontheintonationaspect,therisinganchorscomprise22.5percentwhile

thefallingonesoccupy77.5percent.Theoccurrenceoffallinganchors

prevails.Theoccurrenceoffallingquestiontags（76.7％）ismuchlarger

thanthatofrisingones（23.3％）.Thenecessityofstudyingthenon-

information-seekingfunctionoftagquestionsisalsodiscussed.

Keywords:anchor,falling,rising,questiontag,tones

APreliminaryPhoneticStudyof

TagQuestionsinEnglish

TsutomuWATANABE

�論 文�



1.Introduction

Englishhasasyntacticdevicecalledtagquestions.Thesen-

tences①and② aretheexamplesfromanEFLgrammartoillustrate

it1）.
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① A:a［Karenplaysthepiano,］ab［doesn・tshe?］b（Murphy2004:104）

B:Well,yes,butnotverywell.

② A:a［Youdidn・tlockthedoor,］ab［didyou?］b（Murphy2004:104）

B:No,Iforgot.

Asexamples① and② illustrate,・tagquestions・areusuallydis-

cussedasasyntacticphenomenoninlearners・grammarsorintheo-

reticalwritings.Themaingoalofthisresearchistoshedmorelight

onphoneticaspectsoftagquestionsinEnglish.Theterm・phonetic

aspects・isnotintendedtoimplysomeabstractandtheoreticalorien-

tationsofmyresearch.Rather,Iexpectthatgatheringactualpho-

neticexamplesoftheconstructionanddescribinghowtheysound

likecanbeappliedtohelpEFLteachersandlearnerstoacquirehow

tagquestionsareusedinanactivecontext.

Chaptertwowilltakeupthreegrammarbooks:Takashimaetal.

（2006）,Murphy（2004）,andQuirketal.（1985）.Thefirsttwobooks

areEFLtextbooksandthelastoneisacomprehensivereference

grammar.Thepurposeofreviewingthethreebooksistoinvestigate

howphoneticaspectsoftagquestionsaredescribedbygrammarians.

Chapterthreewilloverview Watanabe（2014）.Intheformer

workItookupO・ConnorandArnold（1973）,whichisatechnicalin-

troductiontotheintonationsystemofEnglish.Icollected143exam-

plesoftagquestionsfrom thenumerousexamplesinthebook.I

regardedthecollectedexamplesasacorpusandexaminedwhich

tonethe・anchor・andthe・questiontag・willassume,respectively,in

・tagquestions・.Theresultofinvestigationwasthatoutof143exam-

ples65instancestookarisinganchorand78instancesassumeda

fallingone.Focusingonthe・questiontag・part,72instancestooka

risingquestiontagwhile71instancesassumedafallingone.

ThethreetermsIusedinthepreviousparagraphshouldbede-

finedexplicitlybecausethegeneralterm・tagquestions・canbeam-

biguous;forinstance,inthecaseofexample①,itmayrefertothe
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wholesentence・Karenplaysthepiano,doesn・tshe?・orthelastpart

・doesn・tshe?・Forthepurposeofavoidingambiguity,Iwillfollow

HuddlestonandPullum（2002:891）anddesignatea［....,］a partan

・anchor・;IwillemploythetraditionalusageofThompsonandMarti-

net（1986:113）andcallb［....?］bparta・questiontag・.Theterm・tag

question・2 isreservedtodescribethewholestructure,a［....,］a＋

b［....?］b.

InWatanabe（2014）Ipointedoutthatthestatisticsobtainedfrom

O・ConnorandArnold（1973）mightnotreflecttheactualfrequencyof

usage.Twentyfourexamplesoftagquestionswerecollectedfrom

BBC・sradioprogrambroadcastovertheInternet.Theresultofinves-

tigationwasthatoutof24examplesfrom ananchoraspect6in-

stancestookarisinganchorand18instancesassumedafallingone

whilefrom aquestiontagaspect13instancetookarisingquestion

tagand11instancesassumedafallingone.Whatiscommonbetween

thestatisticsgainedfrom O・ConnorandArnold（1973）andthatob-

tainedfromWatanabe（2014）isthatoutofallthecollectedexamples

theproportionofrisingquestiontagsisroughly50percentandthat

offallingonesisroughly50percentaswell:72risinginstancesversus

71fallinginstancesinO・ConnorandArnold（1973）;13risinginstances

versus11fallinginstancesinWatanabe（2014）.Dothesestatistics

reflectactualfrequencyofusage?Intheconclusionofmyprevious

studyIpointedoutthenecessityofgatheringmoreactualexamples.

Themainpurposeofthepresentresearchistoenlargethesizeof

phoneticcorpustostudythebehavioroftagquestions.

Chapterfourwillreview sevenbooksonEnglishphoneticsin

chronologicalordertofindouthowphoneticaspectsoftagquestions

aredescribedinthetechnicalandintroductorybooks.Arelatively

largespaceisdevotedtoKingdon（1958）inthereviewbecauseithad

been an influentialtechnicalintroduction to phoneticsbefore

O・ConnorandArnold（1973）waspublished.Watanabe（1994a）and

（1994b）aretechnicalintroductiontoEnglishphoneticswrittenin
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Japanese.Theyarebothhisoriginalworkbuthisdescriptionon

intonationseemstobebasedlargelyonKingdon（1958）.Wewillbe

abletolearnhowtheessenceofKingdon・sstudywasintroducedand

accepted among the phoneticiansin Japan. Carr（2013） and

Cruttenden（2014）willshowhowphoneticaspectsoftagquestions

areintroducedinrecenttechnicalintroductions.Hancock（2003）and

Hewing（2007）areEFLtextbookstolearnhowtoimprovethepro-

nunciationofEnglish.Therelevantsectionsofthebookswilltell

whatisexpectedtoteachandlearnonthetagquestions.Hewing

（2007）seemstobemoreinnovativeinthatheindicatesthetonesof

bothanchorsandquestiontags.

Iexpectthatreviewingthetreatmentoftheconstructioninpho-

neticsbookswillrevealwhathasbeenmissinginthedescriptionsof

tagquestionsintheprecedingstudies.Thelimitofresearchmethod-

ologyuptothepresentwilljustifyconductingtheinvestigationto

collectmoreactualexamplesoftheconstruction.AsfarasIhave

researched,noneofthesixbooksbasestheirdescriptionsoftagques-

tionsonactualphoneticcorpus.

Chapterfivewillreportthefindingsofmycurrentresearch.I

havecollected120phoneticexamplesbylisteningtotheBBC・sradio

drama,theArchersbroadcastovertheInternet.Theexamplesare

classifiedinto10categoriesIwillpropose,consideringbothwhich

polarityananchorandthequestiontagwillassumeandwhichinto-

nationpatterntheywilltake,respectively.

2.PhoneticDescriptionsofTagQuestionsinGrammars

Chaptertwowillreviewthreegrammarbookstoknowhowpho-

neticaspectsoftagquestionsaregenerallydescribedbygrammari-

ans.
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2.1.PhoneticDescriptionsinEFLGrammars

IntheEFLareathefocusseemstohavebeenplacedonhowan

anchorandaquestiontagarecombined. Totakeanexample,

Takashimaetal.（2006:190）introducethefollowingfourexamples:

③ Thatchildcanrunfast,can・the?

④ Annwillbeheretomorrow,won・tshe?

⑤ Thismusicisn・tverygood,isit?

⑥ Youhaven・tgotmykeys,haveyou?

Theyexplainthataquestiontagtakesanegativeformwhenitfol-

lowsapositiveanchorwhereasitassumesapositiveform whenit

followsanegativeone.Theydonotdiscusshowthetagquestions

arepronouncedprobablybecausethebookisdesignedforthepre-

intermediatelearners.

Murphy（2004）isatextbookintendedfortheintermediatelearn-

ers.Hedealswiththephoneticsaswellasthesyntaxoftagques-

tions.ThreeexamplesarequotedbelowfromMurphy（2004:104）

Hestatesthatwhenthevoicegoesdownitindicatesthespeakeris

invitingthelistenertoagreewithhim.Hegoesontosaythatwhen

thevoicegoesupitindicatesthatthespeakerisreallyputtingaques-

tiontothelistener.Withregardtotheexample⑨ hementionsthat

anegativeanchorfollowedbyapositivequestiontagwitharising
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⑦ A:Timdoesn・tlookwelltoday,doeshe?

B:No,helooksverytired.

⑧ A:Youhaven・tseenLisatoday,haveyou?

B:No,I・mafraidIhaven・t.

⑨ A:Youhaven・tgotapen,haveyou?

B:Yes,hereyouare.



toneisusedtoaskforinformationortoasksomebodytodosome-

thing.

2.2.PhoneticDescriptionsinaReferenceGrammar

Murphy（2004）offerspracticalandusefulinformationwhichtells

theEFLlearnershowtagquestionsareusedincontext.Yetweneed

toknowhowtagquestionsaredescribedaspartofthegenerallin-

guisticsystem oftheEnglishlanguage.Acomprehensivereference

grammarwillprovideuswithnecessaryinformation.Quirketal.

（1985:811�812）isquotedbelow whichisoneoftherepresentative

grammarsofthelanguage.

Theyshowusthatthetagquestionshavethreeoptionsintermsof

syntaxandtwooptionsintermsofphonetics.Syntacticallypossible

combinationsofananchorandaquestiontagare（a）positive＋

negative,（b）negative＋positive,and（c）positive＋positive.Tech-

nically,thecombinations（a）and（b）arecalled・reversepolaritytag

questions・andthecombination（c）isnamed・constantpolaritytag

questions・.Phonetically,thequestiontagsinreversepolaritycan

takeoneitherafallingorrisingtonewhereastheonesinconstant
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Figure1（fromQuirketal.1985:811�812）



polaritywillalwaysassumearisingtone.Theobservationthata

questiontagcantakeoneitherafallingorrisingtoneiswidely

sharedinvariousEFLtextbooksandgrammarbooks.Thetoneof

theanchorsisrarelydiscussed.Quirketal.（1985）seem toassume

thattheanchorsarealwaysinafallingtone.

3.Watanabe（2014）

Chapterthreeisarevisedoverviewofmypreviousresearch.I

willdiscussmyformerworktomakeitclearwhatwasobtainedtwo

yearsagoandwhatwasmissing.

3.1.O・ConnorandArnold（1973）

InWatanabe（2014）IconsidereditnecessarytocheckifQuirket

al.・sassumptionthattheanchorofatagquestionwillendwitha

fallingtoneisvalid.IstartedtouseO・ConnorandArnold（1973）as

akindofcorpusandcollectedtheexamplesoftagquestions.One

hundredfortythreeexampleswereobtained.Itwasamazingtofind

outthat65instancestakearisinganchorwhile78instancesassume

afallingone.Thereisnotalargegapbetweentheproportionofa

risinganchorandthatofafallingone.Similarly,nolargegapisob-

servedbetweentheproportionofrisingquestiontagsandthatof

fallingones:72risinginstancesversus71fallingones.Iwillreintro-

ducethedescriptionsinO・ConnorandArnoldtakingupdifferent

examplesfromthoseusedinthepreviousarticle.

Thefollowingexamples⑩ to⑭ illustratethetagquestionswith

fallinganchors.Theinformationinthesquarebracketsdescribesthe

polaritycombinationofananchorandaquestiontagandwhichtone

thelatterassumes.

⑩ A:It�lookslike�rain.（O・ConnorandArnold1973:261）

B:It�does,|�doesn・tit?［positive＋negative;fall］
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⑪ A:YesI�have�finishedmy�course.（O・ConnorandArnold1973:

265）

B:You�tookthee�xamin�June|�didn・tyou?［positive＋nega-

tive;rise］

⑫ A:They�don・t�need�bothofthem.（O・ConnorandArnold1973:

262）

B:Nothey�don・t|�dothey?［negative＋positive;fall］

⑬ A:�Shallwe�givehima�couple?（O・ConnorandArnold1973:265）

B:He�wouldn・tbe�satisfiedwith�that,|�wouldhe?

［negative＋positive;rise］

⑭ A:Whata�lovely�dress!（O・ConnorandArnold1973:266）

B:You�likeit,|�doyou?［positive＋positive;rise］

Thenextexamples⑮ to⑱ arethecasesofthetagquestionswitha

risinganchor.

⑮ A:�Tryit�thatway.（O・ConnorandArnold1973:262）

B:It�maycome�off,|�mayn・tit?［positive＋negative;fall］

⑯ A:�Why�bringme�that�book?（O・ConnorandArnold1973:266）

B:It・sthe�oneyou�askedfor|�isn・tit?［positive＋negative;rise］

⑰ A:Don・ttake�any�notice�ofthem.（O・ConnorandArnold1973:

262）

B:Theycan・t�alwaysbe�right|�canthey?［negative＋positive;

fall］

⑱ A:�Jackthinks�Christine�wantsit.（O・ConnorandArnold1973:

267）

B:She�doesn・t�wantit,|�doesshe?［negative＋positive;rise］

Ashortexplanationontherhythmicnotationswillbeinorder.

Firstthedialogue⑩istakenupasanexample.Averticallineplaced

asasuperscriptontheleftoflooksindicatestheonsetofatoneunit.

Aslantinglineplacedasasuperscriptontheleftofraingoesdown
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fromlefttorighttoshowahighfallingtone.Theunderlineonrain

showsthatitreceivesanucleartone.Averticallinebetweendoes

anddoesn・tsignalsthatthereisaphoneticbreakbetweenthem;the

phrases・Itdoes・and・doesn・tit?・constituteanindependenttoneunit,

respectively.Accordingly,thetagquestion・Itdoes,doesn・tit?・hasa

fallinganchorfollowedbyafallingquestiontag.

Let・slookatthedialogue⑮ next.Theunderlinedmayshows

thatitreceivesanucleartone;aslantingline,whichgoesupfromleft

toright,placedasasubscriptontheleftofmayindicatesthatitas-

sumesalowrisingtone.Theunderlinedmayn・ttellsthatitreceives

anucleartone.Theslantingline,whichgoesdownfromlefttoright,

placedasasuperscriptontheleftofmayn・tindicatesthatittakeson

ahighfallingtone.Therefore,thetagquestion・Itmaycomeoff,

mayn・tit?・hasarisinganchorfollowedbyafallingtag.

ThecharacteristicsofthetagquestionsgatheredfromO・Connor

andArnold（1973）willbesummarizedasintables1and2.Thetables

arequotedfromWatanabe（2014:18,19）withasmallrevision.
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Table1 TagQuestionsinO・ConnorandArnold（1973）（1）

falling
anchor

thepolarityof
theanchor

thepolarityof
thequestiontag

theintonationof
thequestiontag

thenumberof
instances

reverse
polarity

positive negative fall 29

positive negative rise 19

negative positive fall 9

negative positive rise 9

constant
polarity

positive positive rise 12

total 78



TheauthorsofIntonationofColloquialEnglish,J.D.O・ConnorandG.

F.Arnold,werethenativespeakersofEnglishandworldly-renowned

phoneticians.Weshouldbeabletostatethatthedatasummarizedin

theabovetablesreflecttheirintuitionsandemotionstowardhowtag

questionsareusedinEnglish.Yetwecannotregardthenumberof

instancesintheninecategoriesasrepresentingtheactualfrequency

ofeachcategory.Totakethefallinganchorgroupasanexample,the

category［positiveanchor＋negativequestiontagwithafalling

tone］comprises29cases;thecategory［positiveanchor＋positive

questiontag］amountsto12cases.Dothesestatisticsreflecttheac-

tualfrequency?Weneedtocollecttheexamplesusedinactualcon-

versations.

3.2.ThesurveyofBBC・sradioprogram

InWatanabe（2014）24examplesoftagquestionswerecollected

fromBBC・sradioprograms.Theywereallexamplesofreversepolar-

itytagquestionsandnoinstancesofconstantpolaritytagquestions

werefound.Theactualexamplesintroducedinthepreviouspaper

arecutandthedistributionofthereversepolaritytagquestionswill

bepresentedbelow.Thedatahavebeenreanalyzedandconverted

intoanewformatthatwillbeusedinsection5.Thetables3and4

presentthedata,dividedbythekindoftheanchortheytake.The

table5givestheoveralldata.
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Table2 TagQuestionsinO・ConnorandArnold（1973）（2）

rising
anchor

thepolarityof
theanchor

thepolarityof
thequestiontag

theintonationof
thequestiontag

thenumber
ofinstances

reverse
polarity

positive negative fall 13

positive negative rise 17

negative positive fall 20

negative positive rise 15

total 65



Table3atteststhatthetagquestionscantakearisinganchoras

canbepredictedfrom thedescriptionsinO・ConnorandArnold

（1973）.Theobservationthatsixexampleshavebeenfoundcannotbe

denied.However,wearenotsureatthisstageifthedistributionof

thedifferenttypesoftagquestionsintheabovetablesreflectsthe

realisticfrequencyofusageinanaverageconversation.Aswehave

seenintheexamples⑩to⑱insection3.1.2,wehaveninetypesoftag

questions.Evenifwedisregardthetypesoftheanchorwehavethe

followingfivetypes:（1）［positive＋negative;fall］,（2）［positive＋
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Table3 TagQuestionswithRisingAnchorsinBBC・sRadioProgramsin2014

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 0 4

Negative＋Positive 2 0

Positive＋Positive 0 0

Total 2 4

Table4 TagQuestionswithFallingAnchorsinBBC・sRadioProgramsin2014

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 5 9

Negative＋Positive 4 0

Positive＋Positive 0 0

Total 9 9

Table5 TagQuestionswithRising/FallingAnchorsinBBC・s

RadioProgramsin2014

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 5（42） 13（36）

Negative＋Positive 6（29） 0（24）

Positive＋Positive 0（ 0） 0（12）

Total 11（71） 13（72）



negative;rise］,（3）［negative＋positive;fall］,（4）［negative＋posi-

tive;rise］,（5）［positive＋positive;rise］.Thedistributionoffour

typesoftagquestionsintable5doesnotseem tobewell-balanced.

Thebracketednumbersintable5showthenumberoftheinstances

inO・ConnorandArnold（1973）.Weneedtotakeintoaccountthefact

thatWatanabe（2014）gatheredonly24examples.Buttheinstanceof

fivefor［positive＋negative;fall］ismuchsmallerthan42andthe

instanceofzerofor［negative＋positive;rise］appearsunnatural.No

instanceoftheconstantpolaritytagquestionshavebeenreported;

yet,Watanabe（2013b）offersoneexampleoftheconstantpolarity

caseoutofelevenexamples.Wewillhavetoenlargethesizeofpho-

neticcorpustostudythebehavioroftagquestions.

4.Checkingmoreacademicpublications

Icouldrushtocollectmoreexamplesfromradiodramas.How-

ever,itseemssensibletocheckmorenumbersofacademicdocuments

inthefieldofEnglishphoneticswhichrefertotherhythmandinto-

nationoftagquestions.Theproblemoftagquestionswillusuallybe

discussedinthefieldofsyntaxandsemantics.Weneedtoknowhow

ithasbeentreatedinthefieldofeducationalphonetics.Iwilltakeup

relatedsevendocumentsinchronologicalorder.

4.1.Kingdon（1958）

Kingdon（1958）,TheGroundworkofEnglishIntonation,isde-

signedfortheEFLteacherswhowanttoimprovethepronunciation

oftheirstudentswhosecontrolofintonationislamentablewhilethey

displayafairlygoodcontrolofthesegmentalsoundsashepointsout

inthepreface（pagexv）.He（pp.248�254）presents79examplesoftag

questions.Ihaverefrainedfromcountingthenumbersoftagques-

tionsaddedtotheimperativesentencesorthelet・sconstructionsasI

havenotcollectedtheexamplesofthosepatternsinourcorpus
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research,theresultofwhichwillbepresentedinsectionfive.Ihave

alsoexcludedwhatKingdon（1958:251）calls・tagquestionsinviting

contradiction・asquotedbelow.Kingdondoesnotuseaquestion

markwhenhepresentsanexampleoftagquestions.Iwillalsoquote

thetoneticorrhythmicmarksasheuses.

⑲ He�likesit― or�doeshe.（Kingdon1958:251）

⑳ He�doesn・t�likeit― or�doeshe.（Kingdon1958:251）

Kingdonarguesthatthequestiontagalwaystakesanaffirmative

form whethertheanchortakesanegativeornot.Theexamples⑲

and⑳ remindusofthetagquestionsinconstantpolarity.Butthe

formerwillhavetobedistinguishedfromthelatterbecausethepolar-

ityoftheanchorcanchange.

Kingdonseemstoplacemoreemphasisonthedifferenceininto-

nationthanthatinpolaritybetweentheanchorandthequestiontag

whenheintroduceshisexamples.However,Iwillclassifyhisexam-

plestakingintoaccountthepolaritydifferencebetweentheanchor

andthequestiontag.Thecomparisonofthedescriptionsonthetag

questionsbetweendifferentstudieswillbefacilitatedinthatway.

Seventyninetokensoftagquestionshavebeenobtainedintotal.

Howarethefallingandrisinganchorsdistributed?Thenumberof

fallinganchorsis39whilethatofrisingonesis40.Thetwotypesof

tokenscomparefairlywell.IfwequotethestatisticsinO・Connorand

Arnold,thenumberoffallinganchorsis78whereasthatofrising

onesis65.Thenumberoffallinganchorsislargerthanthatofrising

onesby9.0percent.Weneedtocheckhowthepercentagecanchange

inactualusage.

Nowletuscombinetables6and7toproducetable8.Wewillsee

howthetonesofquestiontagsaredistributed.Thenumbersgivenin

bracketsshowsthecorrespondingstatisticsinO・ConnorandArnold

（1973）.
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Kingdonoffers30tokensoffallingquestiontagsand49tokensof

risingones,whichsuggeststheoccurrenceofrisingonesislarger

thanthatoffallingonesby24.0percent.ThestatisticsinO・Connor

andArnoldimpliesthatthebothtypesofquestiontagsoccuralmost

atthesamerate.Weneedtochecktherealisticfrequencyofusage

forbothtypesofquestiontagsintheactuallyspokenexamples.I

wouldhypothesizethatthenumberofrisingquestiontagsare

overrepresentedinbothpublicationsinordertocallthereader・s
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Table6 TagQuestionswithFallingAnchorsinKingdon（1958）

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 9 8

Negative＋Positive 6 10

Positive＋Positive 0 2

Negative＋Negative 0 4

Total 15 24

Table7 TagQuestionswithRisingAnchorsinKingdon（1958）

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 8 11

Negative＋Positive 7 13

Negative＋Negative 0 1

Total 15 25

Table8 TagQuestionswithRising/FallingAnchorsinKingdon（1958）

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 17（42） 19（36）

Negative＋Positive 13（29） 23（24）

Positive＋Positive 0（ 0） 2（12）

Negative＋Negative 0（ 0） 5（ 0）

Total 30（71） 49（72）



attentiontotheusage.

Kingdongivesfivetokensof［negative＋negative］typetag

questions,whoserarityofoccurrenceiscarefullydiscussedinTottie

andHoffmann（2006:290）.Theyconductedacorpusresearchonthe

tagquestionsinwrittenEnglishbasedontheBritishNationalCorpus

andLongmanAmericanCorpus.They（p.288）reportthefrequency

ofoccurrenceperamillionwords:455instancesforAmericanEnglish

and4383instancesforBritishEnglish.Watanabe（2014:12）summa-

rizeswhatTottieandHoffmann（pp.289�291）discussaboutthepossi-

blecombinationsofananchorandthequestiontag.Nophonetic

observationisreportedintheirresearch.Histableisquotedbelowas

table9.

NowletuslookatthesemanticanalysisinKingdon.Hecatego-

rizeshisexamplesintofoursemanticgroups:（a）tagquestionsex-

pressinguncertainty,（b）tagquestionsexpressingcertainty,（c）tag

questionsinvitingcontradiction,and（d）tagquestionsexpressing

disagreement.Ihaveexcludedgroup（c）fromthecountandgroup

（d）arewhatiscalledconstantpolaritytagquestions.Accordingly,

thereversepolaritytagquestions,whichareusualtagquestions,are

largelydividedintotwosemanticcamps:thoseexpressinguncer-

taintyandthoseexpressingcertainty.Thecategorizationseemstobe

thedescriptionssharedbymanygrammarians.Yet,Kingdonpre-

sentsverydetailedobservationsasfollows.Thesamesystem sen-

tencecanbeutteredinsixdifferentwayswithvaryingintonations.

Syntactically,theyareallinstancesof［negative＋positive］typetag

questions. Theparaphrasesin thebracketswereprovided by

Kingdon.
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positive＋
negative

negative＋
positive

positive＋
positive

negative＋
negative

American 69％ 27％ 4％ 0％

British 75％ 17％ 8％ 2instances



� She�never�walks,�doesshe.（Kingdon1958:249）

（＝There・snoneedforher.）

� She�never�walks,�doesshe.（Kingdon1958:250）

（＝Thatwouldreallysurpriseme.）

� She�never���walks,�doesshe.（Kingdon1958:249）

（＝Shecertainlyoughtnotto.）

� She�never���walks,�doesshe.（Kingdon1958:250）

（Noparaphraseisgiven.）

� She�never��walks,�doesshe.（Kingdon1958:249）

（＝Sowhysympathizewithher?）

� She�never�walks,�doesshe.（Kingdon1958:250）

（＝Iknowherlazyhabits.）

AshortexplanationoftherhythmicnotationsbyKingdonwill

begivenbelow.Thesymbolsusedintheanchorareexplicatedfirst.

Averticallineplacedasasuperscriptontheleftofneverinexamples

�,�,�,� and� representsahighlevelheadandthatplacedasa

subscriptontheleftofneverinexample�indicatesalowlevelhead.

Aslantinglinewhichgoesdownfromlefttorightandthengoesup

totherightplacedasasuperscriptontheleftofwalksinexamples

� and� showsahighfalling-risingnucleartone.Lookatthesub-

scriptsontheleftofwalksinexamples�and�next.Therearetwo

slantinglinesthatgodownfromlefttoright,whicharefollowedby

asingleslantinglinegoingupfromlefttoright.Thesubscriptsrep-

resentanemphaticlowfalling-risingnucleartone.Thetwoslanting

lineswhichgoupfromlefttorightplacedasasubscriptontheleft

ofwalksinexample�indicateanemphaticlowrisingtone.Aslant-

inglinewhichgoesdownfromlefttorightplacedasasuperscripton

theleftofwalksinexample� showsahighfallingnucleartone.

Wewilllookatthesymbolsemployedinthequestiontagsnext.

Aslantinglinegoingupfromlefttorightplacedasasuperscripton

theleftofdoesinexamples�,� and� representahighrising

APreliminaryPhoneticStudyofTagQuestionsinEnglish（WATANABE）―143―



nucleartone.Aslantinglinegoingdownfromlefttorightplacedas

asubscriptontheleftofdoesinexamples�,� and� indicatesa

highfallingnucleartone.

Tosummarize,outofsixanchorsfiveofthemendinarisingtone

andonlyoneanchorinexample� endsinafallingtone.Itistobe

notedthatfourrisinganchorsarerealizedinafalling-risingtone.

Howarethesixsentencesgivenaboveinterpretedsemantically?

Inexamples� and�,theiranchorsbothhaveahighfalling-rising

nucleus.Sentence�hasahighrisingquestiontagwhereassentence

� comeswithahighfallingquestiontag.Therefore,wecouldsur-

misethatthesemanticcontrastshownintheparaphrasesarisesfrom

thedifferenceintoneofthequestiontags.Kingdon（1958:248）de-

scribesahighrisingtoneofaquestiontagasexpressinguncertainty

abouttheaccuracyoftheprecedingstatementwhilehe（p.250）char-

acterizesahighfallingtoneofaquestiontagasexpressingcertainty

oftheprecedingstatement.Lookattheparaphrasesgivenforthe

examples.Theonegivenforarisingtagis・There・snoneedforher・

andtheonegivenforafallingtagis・Thatwouldreallysurpriseme.・

Thetwoparaphrasesseem tobericherincontentthanthegeneral

guidelinesheoffers.Woulditbetoomuchifweconsideredthatthe

semanticcontrastwasbroughtaboutnotonlybythedifferencein

toneofthequestiontagsbutalsobythedifferenceintoneofthe

anchors?Sentences�and�sharethesamephoneticanchorswhile

theyexhibitacontrastintoneofthequestiontags.Unfortunately,no

paraphraseisprovidedforsentence�.Wecannotbesureabouta

possiblecontrastthatthedifferenceintonesofthequestiontagsmay

produce.Inthecaseofsentences�and�theparaphrasesaregiven

andtheyarepairedwithaquestiontagintheoppositetonebutthey

exhibitdifferentanchortones.Wecannottelldefinitelyhowmuch

semanticcontributionwillbemadebytheanchorandthequestion

tag,respectively.
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4.2.Watanabe（1994a）,（1994b）

Watanabe（1994a）isageneralintroductiontotheEnglishintona-

tionforthestudentswhowillstudythesubject.Hediscussesthetag

questionsinpages172to178.Whatisnoteworthyabouthiswriting

isthathe（p.173）pointsoutthatthestatementortheanchoroftag

questionsusuallyendsinafallingtonebutthattheanchorcanend

inafall-riseorarisingtoneaswell.Hequotesfourexampleswitha

fallinganchorfrom Kingdon（1958）.Heprovidessevenexamples

from Kingdon（1958）,Lee（1960）,andO・Connor（1955）.Watanabe

statesthatananchorutteredinafall-risetonewillexpressthesubtle

feelingofthespeaker.Fourexamplesarequotedfrom Watanabe

（1994a:173�174）.Examples� and� arethecasesoffallinganchors;

examples� and� arethecasesoffall-riseanchors.

� Shewill�wait,|�won・tshe?（Watanabe1994（a）:173）
3

� Shewill�wait,|�won・tshe?（Watanabe1994（a）:174;Kingdon

1958:249）

� Shewill�wait,|�won・tshe?（Watanabe1994（a）:173;Kingdon

1958:250）

� Shewill�wait,|�won・tshe?（Watanabe1994（a）:174;Kingdon

1958:250）

Watanabe（1994a:174）explains,referringtoKingdon（1958:249�

250）,thatifsentence� isutteredinafall-risetoneasinsentence

�,itwillindicatethatthespeakerhasbeenshockedtoknowthathis

originalbeliefthatthestatementintheanchorwastruehasbeen

contradicted.Watanabegoesontostatethatifsentence�isuttered

inafall-risetoneasinsentence�,itwillshowthatthespeakerbe-

lievesthatthestatementintheanchoristrueandthathewantsthe

hearertosharethebelief.Itseemstomethatinsentences� and

�thespeaker・sbeliefinthetruthofthestatementwillarisefromthe
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fallingtonesinthequestiontag.Watanabedoesnotdiscussthecon-

tributionthatthetoneofaquestiontagwillmakewhenweinterpret

atagquestion.

Watanabe（1994b）isageneralintroductiontotherhythm and

intonationofEnglish.ThebookisintendedfortheEFLteachers.

Watanabe（1994b:148�150）introduces16examplesoftagquestions;

nineofthem arethecasesofreversepolaritytagquestionswhile

sevenofthemareconstantpolarityones.He（p.149）statesthatthe

anchorwillusuallyendinafallingtone.Wherehediscussesthecon-

stantpolaritytagquestions,heaffirmsthatthequestiontagwillusu-

allyendinarisingtone.Hetakesupanexamplewherebothan

anchorandthequestiontagendinarisingtone.Sentence� isthe

example.

� Soyouareabrilliant�linguist,|�areyou?

（Watanabe1994（b）:150;Broughton1990:263）

Watanabeonlyoffersashortcommentonthesemanticsofsentence

�,thatis,itexpressesasarcasm.Itmaybeso.Butwewillhaveto

considerwhatkindofmeaningasyntacticformofaconstantpolarity

tagquestioncanexpress.

4.3.Hancock（2003）

Hancock（2003）isabooktohelpEFLstudentstoworkonpro-

nunciation.Thebookisdesignedfortheintermediatestudents.It

consistsof60lessons.Itseemsinnovativeinthatitonlyspends20

lessonsforvowelsandconsonantswhiletheremaining40lessonsare

usedtopracticewordstress,sentencestress,andintonation.The

practiceofthesenon-segmentalitemswillhelpEFLlearnerstoget

accustomedtothenaturalflowofEnglish,therebyenablingthemto

speaknaturalEnglish.

Hancock（2003:126）discussestagquestionsinunit59.The
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examplesarepresentedinacontextwhichwillhelplearnerstoun-

derstandwhattheymean.Wewillquotetwosetsofexamples.

� A:It・shot,isn・tit?［opinion］（Hancock2003:126）

B:Yeah,let・sopenthewindow!

� A:WesometimeshavesnowinMorocco.（Hancock2003:126）

B:Butit・shot,isn・tit?［checkquestion］

A:No,notinthemountains.

Hancockstatesthatthequestiontagsspokenwithafallingtone

isusedtoexpressaspeaker・sopinion,whereas,bycontrast,theques-

tiontagspokenwitharisingtoneindicatesthatthespeakerintends

tocheckhowthelistenerwillthinkorfeelabouttheparticularmes-

sage.

Novisualsymbolsareemployedinthebook.Theaccompanying

audioCD・shavedemonstratedthat・It・shot,isn・tit?・ispronounced

withahigh-fallingtagwhile・Butit・shot,isn・tit?・isutteredwitha

high-risingtag.Theintonationoftheanchoroftagquestionsisnot

discussed.

4.4.Hewings（2007）

Hewings（2007）isabooktohelpnon-nativespeakersofEnglish

toimproveboththeirreceptionandproductionofEnglishwhenthey

communicatewithnativeandnon-nativespeakers.Thebookisin-

tendedforthenon-nativespeakerswhosecommandofthelanguage

isadequateformostsocial,professionaloreducationalpurposes.The

masteryofsegmentalsoundsisassumed.Thebookconsistsof60

lessons.Thefirstninelessonsdealwithsuchtopicsasregionaland

foreignaccents,thedifferenceinpronunciationbetweenslow and

fastspeech,andconsonantclusters.Theremaining50lessonsdiscuss

suchtopicsasstressinwordsandphrases,featuresoffluentspeech,

organizinginformationinconversation,intonationintelling,asking
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andanswering,intonationinmanagingconversation.Theemphasis

seemstobeplacedtoteachhowtomaximizethefunctionofrhythm

andintonationincommunication.

Hewings（2007:88）discussestagquestioninlesson41.Eleven

examplesareintroduced4.Eightofthemarecasesofreversepolarity

tagquestionsandthreeofthemarethecasesof［positive＋positive］

typeconstantpolaritytagquestions.Theinstanceofthreeoutof

elevenexamplesseemstooccupyacomparativelylargeproportion.

Iwouldthinkthattheauthorstresseshowoftentheconstantpolarity

tagquestionsareusedinBritishEnglishascanbepredictedfrom

TottieandHoffman・s（2006）observations.Theconstantpolaritytype

compriseseightpercentofallthetagquestionscollectedinBritish

NationalCorpus.Wehaveseentheirobservationsintable9.

Visualsymbolsareemployed.Thetoneofbothanchorsandques-

tiontagsisindicated.Tenanchorshaveafallingtonewhereasone

anchorhasarisingtone.Sixquestiontagsendinafallingtonewhile

fivequestiontagsendinarisingtone.Iwillquotethreeexamples.

� TOLDyouIwasRIGHT�,DIDn・tI�?（Hewings2007:88）

� NOTonaDIetagain�,AREyou�?（Hewings2007:88）

� soyouTHINKyou・reCLEVer�,DOyou�?（Hewings2007:88）

Hewings（2007:72）statesthatthecapitalizationindicatesthatapar-

ticularsyllableisprominent.He（p.88）explainsthatafallingques-

tion tag showsthatthe speakerexpectsthe otherparty to

acknowledgethatthestatementistrue.Hegoesontoaffirmthata

risingtagindicatesthatthespeakerwantsthehearertomakeitclear

ifthestatementiscorrectornot.Hedoesnotdiscusswhatthetone

ofananchorcanimply.

4.5.Carr（2013）

Carr（2013）isanelementaryintroductiontoEnglishphonetics
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writtenforthebeginningstudentsoflinguistics,literature,ESLand

otherareasofhumanities5.Thebookisdesignedforbothnativeand

non-nativespeakersofEnglish.Itcontains182pages,ofwhich19

pagesarespentonEnglishintonation.Carr（2013:119）introduces

reversepolaritytagquestionswithsixexamples.Fallinganchorsare

observedintwoexamplesandrisingonesarefoundinfourexamples.

Fallingquestiontags,whichwillinviteagreement,areusedintwo

examplesandrisingones,whichwillexpressthespeaker・suncer-

tainty,areemployedintwoexamples.Thetworemainingexamples

arethecaseswhereaquestiontagdoesnotconstituteanindependent

intonationphrase.Heclaimsthatwhenthetagassumesarisingtone

itdoesnothavetoform anindependentintonationphrase.Iwill

quotetwoexamples.

� She・s�comingtothe�party,isn・tshe?（Carr2013:119）

� She・s�comingtothe�party,|�isn・tshe?（Carr2013:119）

Hearguesthatexample�showsthatthespeakerisnotsurewhether

・she・scomingtotheparty・whereasexample� expressesthatthe

speakerisposingalargerlevelofuncertainty.Hedoesnotdiscuss

themeaningofananchorandthequestiontagseparately.

4.6.Cruttenden（2014）

Cruttenden（2014）isageneralintroductiontoEnglishphonetics

writtenfortheadvancedstudentsofphoneticsandthespecialists.

Cruttenden（2014:291�298）discussesthemeaningsoftones.・Tagin-

terrogatives・,ashecallsit,istreatedinpages295to296.Sixexam-

plesofreversepolaritytagsandfiveexamplesofconstantpolarity

tagsarepresented6.Ofthesixreversepolaritytagsonlyoneisina

positiveform.Iwillquotefourexamples.

� （Heaskedmetodrivehimthere.）Butyouwon・tbeabletogo/
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�willyou?

� （It・salongwayfrom theshops.）It・srightontheoutskirts/

�isn・tit?

� （Ithinkhe・sgoingtoemigrate.）Sohewon・tmarryher/�won・t

she?

� （Rachel・sgoneawaywithJohn.）She・sstillseeinghim/�isshe?

Itistobenotedthatthecontextisgivenintheprecedingsen-

tenceinabracket.Cruttenden（2014:295）mentionsthatthetagscan

takeeitherafallingorarisingtone.Hearguesthat・bothtypesof

toneexpectagreement,thefallinvitingordemandingit,theriseleav-

ingopenthepossibilityofdisagreement・.Hisclaimseemstobedif-

ferentfrom ausualexplanationontherisingtags.Forinstance,

Kingdon（1958）saidthatitwasexpressingtheuncertaintyonthe

partofthespeaker.

5.Theanalysisofphoneticdataontagquestionsusedin

theBBC・sradiodrama

Chapterfivewillreportthefindingsofmycurrentresearch.I

havecollected120phoneticexamplesbylisteningtotheBBC・sradio

drama,theArchersbroadcastovertheInternet.Section5.1willdis-

cusshowthedatahavebeencollected.Section5.2willintroduceone

representativeexampleforeachcategoryIhavesetup.Onehundred

twentyexamplesareclassifiedinto10categories:（1）positiverising

anchor＋negativefallingtag,（2）negativerisinganchor＋positive

fallingtag,（3）positiverisinganchor＋negativerisingtag,（4）nega-

tiverisinganchor＋positiverisingtag,（5）positivefallinganchor＋

negativefallingtag,（6）negativefallinganchor＋positivefalling

tag,（7）positivefallinganchor＋negativerisingtag,（8）negative

fallinganchor＋positiverisingtag,（9）positiverisinganchor＋posi-

tiverisingtag,（10）positivefallinganchor＋positiverisingtag.All
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the120examplesarepresentedintheappendixattheendofthis

paper.

5.1.Theprocedureofcollectingdata

Sevendocumentswerereviewedinsection4.Wesawintable8

thatKingdon（1958）offers30tokensoffallingquestiontagsand49

tokensofrisingones.Ipointedoutthatthenumberofrisingquestion

tagsmightbeoverrepresentedashisexampleswerenotcorpus-

based.InHewing（2007）andCruttenden（2014）theconstantpolarity

tagquestionsseem tooccupyarelativelylargeshareinalimited

numberofexamples.Wecanbesurethatweneedtocollectactual

examplesfromphoneticdatasource.

Theremainderofthischapterwilldiscussnewlycollectedpho-

neticdataoftagquestions.TheArchers,oneoftheBBC・sradiodrama

series,isemployedasasourceofdata.Ihaveobtained34sessionsof

theArchersavailablefrom theBBC・swebsiteandhavemanagedto

collect120examplesfromtheradiodrama,ofwhich113examplesare

thoseofreversepolaritytagquestionswhiletheremainingsevenare

thoseofconstantpolaritytagquestions.Allthedataarepresentedin

theappendixofthisarticle.Forthepurposeofacknowledgingthe

datasource,eachexampleisaccompaniedbythebroadcastdate,and

theminuteandsecondofwhenaparticulardialogueisuttered.The

speaker・sgenderisindicatedby（F）or（M）attheendofeachline.

Wells（2006）isemployedfortherhythmicnotations.Theindi-

catedrhythmsareasfollows:（a）arhythmicbeatasin�hasn・tinex-

ample（12）,whichisrepresentedbyashortverticallineplacedasa

superscriptontheleftofthewordinquestion;（b）thelocationofa

nuclearaccentasinspecialinexample（6）,whichisshownbythe

underline;（c）afallingnucleartoneasin\wasn・tinexample（6）,

whichisindicatedbyaslashgoingdownfrom lefttoright;（d）a

risingnucleartoneasin/aren・tinexample（18）,whichisindicated

byaslashgoingupfromlefttoright;（e）afall-risenucleartoneasin
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\/latelyinexample（12）,whichisshownbythecombinationofthe

fallingandrisingslashes.Therhythmicnotationsaregivenonlyfor

theexamplesoftagquestions.

5.2.Tentypesoftagquestions

Thedatahavebeencategorizedintotentypesintheappendix

basedonthesyntacticandphoneticproperties.Onerepresentative

example7willbepresentedforeachtypeinthefollowing.Sections

5.2.1to5.2.8willintroducethecasesofreversepolaritytagquestions;

sections5.2.9and5.2.10willdealwiththecasesofconstantpolarity

ones.

5.2.1.Positiverisinganchor＋negativefallingtag

Inexample（6）speakerBischeckingthesharedagreement.

（6） A:SodidI.Suchatreat.Allfamilies,allourfriendsand

neighbours,allsittingonthegreentogether.（F）

B:Itwas�rather\/special,\wasn・tit?（F）

（TheArchers14June2016;0:50）

5.2.2.Negativerisinganchor＋positivefallingtag

Inexample（12）afall-risetoneusedbyspeakerAseemstobe

expressinghisslighthesitationinutteringthewordsbecauseheex-

pectsanagreementfromspeakerB.

（12） A:Well,she�hasn・thadmuch�good�news\/lately,|\hasshe?

（M）（TheArchers10July2016;10:09）

B:None.（F）

5.2.3.Positiverisinganchor＋negativerisingtag

Inexample（18）therisingtonesbothintheanchorandthetag

onthepartofspeakerAseemtoberevealingheruneasinessthather
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requestwillbedeclinedbyspeakerB.Hertenacitywinsheraposi-

tiveresponsefromhim.

（18） A:You・re\/coming,|/aren・tyou?（F）

（TheArchers30June2016;4:13）

B:Iwasn・tgoingto.（M）

A:ButIneedyoujustincase.（F）

B:Oh,comeon!（M）

A:I・mgladshewillbeonmyownhere.You・vegottocome.

（F）

B:Okay,whattimetostart?（M）

5.2.4.Negativerisinganchor＋positiverisingtag

Inexample（25）speakerAseemstobeaskingforagreementfrom

speakerB.

（25） A:Andthere・sabirthdaypartycomingupsoon.（M）

B:Well,thatcouldbeadouble-edgedsword.（M）

A:She・snot�worriedabout/that,|/isshe?（M）

（TheArchers14July2016;1:21）

5.2.5.Positivefallinganchor＋negativefallingtag

Inexample（36）SpeakerAischeckingifhisunderstandingis

correct.

（36） A:Howmanyisthatalltogether?（M）

B:Twentyfour.（M）

A:We・regonna�need\twicethat,|\aren・twe?（M）

（TheArchers13June2016;7:54）

B:Attheveryleast.（M）
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5.2.6.Negativefallinganchor＋positivefallingtag

Inexample（87）speakerBisexpressinghisbeliefandisnotex-

pectingaresponsefromspeakerA.

（87） A:Ithoughtyoucouldonlycookfryers.（F）

B:You�really�don・t�knowmeat\all,|\doyou?（M）

（TheArchers10June2016;12:19）

5.2.7.Positivefallinganchor＋negativerisingtag

Inexample（104）speakerAischeckingifherunderstandingis

correct.

（�） A:Buthappilyforyou,I・vehadawordwithhim.Ithasn・t

goneonyour\websiteyet,|/hasit?（F）（TheArchers9June

2016;7:50）

B:No.（M）

A:Good.（F）

5.2.8.Negativefallinganchor＋positiverisingtag

Inexample（112）thefallinganchorshowsthatspeakerAissure

ofherstatementbutshenotices,whilesheisspeaking,shecannotbe

absolutelysure.Herambivalenceisindicatedbyarisingtag.Her

statementiscontradictedbyspeakerBassheisafraid.

（�） A:He�didn・thavehis\bookwithhim,|/didhe?（F）

（TheArchers14June2016;6:12）

B:Oh,healwaysdoes.（M）

5.2.9.Positiverisinganchor＋positiverisingtag

Inexample（114）speakerAseemstobeusingtworisingtonesfor

politenessbecauseheisawarethatspeakerBisinthepositionof

makingdecisions.
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（�） A:Ah,wecangivehimafew/days,|/canwe?（M）

（TheArchers12July2016;11:54）

B:Hum.Iexpectso.（M）

A:Good.

5.2.10.Positivefallinganchor＋ positiverisingtag

Inexample（120）speakerBexpressesthathedisagreeswithwhat

speakerAclaimsbyafallinganchorandarisingtag.

（�） A:Icanalwayscomebackandhelp.（F）

B:You\thinkso,|/doyou?Huh!（M）

（TheArchers11July2016;11:40）

Alexander（1990:258）describessuchcasesasfollows:

Affirmative-affirmativetagscanalsoexpresslessfriendlyfeel-

ingslikesuspicion,disapprovalandeventhreat.Thetonefallsat

theendofthestatementandrisesonlyonthetag.Noansweris

required.

5.3.Discussion

Iwillsummarizethefindingsofthesurveyintheformoftables

asfollows.
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Table10 TagQuestionswithRisingAnchorsintheArchersin2016

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 10 7

Negative＋Positive 5 3

Positive＋Positive 0 2

Total 15 12



Wewillfirstseehow thetonesofanchorsaredistributed.In

section4.2wehavefoundthatKingdon（1958）provides39tokensof

fallinganchorsand40tokensofrisingonesasisshownintables6

and7.InthecaseofO・ConnorandArnold（1973）thenumberoffal-

linganchoris78whereasthatofrisingonesis65.Tables10and11

tellusthatoutof120tokensoftagquestionstherisinganchorscom-

prise27instances（22.5％）whilethefallingonesoccupy93（77.5％）

instances.Theoccurrenceoffallinganchorsprevails.

Nextwewillseehowthetonesoftagsaredistributed.Insection

4.2wehavealsofoundthatKingdon・sexamplesshow thatrising

tags（49instances）outnumberfallingones（30instances）while

O・ConnorandArnold・sexamplestellthatthenumberofrisingtags

（72instances）isalmostthesameasthatoffallingones（71in-

stances）.Thepresentsurveyhasrevealedthattheoccurrenceof

fallingtags（92instancesor76.7％）ismuchlargerthanthatofrising

ones（28instancesor23.3％）.
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Table11 TagQuestionswithFallingAnchorsintheArchersin2016

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 58 9

Negative＋Positive 19 2

Positive＋Positive 0 5

Total 77 16

Table12 TagQuestionswithRising/FallingAnchorsintheArchersin2016

PolarityofAnchorand
Tag

FallingQuestionTag RisingQuestionTag

Positive＋Negative 68 16

Negative＋Positive 24 5

Positive＋Positive 0 7

Total 92 28



ThedatainTottieandHoffmann（2006:304）suggestthatfemale

speakersusetagquestionsaboutoneandahalftimesasoftenasmale

speakersbothinAmericaandinBritain.Ourdatashowthatoutof

120instances61isusedbymalesand59isusedbyfemales.Nogender

differencehasbeenobserved.TheArchers,thesourceofdata,isa

dramaandthescriptsarewrittenbyplaywrights.Thedatahavenot

beentakenfromrealconversations.ButIwouldthinkthatthelan-

guageusedinthescriptswillreflectthesocialmindinEngland.

6.ConcludingRemarks

ThetagquestionsinEnglishareusuallytreatedasasyntactic

phenomenonbothintheoreticalandappliedlinguistics.Wesawin

3.1thatQuirketal.（1985）focusonthepolaritycombinationsofan-

chorsandquestiontags;theyonlyprovidecanonicalpatternsin

termsofintonation.Sevendocumentshavebeenreviewedinsections

4.1,4.2,4.3,4.4,4.5,and4.6tofindouthow the・syntacticpheno-

menon・oftagquestionsisdiscussedinthebooksaboutphonetics.

FourtextbooksonEnglishphonetics,Hancock（2003）,Hewings

（2007）,Carr（2013）,andCruttenden（2014）alldescribetheprototypi-

caltypesoftagquestions.Theexamplesofthefourtextbookscanbe

heardeitheronaccompanyingCD・soronthewebsite.Buttheexam-

pleswillbeconstructedonesandtheirnumbersarelimited.

TwomajorclassicsonEnglishintonation,Kingdon（1958）and

O・Connor&Arnold（1973）,haveprovidedenoughexamplestohelpus

tocountthefrequencyoffallingorrisinganchorsandfallingorris-

ingquestiontags.Unfortunately,theexamplesintheirbooksarenot

corpus-based.

Watanabe（1994a,b）introduceKingdon（1958）explicitlytothe

Japanesereaders.

IfoundWatanabe（2014）・ssurveyinsufficientandhavecollected

120phoneticexamplesoftagquestionsfromtheBBC・sradiodrama.
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Thesurveyhasenabledustoofferpreliminarybutrealisticdataon

theintonationbehavioroftagquestionsaswehavejustseeninsec-

tion5.3.Thefindingswehavegainedmayseemlikecommonsense

butwehavetheadvantageofhavingcollectedtheactualphonetic

data.Whenweconsiderthecombinationofanchorsandtags,the

frequencyofdistributionoffivetypesoftagquestionsareasfollows.

Themostfrequenttypeoftagquestionsis［positive＋negative;fall］,

followed,indescendingorder,by［negative＋positive;fall］,［positive

＋negative;rise］,［positive＋positive;rise］,and［negative＋posi-

tive;rise］.

Theuseoftagquestionsareusuallyillustratedbyadialogue

betweentwopeopleasshowninHancock（2003）.Theexampleis

repeatedbelow.

� A:It・shot,isn・tit?［opinion］（Hancock2003:126）

B:Yeah,let・sopenthewindow!

Ihaveencounteredsuchexamplesasfollows.

（�） Ashby:|Um,so,\yeah,|this�challengesourprecon\ceptions,

|\doesn・tit,|about�what・sgoing\on.|Sowe�really

�haveto�think\hard.|（Ashby2016:0:35:22）

（�） Ashby:�That・savery�good\question,|/isn・tit?

（Ashby2016:0:59:21）

Mrs.Ashbyuttersexample（121）inthemiddleofherlecture.She

seemstobeconfirmingiftheaudiencegothermessagecorrectly.She

uttersexample（122）afteroneoftheaudienceasksheraquestion

afterherlecture.Theutterancedoesnotseemtobeaddressedtothe

originalquestionerbuttotheaudiencethereasiftogettheirap-

proval.

Whatthetwoexampleshaveincommonisthattheydon・texpect
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alinguisticresponsefrom theotherparty.Thetwoutterancesare

employedtoinvolvetheaudienceinthelecture.Theyappeartobe

anexampleofwhatTottieandHoffmann（2006:301;2009:140）charac-

terizeas・facilitating・useofatagquestion.Iwouldconsiderthatthe

canonicaluseoftagquestionsintroducedinEFLtextbookswouldbe

whatTottieandHoffmannputinan・informational・or・confirmato-

ry・category.Yet,TottieandHoffmann（2009:141）reportthatan

・informationaltype・comprisesonly4percentanda・confirmatory

type・occupies37percentintheircorpus.Theremaining59percent

aresharedbyan・attitudinaltype・（18％）,a・facilitativetype・（36％）

andothers（5％）.Thenextresearchtopicwillbetostudytheuseof

tagquestionsbasedonphoneticdatawithafocuson・non-informa-

tionseeking・functions.

Thisresearchwaspartiallysupportedbyagrant-in-aid（言語文化研究

所研究助成 2015）fromTakushokuUniversity.Iwouldliketoexpressmy

heart-feltgratitudetoallthepeopleconcerned.

1 Theexamplesquotedfromtheotherdocumentsareprecededbysucha

circlednumberas① whereastheexamplesoriginallycollectedfrom

radiodramasareprecededbysuchabracketednumberas（1）.

2 Broughton（1990:262）states:・Aquestion-tagisakindofyes/noques-

tionwhichisaddedtoastatement.Thetagstatementmaybepositive

ornegative.Thetwoparts,statementandtag,formonesentence,atag

question.・Historically,Jespersen（1949:481）usestheterm ・tag-ques-

tions・.

3 Example�wasnotfoundinKingdon（1958）.ItseemstobeWatanabe

（1958）・soriginal.

4 Wehaveexcludedquestionstagsfollowingexclamations,imperatives,

andlet・sconstructionsfromourcount.

5 Carr（1999:131）,anearlierversion,usesoneexampleofatagquestion

butnoseparatesectionisprovidedforthetopic.Eventhetermisnot

introduced.
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6 Thesamesixexamplesofreversepolaritytagquestionsandthesame

twoexamplesofconstantpolarityonesareusedinCruttenden（2008:

286�287）,Cruttenden（2001:271） and Cruttenden（1994:246）.

Cruttenden（2014:296）hasaddedthreemoreexamplesofreversepolar-

ityones.Thetopicof・taginterrogatives・isnottakenupinRamsaran

（1989）andinGimson（1980）.Ramsaran（1989:287）statesthat・the

discoursefunctionofintonationistoolargeatopictogointodetail

here.・Cruttendenseemstohavestartedtodiscuss・thefunctionof

intonation・.Eightpagesarespentforthetopicin1994whilefourteen

pagesareofferedin2014.

7 Thenumbersheadingeachexamplearenotinanimmediatesequence

becausetheyarequotedfromtheappendix.
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Appendix

① Reversepolarity:positiverisinganchor＋negativefallingtag

（１） A:Johnny?（F）

B:Kirsty.She・sbeingarealstar.Shehelpswhenevershehas

asparemoment.Butwearestillstruggling,tobehonest.

（M）

A:You�need�someonethere�allthe\/time,|\don・tyou?（F）

（TheArchers5June2016;0:57）

（2） A:Well,if�that・sthesitu�ation,itwouldbe�wrongofmeto

with�holdmyexper/tise,|\wouldn・tit?（F）

（TheArchers8June2016;11:38）

（3） A:Sohewouldbe.Wouldhecomebackforyourkaraoke?

（M）

B:Yah,well,hehadhis\/chance,|andhe\blewit,|\didn・the?

（M）（TheArchers9June2016;5:15）

（4） A:Oh,smellthatrose.（F）

B:It・s\/gorgeous,|\isn・tit?（F）

（TheArchers12June2016;5:55）

（5） A:It・smymom・sbirthday.（F）

B:Oh,havinga\/party,|\isn・tit?（M）

（TheArchers13June2016;2:30）

A:No,no,she・sgoingoutwithourdad.（F）

（6） A:SodidI.Suchatreat.Allfamilies,allourfriendsand

neighbours,allsittingonthegreentogether.（F）

B:Itwas�rather\/special,\wasn・tit?（F）

（TheArchers14June2016;0:50）

（7） A:�Kenton・s\/grumpy,|\isn・the?（M）

（TheArchers26June2016;9:31）

B:Justseemsabitoff.（M）
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（8） A:�Kate・sdonea�great\/job,|\hasn・tshe?（F）

（TheArchers30June2016;10:08）

B:Yah,shehas.（M）

（9） A:Ican・truntothatagain.ButIcouldgetsomecrisps,then.

Youknow,theposhsalt.（M）

B:�Toby,oh,you�really�know �how to�givea�girla�good

\/time,|\don・tyou?（F）（TheArchers4July2016;7:21）

（10） A:I・vekeptenoughsecretsinmytime.（M）

B:That・strue.You・re�rather�goodat\/secrets,|\aren・tyou?

（F）（TheArchers14July2016;10:10）

② Reversepolarity:negativerisinganchor＋positivefallingtag

（11） A:Comeon,Siam.I・mnotsayingit・snotwellintentioned.But

it・ssoover-prescriptive.（M）

B:You�don・t�throwthe�babyoutwith\/bathwater,|\doyou?

（M）（TheArchers5June2016;10:10）

（12） A:Well,she�hasn・thadmuch�good�news\/lately,|\hasshe?

（M）（TheArchers10July2016;10:09）

B:None.（F）

（13） A:You�just�cannot�take�soils\/away,|\canyou?（F）

（TheArchers12July2016;4:37）

（14） A:Thanks,Adam.You�won・tfor�getaboutthe\/tractordriv-

ing,|\willyou?（M）（TheArchers12July2016;11:43）

B:Iwon・t.（M）

（15） A:You・re�really�notMr.�Popularwithyour�business\/part-

ners,|\areyou?（F）（TheArchers15July2016;6:57）

B:IsupposeJoshhasbeenmourning.（M）

③ Reversepolarity:positiverisinganchor＋negativerisingtag

（16） A:They・re�noticing�each\/other,|/aren・tthey?（F）
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（TheArchers13June2016;9:00）

B:Hum.（F）

（17） A:I・m notsayingitwillbe.Ifact,Iknowitwon・t.But�you

and�momhave�doneitafew\/times,|/haven・tyou?（M）

（TheArchers27June2016;6:16）

B:Afew,yes,・afew・isright.（M）

（18） A:You・re\/coming,|/aren・tyou?（F）（TheArchers30June

2016;4:13）

B:Iwasn・tgoingto.（M）

A:ButIneedyoujustincase.（F）

B:Oh,comeon!（M）

A:I・mgladshewillbeonmyownhere.You・vegottocome.

（F）

B:Okay,whattimetostart?（M）

（19） A:Henrywantedtoshowushiscostume.（F）

B:Hewas�reallyen\/joyinghimself,|/wasn・the?（F）

（TheArchers3July2016;8:22）

（20） A:Oh,don・tlooksogrumbler.Wehavesome�good|/news,

|/haven・twe?Reedleistakingmoregeese?（M）

（TheArchers4July2016;1:02）

B:Well,wehavegoodnewsaboutthegeese.（M）

（21） A:Anyrepliestoyourmessageyet?（M）

B:You・re\/joking,|/aren・tyou?（M）

（TheArchers7July2016;4:50）

（22） A:�That・llmake�life/easier,|/won・tit?（M）

（TheArchers14July2016;0:49）

B:Thatnothavingtoworryaboutthecricketteam,Ihope.

Yah.（M）

④ Reversepolarity:negativerisinganchor＋positiverisingtag

（23） A:I・llgiveup,Robert.Thatmustbethetwentiethformyrun.
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（F）

B:Noknack.（M）

A:�Hardlysur\/prising,|/isit?Mustbeshortnotice.I・m

afraidwe・veleftwithnochoice.（F）

（TheArchers10June2016;11:04）

（24） A:Youhaven・tseen\/Rex,|/haveyou?（M）

（TheArchers30June2016;8:10）

B:Afraidnot.（F）

（25） A:Andthere・sabirthdaypartycomingupsoon.（M）

B:Well,thatcouldbeadouble-edgedsword.（M）

A:She・snot�worriedabout/that,|/isshe?（M）

（TheArchers14July2016;1:21）

⑤ Reversepolarity:positivefallinganchor＋negativefallingtag

（26） A:I�think�youand�Iare�toooldandtoex�perienceto�play

\games,|\aren・twe?（M）（TheArchers3June2016;12:10）

B:So?（F）

A:So,um,Idon・tinanywaywanttooffendyou.AndIapolo-

gizeunreservedlyifIdo.Butifyouareagreeable,....（M）

B:Justin,areyouaskingmetobecomeyourmistress?

（27） A:Couldn・tyourecruitsomeone?（F）

B:\Obvious,|\isn・tit?（M）（TheArchers5June2016;1:10）

（28） A:IneedtoknowwhattoexpectwithJaden.（F）

B:I・mnot�suretheyare\different,|\aren・tthey?（F）

（TheArchers6June2016;9:24）

A:ButHenryisagoodkid.（F）

（29） A:Wearesaved.Brookfieldissavedforthekids,forever.（M）

B:It・s\wonderful,|\isn・tit?（F）

（TheArchers7June2016;10:38）

A:Itis.（M）

（30） A:Hi,Pip.（M）
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B:Hello.（F）

A:Lovely\morning,|\isn・tit?（M）

（TheArchers8June2016;0:28）

B:Perfect.（F）

（31） A:Althoughlotsofpeopleattheboobweremakingitupfor

me.（F）

B:It・squitea\party,|\wasn・tit?（M）

（TheArchers8June2016;1:10）

A:I・veneverseenanythinglikeitinthere.（F）

（32） A:WeneedtotalkurgentlyaboutMorganandMinster.（M）

B:Now,mysaleiscool,youmean.It・s\great,|\isn・tit?（M）

（TheArchers8June2016;7:58）

A:No,Toby,it・snotgreat.

（33） A:Well,thankyou,Bert,fromthebottomofmyheart.（F）

B:It・salla�bout�celebrating\Ambridge,|\isn・tit?Wedidn・t

giveupinthefloodandwewon・tgiveupnow.（M）

（TheArchers10June2016;12:19）

（34） A:Bert・sdoneamarvelousjob.（F）

B:�Turnedoutall\right,|\didn・tit?（M）

（TheArchers12June2016;6:47）

（35） A:Ishouldn・tthinkhe・sgonnafinditveryinteresting.（F）

B:Ibelieveit・sa�day\outwithyou,|\isn・tit?（M）

（TheArchers13June2016;1:10）

（36） A:Howmanyisthatalltogether?（M）

B:Twentyfour.（M）

A:We・regonna�need\twicethat,|\aren・twe?（M）

（TheArchers13June2016;7:54）

B:Attheveryleast.（M）

（37） A:�Nice�out\here,|\innit?（F）

（TheArchers13June2016;8:50）

B:Yah.（F）

（38） A:Ifit・strue,somefarmsaresavingahundredquidofcowand
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costs.（M）

B:Gottobeworkedcon\sidering,|\hasn・tit?（F）

（TheArchers15June2016;5:57）

（39） A:Mombarelyknowshowtoworkthedishwasher.（F）

B:Well,she・ll�haveto�readthe\instructions,|\won・tshe?（F）

（TheArchers16June2016;4:46）

（40） A:�Missing�treeandin�fencewherethereusedtobe�old

\hand,|\isn・tthere?（M）（TheArchers17June2016;0:35）

（41） B:Still�recognizably\Ambridge,though,|\isn・tit?（F）

（TheArchers17June2016;0:39）

A:Oh,yes.（M）

（42） A:It・sasmallcommunity.You・regoingtomeetRobTitchen-

er,forexample.（F）

B:Yes,mom.Iknow.I・lljust�haveto\riskit,|\won・tI?（F）

（TheArchers19June2016;4:46）

（43） A:He・s�done�pretty\well,though,|\hasn・the?Hardlygrum-

ble.（M）（TheArchers19June2016;5:08）

B:Yes.（F）

（44） A:Well,we・ve�done�lotsofex�citingthingsto\day,|\haven・t

we?（M）（TheArchers19June2016;10:48）

B:Ilikethissteamtrainbest.（M,child）

（45） A:You�havebeen\readingup,|\haven・tyou?（M）

（TheArchers15June2016;10:11）

B:No,I・llbeanexpert,ofcourse.（M）

（46） A:Whichoneofyouisgonnacomewithme?Oh,shouldIlook

elsewhere?（F）

B:Ithinkmaybe....（M）

C:�Rexwould\loveto,|\wouldn・tyou?（M）

（TheArchers28June2016;9:41）

B:Um.Yah,probablyIcould.（M）

（47） A:The�managerwasveryat\tentive,|\wasn・the?（F）

（TheArchers15June2016;10:11）
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B:Thatwasyourgroups.（M）

（48） A:There・snoneedtoshout.（F）

B:Butyou・vebroken yourwrist. And�IsaidI・d\cook,

|\didn・tI?（F）（TheArchers29June2016;11:46）

（49） A:I�mean,you�gavehera�play\list,|\didn・tyou?（F）

（TheArchers30June2016;5:14）

B:Oh,yes.Shesaiditwasonmytablets.（F）

（50） A:Thislooksverycozywiththelights.（F）

B:Yes,it\does,|\doesn・tit?（F）

（TheArchers30June2016;5:42）

（51） A:He�really�likedthe\Heffers,|\didn・the?（M）

（TheArchers30June2016;6:40）

B:Yah.Butwasn・titamazingheknewMatthew?（F）

（52） A:They�look\happy,|\don・tthey?（F）

（TheArchers1July2016;4:53）

B:Oh.

（53） A:That・shis\job,|\innit?Toputalltheblameonyou.（F）

（TheArchers1July2016;6:32）

B:Buthe・sright.（F）

（54） A:He・sa�happy\bunny,|\innit?（F）Helikesthatbabygym.

（TheArchers1July2016;8:57）

B:Yes,hedoes.（F）

（55） A:Wehavehadafewotherthingsonourmind.（F）

B:Really?Sowe・vebeen\talkingaboutit,|\isn・tit,Henry?

（M）（TheArchers3July2016;2:01）

（56） A:Oh,Anna,I・msosorry.（F）

B:Don・tbe.I�broughtitonmy\self,|\didn・tI?（F）

（TheArchers3July2016;6:11）

A:Idon・tthinkyoushouldlookatitlikethat.（F）

B:Ido.

（57） A:Itmightbedestructivefrom broodingaboutMatthew.

�That・sa�good\thing,|\isn・tit?（F）
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（TheArchers4July2016;5:16）

（58） A:Your�mom・svery\strict,|\isn・tshe?（M）

（TheArchers4July2016;6:24）

B:Shemight,ofcourse.Thankher.（F）

（59） A:Ababe�loves\school,|\doesn・the?（F）

（TheArchers6July2016;4:21）

B:Iusedto.（F）

（60） A:We・lldowhatwethinkisrightforHenry.（M）

B:�That・s�whatwe\allwant,|\isn・tit?（M）

（TheArchers6July2016;11:50）

（61） A:Itreallyisverybeautiful.（M）

B:It\is,|\isn・tit?（F）（TheArchers7July2016;7:06）

A:Thanksforsuggestingit.（M）

（62） A:That�leavesuswithdi\lemma,|\doesn・tit?（M）

（TheArchers7July2016;9:48）

B:Itdoes.（M）

（63） A:It・sa�marvelous\turnout,|\isn・tit,Jennifer?（M）

（TheArchers8July2016;4:39）

B:Yes,allthegreatandtheGoldenBorchester.（F）

（64） A:You・re�very\goodatthis,|\aren・tyou?（F）

（TheArchers8July2016;8:33）

B:Thankyou,Miranda.（F）

（65） A:Atleastwegavehimanicedaytoday.He�loved�playingon

that\tractor,|\didn・the?（F）

（TheArchers10July2016;9:45）

B:Andwiththeotherkid.（M）

（66） A:Evenoneextradayaweek. Itwouldbe\wonderful,

|\wouldn・tit?（F）（TheArchers10July2016;11:06）

B:Yes,ofcourse,itwould.（M）

（67） A:Hede�serves�decent\lunch,|\doesn・the?（M）

（TheArchers11July2016;0:37）

B:Ofcourse.（M）
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（68） A:It・s\nicehere,|\isn・tit?Andthelakedownthere.（F）

（TheArchers11July2016;3:24）

（69） A:Mylasttwentyisenough?（M）

B:Oh,well,de�pendsifI�switchfrom �lagertocham\pagne,

|\doesn・tit?（F）（TheArchers11July2016;10:02）

A:Well,whateveryouwant.（M）

（70） A:�Hangon,\/Jenny,|\hangon.|Imean,you�willbe�backby

\lunchtime,|\won・tyou?（M）

（TheArchers12July2016;6:38）

B:Forheaven・ssake,Brian,surelyit・snotonthewitofyou

andAdamtomakeyourownlunchforonce.（F）

（71） A:They・restill�bit\nervous,though,|\aren・tthey?（M）

（TheArchers12July2016;7:14）

B:Hum.Yah.Stillatwoperson・sbringingupthelane.（M）

（72） A:Youhad�plentygoing�onthe\Brookfield,|\hadn・tyou?

Extendinggrazingsystem?Gettingthenewcows?（M）

（TheArchers12July2016;9:51）

B:Ihadsortof,morethesame.（M）

（73） A:But,comeon. You know what・souttherenowadays.

Driverlesstractors.（M）

B:Hum.In\credible,|\isn・tit?（M）

（TheArchers12July2016;10:23）

（74） A:That・lldoit.Thanks.It・sagoodjobyoucamealong.（M）

B:Sowasthe�ageof\two,|\isn・tit?（F）

（TheArchers13July2016;4:53）

（75） A:ThankgoodnessthatthePickershavegotgoodEnglish.

（M）

B:\Shaming,|\isn・tit?（M）（TheArchers13July2016;6:32）

A:Very.（M）

（76） A:That・sthe�latest\foodiething,|\isn・tit?（M）

（TheArchers13July2016;10:23）

B:Yah.（M）

―170―



（77） A:Tragic.（M）

B:Yah.（M）

A:�Makesyou\think,|\doesn・tit?Lifeisreallyshort.Yougot

tomakethemostofit.（M）（TheArchers14July2016;2:45）

B:Yah.Verytrue.（M）

（78） A:Em\barrassing,|\wasn・tit?|/Sunday?Again?（M）

（TheArchers14July2016;6:32）

B:Oh,youweregreat!（M）

（79） A:It・smy�rolein�lifeto�dayto�worry|\you,|\isn・tit?（F）

（TheArchers14July2016;8:15）

B:You・reverygoodatit.（F）

（80） A:I・mnotgoingtositinsidewhentheweatherissolovely.（F）

B:It\is,|\isn・tit?（F）（TheArchers14July2016;8:26）

（81） A:He�brought�theseforthe\baby,|\didn・the?（M）

（TheArchers15July2016;0:40）

B:Yes.（F）

（82） A:Ican・taffordit.Ifthe�whole�thing・s\/up,|�that・sgonnabe

�good\news,|\innit?（M）（TheArchers15July2016;6:02）

B:Isuppose.（F）

（83） A:Nowyou・llbea�good�boyforyour\daddy,|\won・tyou?

（F）（TheArchers15July2016;11:52）

B:Iwill.（Mchild）

⑥ Reversepolarity:negativefallinganchor＋positivefallingtag

（84） A:Well,maybe,Iwasbeingharshonhim.

He・snota�bad\bloke,|\ishe?（M）

（TheArchers7June2016;6:47）

（85） A:Isee.You�don・t�pullyour\punches,|\doyou?（M）

（TheArchers9June2016;9:05）

（86） B:There・sno\point,|\isthere,Toby?（F）

（TheArchers9June2016;9:10）
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A:Whatyoudon・tlikeaboutme?

（87） A:Ithoughtyoucouldonlycookfryers.（F）

B:You�really�don・t�knowmeat\all,|\doyou?（M）

（TheArchers10June2016;12:19）

（88） A:Oh,IwasreallysorrytohearaboutyourMatthew.（F）

B:Oh,youknowaboutthat.（F）

A:Frommymotherinlaw.（F）

B:You�can・t�keep�anything\quietinAmbridge,|\canyou?

（F）（TheArchers15June2016;10:11）

（89） A:It・s�justthere・sno�getting\awayfromhim,|\isthere?（F）

（TheArchers16June2016;2:19）

B:He・sstilloursoninlaw,likeitornot.（M）

（90） A:Well,Imentioneditinpassing.He�can・tdo�any\harm,

|\canhe?（M）（TheArchers16June2016;5:54）

B:Oh,Isupposenot.

（91） A:Shedidthesame.She�didn・t�ask\Rob,|\didshe?（M）

（TheArchers26June2016;8:59）

B:HowcouldsheTony,Tony?Sheisinprison.（F）

（92） A:Ireallydon・tseethatwecangoonlikethis.（M）

B:It・s�not\good,|\isit?（M）（TheArchers26June2016;10:20）

（93） A:Oh,Caz,yourarm.（F）

B:Ah,Idon・t�knowvery\nice,|\doesit?（M）

（TheArchers1July2016;9:05）

（94） A:Andevenifitwas,I・msureyou・llhandlethesituationwith

yourusualgraceandcharm.（M）

B:I�can・t�say・�no・after\that,|\canI?AsifIwould.（F）

（TheArchers5July2016;4:44）

（95） A:You・renot\chargingthem,|\areyou?（F）

（TheArchers6July2016;1:16）

B:No.I・mjustaskingfordonations.（F）

（96） A:Andwhosuffers?Henry.Hemustbemoreconfusedthan

ever.We�just�can・t\protecthim,|\canwe?（F）However
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hardwetry.（TheArchers6July2016;12:36）

B:Wecanonlydoourbest,Pat.Nothingmore.

（97） A:Wehaven・te�xactlyhadmuch�timeto�do�anything\toit,

|\havewe?（M）（TheArchers10July2016;8:21）

B:No.Butit・sadisgrace.（F）

（98） A:I・llaskMaggie.Ithoughtwe・ve�got�nothingto\lose,|\have

we?（F）（TheArchers10July2016;11:21）

（99） A:No�needfor�dadto�feelhard\dumb,|\isthere?（M）

（TheArchers11July2016;1:05）

B:No.

（�） A:You�don・t\getit,|\doyou?I・vehadmonthsofthisnow.

（M）（TheArchers11July2016;4:44）

（�） A:�Looking�afterme�isn・ttheir\job,|\isit?Hum!（M）

（TheArchers11July2016;5:10）

B:No.（F）

（�） A:Soundslikeonebigyawntome.Don・tyouthink?（M）

B:Notmuchtogetex\citedabout,|\isthere?（F）

（TheArchers13July2016;4:37）

⑦ Reversepolarity:positivefallinganchor＋negativerisingtag

（�） A:Peter・sbarbecue.（F）

B:Oh,�that・sto\night,|/isn・tit?（F）（TheArchers6June2016;

11:01）

A:Yah,Adamhasgotitallinhand:food,themusic,plentyof

blues.（F）

B:That・sallIneed.

（�） A:Buthappilyforyou,I・vehadawordwithhim.Ithasn・t

goneonyour\websiteyet,|/hasit?（F）

（TheArchers9June2016;7:50）

B:No.（M）

A:Good.（F）
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（�） A:Josh,youhave\squaredthiswithhim,|/haven・tyou?（M）

（TheArchers13June2016;8:22）

B:Notyet,no.（M）

（�） A:Re�memberit・syour�daddy・s�special�dayto\day,|/isn・tit?

（F）（TheArchers19June2016;1:46）

B:Yes.（M,child）

（�） A:�I・m a�single\woman,|/aren・tI?IcandowhatIlike.（F）

（TheArchers28June2016;9:32）

B:Absolutely.

（�） A:They・re�havinganaf\fair,|/aren・tthey,|/obviously?（M）

（TheArchers28June2016;11:17）

B:No,they・renot.（M）

（�） A:Well,�that・s\good,|/isn・tit?（F）

（TheArchers1July2016;9:17）

B:Isupposeso.（F）

（�） A:Didn・twanttoputyours,Isuppose.（M）

B:Itwasvery�goodofhimbutyou\needit,|/don・tyou?That

�final\/goodbye?（M）（TheArchers14July2016;2:21）

（�） A:No,Anna.You�will�getour\love,|/won・tyou?（F）

（TheArchers14July2016;9:18）

B:No.Nopressurethen.（F）

⑧ Reversepolarity:negativefallinganchor＋positiverisingtag

（	） A:He�didn・thavehis\bookwithhim,|/didhe?（F）

（TheArchers14June2016;6:12）

B:Oh,healwaysdoes.（M）

（
） A:You・renot\busy,|/areyou?（F）

（TheArchers10July2016;3:38）

B:Look,Pip.I・mgladI・veseenyou.
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⑨ Constantpolarity:positiverisinganchor＋positiverisingtag

（�） A:Ah,wecangivehimafew/days,|/canwe?（M）

（TheArchers12July2016;11:54）

B:Hum.Iexpectso.（M）

A:Good.

（�） A:So�thisis�howyou/doit,|/isit?Stashofbeersupatthe

polytunnels.（M）（TheArchers13July2016;9:17）

B:Onlyforoccasionaluse.（M）

⑩ Constantpolarity:positivefallinganchor＋positiverisingtag

（�） A:Youknow,hewantstotellpeopleareusedtojustreceiving

cropsandlivestockandsoon.（M）

B:�That・s�whathe\said,|/isit?（F）

（TheArchers5June2016;2:20）

（�） A:Brianwantsthefinalreporttopresenttotheparishcouncil

whenwegetback.（F）

B:Sohe・s�goingto�takeitas�light\/reading|onthe\trip,

|/isit?（F）（TheArchers6June2016;8:02）

（�） A:Goodforyou!�Garden\readythere,|/isit?（M）

（TheArchers10June2016;9:13）

B:Yah,prettymuch.

（�） A:IwishIhadhairlikethat.（F）

B:It・sgoodtobeabletochooseformyselfagain.（F）

A:�Rob�choseit\foryou,|/didhe?（F）

（TheArchers6July2016;4:58）

（�） A:Icanalwayscomebackandhelp.（F）

B:You\thinkso,|/doyou?Huh!（M）

（TheArchers11July2016;11:40）
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1．はじめに

本稿では，「音韻」という語の意味・用法の変遷について見ていく。主

として，平安時代から明治・大正期までの日本語文献資料における「音韻」

を扱うが，必要に応じて，中国語における「音韻」や，現代日本語におけ

る「音韻」も取り上げる。
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「音韻」の語誌

阿久津 智

要 旨

「音韻」という語の意味は，各種文献資料から，次のように変遷（派生・拡

大）したと考えられる。「音韻」の（中国における）本来の意味は「音楽的に

調和した美しい音」であった。そこから，「楽器の音色」や「歌声」，「ことば

の音楽的な響き」という意味が生まれた。さらに，「詩のリズムや韻律」とい

う意味や，「漢字音」（中国語音），詳しくいえば，その要素・体系・発音・研

究などの意味が生まれた。この用法は，さらに「梵語音」にも応用されたが，

漢字音以外の言語音に「音韻」を用いることは，中国では，一般的にはならな

かった。これらの意味は，平安時代初期に，中国から日本へ伝わった。日本で

は，「音韻」に，漢字音以外の「言語音」を表す用法が発展し，明治以降，「音

韻」は，西洋言語学における言語音（研究）を表す専門語（翻訳語）としても

使われるようになった。

キーワード：音韻，音韻の意味，音と韻，音韻学

�研究ノート〉



はじめに，「音韻」という語の，現代の辞書における意味記述・意味区

分について概観する（第2節）。続いて，文献資料に現れた「音韻」の用

例を時代順に見ながら，「音韻」の意味・用法について分析する（第3節）。

最後に，「音韻」の意味・用法の時代的な変遷についてまとめる（第4節）。

なお，本稿では，伝統的な音韻学や現代の音韻論における専門的な議論に

は立ち入らない。また，漢字の字体は，基本的に，現代日本語の通用字体

を用いる（康煕字典体（旧字体）や現代中国の簡体字で，現代日本語の通

用字体と異なるものは，現代日本語の通用字体に改める。「音韻」・「音韵」

の表記は，「音韻」に統一する）。

2．辞書における「音韻」の意味

本節では，現代の辞書における「音韻」の意味記述（語義説明，語釈）・

意味区分（語義区分）を見ていく。ここでは，日本語の辞書に加えて，日

本語の「音韻」が歴史的に中国語に由来することを踏まえ，中国語の辞書

における「音韻」についても見ていく。日本語の辞書としては，大型国語

辞典の『日本国語大辞典 第二版』（小学館2000�2002），中型国語辞典の

『大辞林 第三版』（三省堂2006），日本語学の専門辞典の『日本語大事典』

（朝倉書店2015年）を取り上げる。中国語の辞書としては，大型中国語辞

典（一言語辞典）の『漢語大詞典』（上海辞書出版社1986�1994）と，中

国語学の専門辞典の『中国語言文字学大辞典』（中国大百科全書出版社

2007）を取り上げる。

まず，『日本国語大辞典 第二版』（以下『日本国語大』）における「音韻」

の意味記述・意味区分を，下に挙げる（下線は筆者。以下同じ）。

① 音とひびき。また，その調和。音色（ねいろ）。*経国集〔827〕一

三・奉和搗衣引〈巨勢識人〉「通霄砧杵未�為�足，音韻��不二相譲一」

〔筆者注：「�」は，同辞典では�〕*西国立志編〔1870～71〕〈中村正
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直訳〉二・八「大風琴（ヲルガン）を建る事を，或人より托せられた

りければこれより，始めて音韻（�注〉テウシ）を調和することを学

び」*宋書�謝霊運伝論「一簡之内，音韻尽殊，両句之中，軽重悉異」

② （漠然と）言語音をいう。*小説神髄〔1885～86〕〈坪内逍遙〉下・

文体論「音韻（オンヰン）の似ると似ざるとには係（かかは）らず」

*日本語学一班〔1890〕�岡倉由三郎�三「思想交換の良好方便たる言

語は，音韻を以て其原料とす。されど只，音韻を発したるのみにては，

意を他人に通じ得べからず」〔他の用例は省略〕

③ 漢字の表わす一音節の頭初の子音とそれを除いた後の部分。音（声

母・頭子音）と韻（韻母）。*寛永刊本江湖集鈔〔1633〕一「音韻は体

用也。吹出す処が音也。それより色々に分て出る処が韻ぞ」

④ 言語学で，具体的な音声から音韻論的な考察を経て抽象された言語

音をいう。*国語音韻論〔1931〕〈金田一京助〉二・一「この抽象され

た音声観念が即ち言語学上音韻と呼ばれて，言語の形式を為す所のも

のである」

『日本国語大』では，「音韻」の意味を4つに分けている。同辞典は，

「語釈」については，「原則として，用例の示すところに従って時代を追っ

てその意味・用法を記述する」（「凡例」）という「編集方針」をとってい

ることから，同辞典では，①（「音とひびき。また，その調和。音色。」）

の意味が最も古く，次いで，②，③，④の順に意味が発生したと認めてい

ることになる（なお，同辞典では，「用例」については，「その意味・用法

について，もっとも古いと思われるもの」を採用する方針をとっている）。

次に，『大辞林 第三版』（以下『大辞林』）における「音韻」の意味記述・

意味区分を挙げる。

① 言語の音声。

② 現実の音声に対して，言語学的分析に基づく抽象的な音。

③ 音素。
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④ 漢字音の声母（頭子音）と韻母。

⑤ 音色。響き。

『大辞林』では，「音韻」の意味を，『日本国語大』より多い5つに分け

ている（現行の国語辞典では，意味区分が最も多いと思われる）。『大辞林』

は，「意味の記述順序」に関して，「最初に現代語としての一般的な意味・

用法を記し，そのあとに順次特殊な意味・用法，古語の意味・用法を記」

（「凡例」）すという（『日本国語大』とは異なる）「編集方針」をとってい

る。同辞典では，①の意味（「言語の音声。」）を，現代語として最も「一

般的な意味・用法」と認めていることになる（なお，筆者の調査では，現

代日本語の書き言葉に最も多く現れたのは，同辞典の②に当たるものであっ

た（阿久津2016：26））。

次いで，『日本語大事典』（以下『日本語大』）を取り上げる。同事典上

巻の「音韻」（高山倫明執筆）では，「『音韻』という用語は，伝統的な意

味用法に加え，欧米における言語音（人間が言語活動を行う際に用いる音

声）にかかわる研究の潮流とその訳語の問題が複雑に絡んで，多様な意味

合いを含んでいる。」として，以下のような意味を挙げている（以下は，

筆者がまとめたものである（原文を一部変えている。①～⑧の数字は原文

にはない。�〉はその意味の使われる分野・時代を示す））。

［中国における「音韻」］

① �伝統的な漢語〉聴覚に訴えるもの全般

② �伝統的な漢語〉詩文の韻律

③ �漢字を軸とする中国の伝統的な言語研究（小学）〉漢字を構成する

形・音・義のうちの音，すなわち字音

④ �字音研究（「音韻之学」）・六朝時代～〉字音を構成する要素の総称

［日本における「音韻」］

②��伝統的な漢語・平安初期～〉詩文の韻律

⑤ �悉曇学や韻学・平安初期～〉言語音（字音を含む。鎌倉時代から
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は日本語音にも適用される）

⑥ �今日の日本語学〉文法・語彙などと並ぶ言語を構成する要素とし

て，聴覚に訴える部分全般

⑦ �音韻論〉phonemeの訳語

⑧ �音韻論�（音声に対して）理念化したレベルの言語音全般〔これに

は諸学説がある（ここでは省略）〕

『日本語大』では，番号を付けて（明確に）意味区分を行うことはして

いないが，ここでは，同事典の記述に基づいて，上の8つに区分しておく。

つづいて，中国語の『漢語大詞典』（以下『漢語大』）における「音韻」

の意味記述・意味区分を挙げる（〔 〕内は筆者訳。以下同じ）。

① 抑揚頓挫的和諧声音。〔めりはりがあって調和した音。〕�晋書・摯

虞伝�：・施之金石，則音韻和諧。〔之
これ

を金石（楽器）に施せば，則
すなわ

ち

「音韻」和諧（調和）す。〕・唐劉禹錫《百舌吟�：・笙簧百囀音韻多，

黄�呑声燕無語。〔笙簧
しょうこう

（笙の笛）百たび囀
さえず

り「音韻」多く，黄�
こ う り

（ウグイス）声を呑
の

み燕
つばめ

語ること無し。〕・元李好古《張生煮海》第四

折：・聴三弄瑶琴，音韻非俗。〔瑶琴
ようきん

を三たび弄するを聴く。「音韻」

非俗なり〕・亦指女子的風度儀態。〔また，女子の容姿・態度を指す。〕

�太平広記》巻四四引唐李復言《河東記�：・有頃見一女人，年可二八，

容華端麗，音韻幽閑。〔頃
しばら

く有りて一女人を見る。年は二八（16歳）

なるべし。容華（容色）端麗にして，「音韻」幽閑（上品）なり。〕・

② 指文学作品的音節韻律。〔文学作品のリズムや韻律を指す。〕南朝梁

沈約《答陸厥問声韻書�：・若以文章之音韻，同絃管之声曲，則美悪妍

蚩，不得頓相乖反。〔若
も

し文章の「音韻」を以て，絃管の声曲と同じ

くせば，則ち美悪妍蚩
け ん し

（美醜），頓
とみ

に相乖反
かいはん

（離反）することを得ず。〕・

�宋書・謝霊運伝論�：・欲使宮羽相変，低昂互節，若前有浮声，則後

須切響。一簡之内，音韻尽殊；両句之中，軽重悉異。妙達此旨，始可

言文。〔宮羽（音律）をして相変じ，低昂
ていこう

（高低）互節（交互に節づ
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け）せんと欲し，若し前に浮声（軽い音）有らば，則ち後に 須
すべから

く切

響（切迫した音）をもちいるべし。一簡（一節）の内，「音韻」尽
ことごと

く

殊に，両句の中，軽重 悉
ことごと

く異なり。妙
たえ

に此
こ

の旨に達せば，始めて文

と言うべし。〕・

③ 漢字字音中声母、韻母、声調三要素的総称。〔漢字字音中の声母・

韻母・声調の三要素の総称。〕

『漢語大』の「凡例」には，意味記述の順序について何も述べられてい

ないが，これと意味記述・意味区分がほぼ同じである『辞源 第3版』

（商務印書館2015年刊）の「体例」〔凡例〕では，「多義詞的解釈一般以本

義，引申，通仮為先後」〔多義語の解釈は一般に本義，派生義，仮借（に

よる転義）の順とする〕としていることから，『漢語大』でも同様に，同

辞典の①を「本義」と見なしていると思われる。

最後に，『中国語言文字学大辞典』（以下『中国語文大』）における「音

韻」の意味記述・意味区分を挙げる。

① 又名声韻。漢語語音声母韻母声調三要素的総称。〔また声韻という。

中国語音の声母・韻母・声調の三要素の総称。〕

② 音韻学的簡称。又叫声韻。〔音韻学の略称。また声韻という。〕

③ 音韻学的著作。李思敬著。1985年作為 ・漢語知識叢書・分冊之一

由商務印書館出版。〔音韻学の著作。李思敬著。1985年に「漢語知識

叢書」の1冊として商務印書館より出版された。〕〔以下省略〕

『中国語文大』は，専門辞典であり，専門的な意味しか掲載していない。

以上の5つの辞書における「音韻」の意味記述・意味区分をまとめると，

おおむね表1のようになる（『漢語大』①の「亦指女子的風度儀態。」と，

『中国語文大』③は含めていない）。

以上の辞書の記載（説明・用例）をもとに，「音韻」の主な意味を，時

代順・地域別に分け，また，筆者の調査（阿久津2016：24,30）による現

代語における「音韻」の意味を加えて示すと，図1のようになる。
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以下，これを基に（たたき台として）「音韻」という語の意味・用法の

変遷について見ていく（図1の各意味を，それぞれ図1①～図1⑤と呼ぶ

ことにする）。

「音韻」の語誌（阿久津） ―183―

表1「音韻」の辞書における意味区分

意味

辞書

響き・音色

言語音

漢字音 言語学的に見た言語音

音全般

詩の

リズム

や韻律

漢字音
漢字音

の要素

漢字音

の研究

言語音

体系

抽象化

した音
音素

日本国語大 ① ② ③ ④

大 辞 林 ⑤ ① ④ ② ③

日 本 語 大 ① ② ⑤ ③ ④ ⑥ ⑧ ⑦

漢 語 大 ① ② ― ③ ―

中国語文大 ― ― ① ② ―

時代

地域
日本伝来以前 日本伝来以後 現 代

中 国

①音の響きや音色
音楽的な響き，楽
器の音色

②詩のリズムや韻律 詩のリズムや韻律

③漢 字 音
漢語音韻学，中国
語音

日 本

（中国語から） ①�音の響きや音色
音楽の響き，こと
ばの響き

（中国語から） ②�詩のリズムや韻律 詩の韻律

（中国語から） ③�漢 字 音 漢字音の構造

④ 言 語 音 ことばの発音

⑤言語学的に
見た言語音

言語学的に見た言
語音（体系）

図1「音韻」の意味の変遷�



3．文献資料に見る「音韻」の意味・用法

3．1「音」と「韻」

まず「音韻」の構成要素である「音」と「韻」の語源について見ていく。

「音」については，中国最古の字書である，許慎の『説文解字』（100成

立）に，「声也。生於心，有節於外，謂之音。宮商角徴羽，声也；糸竹金

石匏土革木，音也。（句読点は「中国哲学書電子化計劃」による）〔声なり。

心に生じ，節外に有り，之を音と謂
い

う。宮・商・角・徴・羽（音階）は声

なり。糸・竹・金・石・匏
ほう

・土・革・木（楽器）は音なり。〕」とある。こ

れによれば，「音」は，単なる音ではなく，音楽的な（調和した）音を表

すことになる。また，『詩経』（毛詩）「序」や，『礼記』「楽記」には，「声

成文謂之音〔声文を成す，之を音と謂う〕」とある。これについて，李

（1998：45）は，「・声成文，謂之音・，加以芸術化（文飾而有節）借以抒発

内心之感情的 ・声・才称之為 ・音・。因此，・音・指歌詠之音，又引伸為器

楽之 ・八音・。〔「声文を成す，之を音と謂う」とは，芸術化を行う（文飾

して，節をつける）ことによって，心の中の感情を述べる「声」を，はじ

めて「音」と呼ぶことができるということである。それゆえ，「音」は，

歌の音を指し，また，派生義として，器楽の「八音」（糸竹金石匏土革木）

をいう。〕」と述べている。一方，加納喜光『漢字語源語義辞典』（東京堂

出版2014）は，「音（オン・イン）」の語源について，藤堂明保の説を踏

襲し，「［コアイメージ］中に入れてふさぐ。［実現される意味］物の発す

る響き（おと）。」としている。また，『広漢和辞典』（大修館書店1981�

1982）は，「音」の「解字」で「弦・管楽器や金石草木などから発するお

との意を表す。」，「語家族」で「ことばにならないおと・楽器などのおと

の意を表す。」と述べている。

「韻」については，『説文解字』にこの字は見えない（徐鉉が校訂した
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「大徐本」（986成立）の「新附」には，「韻和也〔韻は和なり〕」とある）。

「韻」には，古くは「均」が使われていた。李（1998：46）によれば，「韻」

が使われた最も古い例は，陸機（261�303）の『文賦』であり，「韻」は，

音楽で使われる「均」と区別して，文学の分野で使われはじめたという。

『漢字語源語義辞典』では，「韻（イン）」の語源について，「［コアイメー

ジ］丸く行き渡る。［実現される意味］調和した音楽の調べ（音楽や言葉

の心地よい響き）。」としている。『広漢和辞典』は，「韻」の「解字」で

「まろやかな音，ひびきの意を表す。」と述べている。

以上から，「音」と「韻」には，ともに古くから音楽的な音の意味があっ

たことがわかる。ここから推して，「音韻」という語は，類似した意味の

語（字）を並べた，並立構造によって成立した語で，原義は「音楽的に調

和した美しい音」であると考えられる。

3．2 日本伝来以前の中国における「音韻」

「音韻」という語が現れる最も古い文献は，（その成立年代からいえば）

沈約�『宋書』（488成立）のようである（以下，中国語文献の用例は，

「中国哲学書電子化計劃」などを検索して求めた。句読点は，「中国哲学電

子化計劃」などによる）。

（例1）「…旧京荒廃，今既散亡，音韻曲折，又無識者，則於今難以意

言。」于時以無雅楽器及伶人，省太楽并鼓吹令。〔「…旧京（洛陽）

荒廃し，今既に散亡す，『音韻』曲折し，又識
し

る者無ければ，則

ち今において意を以
もっ

て言うこと難し。」時に雅楽器及び伶人
れいじん

（楽

師）無きを以て，太楽（楽官）並びに鼓吹令（軍楽官）を省く。〕

（巻十九「楽一」）

（例2） 暢随宜応答，吐属如流，音韻詳雅，風儀華潤，孝伯及左右人並

相視歎息。〔（張）暢
ちょう

，随
したが

いて宜しく応答し，吐属（話しぶり）

流るる如く，「音韻」詳雅（優雅），風儀華潤（華麗）にして，
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（李）孝伯及び左右の人並びに相視
み

て歎息
たんそく

す。〕（巻五十九「張暢

伝」）

（例3） 欲使宮羽相変，低昂互節，若前有浮声，則後須切響。一簡之内，

音韻尽殊；両句之中，軽重悉異。〔中略〕至於高言妙句，音韻天

成，皆闇与理合，匪由思至。〔（『漢語大』②の用例にある部分は

省略）高言・妙句に至り，「音韻」天成にして，皆闇
あん

に理と合う

も，思いの至るに由
よ

るにあらず。〕（巻六十七「謝霊運伝」）

例1の「音韻」は「楽器の音色」（図1①に相当），例2の「音韻」は

「ことば（話しぶり）の音楽的な響き」（図1①に相当），例3の「音韻」

は「詩のリズムや韻律」（図1②に相当）を表している。

先に見たように，「音韻」の本義は「音楽的に調和した美しい音」であ

ると考えられるが，この意味（図1①に相当）の例をさらに挙げておく。

（例4） 為《上堵吟�，音韻哀切，有惻人心，今水次尚歌之。〔「堵
と

（堵

水）に上る吟」を為
つく

る，「音韻」哀切にして，人心を惻
いた

むもの有

り，今水次（水路の宿駅）尚
なお

之を歌う。〕（�
れき

道元注『水経注』

（515頃成立）巻二十八「�水」）

（例5） 儁身長八尺，鬚鬢皓然，容止端詳，音韻清朗。〔儁
しゅん

（俊）は身

長八尺，鬚
しゅ

（ひげ）鬢
びん

皓然
こうぜん

（白く），容止（挙動）端詳（端正）

にして，「音韻」清朗なり。〕（令狐徳�等�『周書』（636成立）

巻三十七「寇儁伝」）

（例6） 魏武帝時，河南杜�精識音韻，為雅楽郎中，〔魏の武帝（曹操）

の時，河南の杜�
と き

「音韻」を精
くわ

しく識り，雅楽郎中（官）と為
な

る。〕

（房玄齢等�『晋書』（646成立）巻十六「律暦上」）

詳しくいえば，例4は「歌声」を，例5は「ことばの音楽的な響き」を，

例6は「楽器の音色」を表している。

つづいて，「漢字音」を表す「音韻」（図1③に相当）の例を挙げる。

（例7） �水又東南逕辰亭東，俗謂之田城，非也。蓋田、辰声相近，城、
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亭音韻聯故也。〔�水
い す い

は又東南のかた辰亭の東を逕
ゆ

く，俗に之を

田城と謂うは，非なり。蓋
けだ

し田・辰
しん

，声相近く，城・亭「音韻」

聯
つら

なるが故ならん。〕（�道元注『水経注』（515頃成立）巻二十

二「�水」）

（例8） 自茲厥後，音韻鋒出，各有土風，遽相非笑，〔中略〕李季節著

音韻決疑，時有錯失；陽休之造切韻，殊為疎野。〔茲
ここ

（三国の魏

の時代）より厥
そ

の後，「音韻」鋒
さかん

に出で，各々土風（土地の風）

有り，遽
にわか

に相非笑（非難嘲笑）す，（中略）李季節『音韻決疑』

を著すも，時に錯失（誤り）あり。陽休之，切韻（反切）を造る

も，殊に疎野（粗野）為
た

り〕（顔之推『顔氏家訓』（600頃成立）

巻下「音辞篇」）

（例9） 昔開皇初，有儀同劉臻等八人，同詣法言門宿。夜永酒闌，論及

音韻。（句読点は，汪寿明選注『中国歴代音韻学文選』（華東師範

大学出版社2003）による）〔昔，開皇（隋代）の初め，儀同（官）

の劉臻
しん

等八人有りて，同
とも

に（陸）法言の門宿に詣
いた

る。夜永く酒

闌
たけなわ

にして，「音韻」に論及す。〕（陸法言等�『切韻』（601成立）

「序」。陳彭年等�『大宋重修広韻』（1008成立）による）

詳しくいえば，例7の「音韻」は「漢字音の要素・体系」，例8と例9

の「音韻」は「漢字音の研究」（音韻学）ということになるだろう。

中国における言語音（漢字音）研究である「音韻学」の始まりは，「反

切」（ある漢字の音を，他の漢字2字で表す方法。1字目が声母（頭子音）

を表し，2字目が韻母（頭子音以外の部分）を表す）の発見（漢代末），

および，それをまとめた「韻書」の成立とされる（張1931：67など）。こ

の音韻学的な「音韻」の現れる古い文献として，決まって挙げられるのは，

例8の『顔氏家訓』である。例7は，それより古い例と思われ，このころ

（6世紀初め）に（後に散佚した）韻書があったことをうかがわせるが

（ちなみに，『広韻』では，「城」は「下平」十四の「清」韻に，「亭」は
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「下平」十五の「青」韻に属する），『水経注』は明清代に復元されたもの

であるため，確かなところはわからない。

以上のほかに，唐代の文献には，「音韻」が漢字音（中国語音）以外の

言語音を表す例も見られる。

（例10） 文辞婉密音韻循環。或一言貫多義。或一義綜多言。声有抑揚。

調裁清濁。〔文辞婉密
えんみつ

（緻密）にして，「音韻」循環（連続）す。

或いは一言（語）多義を貫く。或いは一義多言を綜
あつ

む。声に抑揚

有り。調は清濁を裁つ。〕（玄奘『大唐西域記』（646成立）巻十

二）

（例11） 与唐書旧翻。兼詳中天音韻。不無差反。考覈源濫。所帰悉曇。

（句読点は例15による）〔唐書の旧翻と，中天（中天竺）の「音

韻」とを兼ねて 詳
つまびら

かにするに，差反無きにあらず，源濫
げんらん

（起源）

を考覈
こうかく

（考察）するに，帰する所悉曇
しったん

なり。〕（智広『悉曇字記』

（794頃成立））

例10と例11の「音韻」は，いずれもインドの言語（サンスクリット語，

梵語）の「言語音の要素・体系」を表している。

例11の『悉曇字記』は，中国における悉曇学（インド音韻学）の初期

の教科書であり，日本における悉曇学の創始にも大きな影響を与えた書物

である。悉曇学は，日本には，平安時代の初めに密教とともに伝えられ，

その興隆とともに盛んになったが，中国では早くに廃れてしまった（密教

および悉曇学の資料は，中国では散佚したが，日本に多く残されている。

なお，例11の『悉曇字記』は，「国立国会図書館デジタルコレクション」

によった）。「音韻」を漢字音（中国語音）以外の言語音に使う用法も，中

国語では，一般的にはならなかったようである（『漢語大』，『中国語文大』

をはじめ，中国の辞典には，この意味は載せられていない）。

ここまで見てきたことを基に，推定される中国語（日本伝来以前）にお

ける「音韻」の意味の変遷（派生）を示しておく（図2）。
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3．3 平安時代における「音韻」

日本の文献に見られる最古の「音韻」の用例は，空海の著作中に現れた

ものであるらしい（釘貫1997：209）。『文鏡秘府論』（820頃成立）「天巻」

に『宋書』「謝霊運伝」からの引用（例3の前半部分）が見られるほか，

『性霊集』（835頃成立）に，次のような例が見られる（以下，用例の収集

には，「ジャパンナレッジ」のほか，「国立国会図書館デジタルコレクショ

ン」，「国文学研究資料館 電子資料館」などの各種データベースを用いた。

明治以降の翻刻本については，その書名・出版者・出版年を付す）。

（例12） 故ノ従五位上勲十一等晋卿
シンケイ

ノ之第九ノ男也。父晋卿ハ遥カニ慕テ
二聖

風ヲ
一遠ク辞ス

二本族ヲ
一。誦シテ

二両京之音韻ヲ
一。改ム

二三呉之訛響ヲ
一。

口ニハ吐イテ
二唐言ヲ

一発二揮ス嬰学之耳目ヲ
一。（巻四「為ノ

三藤ノ真川カ

挙スルカ
二浄豊ヲ

一啓」）（『弘法大師全集』巻第十 吉川弘文館・六大

新報社1910）

『日本国語大』では，『経国集』（827頃成立）巻十三に見られる「音韻」
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を初出例としている（前掲）。以上は，いずれも平安時代初めの用例であ

るが，『文鏡秘府論』（『宋書』からの引用）のものは「詩のリズムや韻律」

（図1②に相当）を，『性霊集』（例12）のものは「漢字音」（図1③�に相

当），詳しくは，中国語方言音を，『経国集』のものは「楽器の（ような）

音色」（図1①�に相当）を表しており，「音韻」の伝来当初に，複数の意

味が伝えられていたことがわかる。

さて，日本における漢字音（中国語音）の研究と梵語音の研究（悉曇学）

は，いずれも空海によって始まったとされる（釘貫1997：209）。両者は

しだいに統合され，日本化した（日本語音・五十音図に基づく）研究とな

り，中世には独特の音韻研究が起こったという（馬淵・出雲1999：26）。

ここで，平安時代の悉曇学書における「音韻」の用例をいくつか挙げてお

く。

（例13） 此ノ二八声ニ各々有二三種一一ニハ喉内ノ声二ニハ舌内ノ声三ニハ脣内ノ声

並ニ与二梵文一対�
シテ

�
トル

�実
ヲ。亦述ス本韻ノ大空涅槃ノ音ノ中ニ並ニ有二

此レ等ノ三種ノ音韻一（安然『悉曇蔵』（880成立）「序」）

（例14） 五天ノ之中ニハ，中天ヲ為
ス

�最
ト，中天ノ之外ニ，無シ

�有
ルコト

二勝処一，

若シ以テ
二此ノ理ヲ

一準シテ判ケハ
二優劣ヲ

一，可シ
�道

ツ中天ノ音韻ヲ以テ為
ス
ト
二美

正ト
一，余国ハ清濁而モ多シ

二訛謬一，（宗叡『悉曇私記』（884成立））

（例15） 故ニ欲セハ
�取

ント
二梵文ノ正旨ヲ

一。不レ
�専

ニセ
二一文ヲ

一也。又判シテ
二般

若菩薩所伝ヲ
一云。与二唐書ノ旧翻一。兼二詳ルニ中天ノ音韻一。不�無二差

反一。考二覈ニ源濫ヲ
一。攸�帰悉曇

ナリ。（明覚『悉曇要訣』（1101成

立）巻第一）

例13は，中国伝来の悉曇学を集大成した（智広『悉曇字記』の系統を

引く）『悉曇蔵』に見られる例であるが，この「音韻」は「言語音の要素」

を表している。例14の『悉曇私記』は『悉曇字記』の注釈書であり，例

15の『悉曇要訣』は（前2者に比べ，少し時代が下るが）日本化した独

自の悉曇学（音韻学）を説いた書物であるが，両者の「音韻」は，いずれ
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も「言語音の要素・体系」を表していると思われる（なお，例15の「与

唐書旧翻」以下は，『悉曇字記』からの引用である（例11参照））。いずれ

にしても，以上の3例は，インド（梵語）の「言語音」（図1④に相当）

について述べている。

これ以外の意味で使われている，平安時代の文献における「音韻」の用

例を，『群書類従』（正・続・続々）から挙げておく（「ジャパンナレッジ」

の「全文」検索を利用した。以下同じ）。

（例16） 何ゾ於テ
二此ノ経ノ究竟ニ

一到ラン
二彼岸ニ

一，願ハクハ仏開イテ
二微密ヲ

一，広ク

為ニ
二衆生ノ

一説カレンコトヲ，音韻絶妙ナリ，作梵ノ之間ニ，有リテ
�人分

ツ
�

経ヲ，（送り仮名は筆者）（円仁『入唐求法巡礼行記』（9世紀成立）

巻第一）（『続々群書類従』第十二）

（例17） 即令三学生四百人ヲシテ習ハ
二五経三史。明法算術。音韻�篆等

ノ六

道ヲ
一。（三善清行『意見十二箇条』（914成立））（『群書類従』巻

第四百七十四）

（例18） 巡二礼シ処々ノ霊験ノ勝地ヲ
一。薫修スルコト年尚シ矣。就�中其

ノ音微�

幽美ニシテ。雖モ
下不�加

ヘ
�曲

ヲ不�致
サ
二音韻ヲ

一任セ
�運

ニ出スト
上�声

ヲ。聞ク

人傾ク
�耳

ヲ。（訓点は筆者）（鎮源『本朝法華験記』（1040頃成立）

巻之下「第八十六天王寺別当道命阿闍梨」）（『続群書類従』巻第

百九十四）

（例19） 玄弉所ノ
�訳

スル十一面経疏ニ云フ。○此ノ菩提樹ハ用ヰテ
二都魯色迦

香ヲ
一油二漬スルナリ之ヲ

一也。法花経ニ曰ク。兜盧皮香此ハ云フ
二草香ヲ

一。

与二此ノ中一都魯色香ト音韻少シク異ナリ。大意相似タルナリ也。（訓点は筆

者）（『香字抄』（11世紀末成立か）「安息香」）（『続群書類従』巻

第八百九十四）

例16と例18の「音韻」は「ことばの音楽的な響き」（図1①�に相当）

を，例17の「音韻」は「漢字音の研究」（図1③�に相当）を，例19の

「音韻」は「言語音」（図1④に相当），詳しくいえば，梵語（漢字音訳語）
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の「発音」を表している。

なお，筆者の調べた限りでは，（平安時代に限らず）一般の古典文学作

品には，「音韻」の用例は見当たらなかった。『新編 日本古典文学全集』

収録の作品に用例が見られなかった（「ジャパンナレッジ」の「全文」検

索による）ほか，各種の古典文学索引（書籍版）によっても，用例は見つ

からなかった。『群書類従』（正・続・続々）に収録された文献では，22

文献に「音韻」の用例が見られた。ここから，「音韻」は，日常的な語で

はなく，限られた分野（漢詩文や音韻学）で使われる語であることがうか

がえる。

3．4 鎌倉・室町時代における「音韻」

鎌倉・室町時代の文献に現れる「音韻」は，平安時代における「音韻」

の複数の意味を踏襲している。以下に，『群書類従』（正・続・続々）収録

文献に見られる「音韻」の用例をいくつか挙げておく。

（例20） 楽官ニナサレニケリ。昔遇フ
二趙ノ商人ニ於路ニ

一。懸ク
二鐸ヲ於牛

角ニ
一。識ル

二其声ヲ
一。後ニ音韻イマタトヽノホラサルニ。荀勗カ

云ク。（訓点は筆者）（源光行『蒙求和歌』（1204成立）第十二

「管弦部十首 荀勗音律」）（『続群書類従』巻第四百五）

（例21） 習二学ス悉曇ヲ
一，法師元依テ

�知
ルニ

二糸竹ノ之曲調ヲ
一，殊ニ朗スルナリ

二

悉曇ノ之音韻ヲ
一也，十九歳ニシテ誓ヒテ期シ

二三箇年ヲ
一，蟄二居ス横川ノ苔

洞ニ
一，（送り仮名は筆者）（宗蓮『大法師浄蔵伝』（1231成立））

（『続々群書類従』第三）

（例22） 或時法花経ヲ読誦スルニ年十五六歳ノ児童数多左右ニ来テ同経

ヲ誦。其容貌奇麗而音韻又清雅也。（『神皇正統録』上（南北朝時

代頃成立）「六十二代村上天皇」）（『続群書類従』巻第八百五十一）

（例23） 無ク
二願トシテ不ト云コト

�往一。無シトハ
二善トシテ不ト云コト

�廻
セ
一。言ハ三心既

具無行不成。願行既成若不生者無有是処ト。今往ト廻ト不ナルコト次ニ
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為ニス
二音韻ノ

一。（聖冏『鹿島問答』（1377成立）「上衍極致鶏距蹈

開」）（『続群書類従』巻第九百六十二）

（例24） 反音大意事。右反切ノ大道者。声明ノ根本也。音韻ノ学業之述

作ノ軌範也。（志玉照珍『反音抄』（室町時代初期成立）「開口合

口事」）（『続群書類従』巻第八百八十八）

例20の「音韻」は「楽器の（ような）音色」（図1①�に相当）を，例

21の「音韻」は「言語音」（図1④に相当），詳しくいえば，梵字の「発

音」を，例22の「音韻」は「ことばの音楽的な響き」（図1①�に相当）

を，例23の「音韻」は「詩のリズムや韻律」（図1②�に相当）を，例24

の「音韻」は「漢字音の要素・体系」（図1③�に相当）を表している（な

お，例20は，『晋書』および『蒙求』からの引用である）。

3．5 江戸時代における「音韻」

江戸時代になると，「音韻」は，（漢字音や梵語音に限らず）広く「言語

音」（図1④に相当）を表すのに使われるようになる。その意味の「音韻」

の用例は，漢学や国学，さらには蘭学の研究書などに多く見られる。以下，

まず特定の言語の「言語音」（漢字音（中国語音）・梵語音を除く）を表す

用例を，文献の成立年（または刊行年）順に挙げる。

（例25） 証拠
しやうこ

を挙
あげ

ていはば京都中国板東北国等の人に逢て其音韻
おんゐん

を聞に

総
すべ

て四音の分弁
ぶんべん

なきがごとし唯筑紫
ち く し

方
がた

の 辞
ことば

を聞に大形明に言分

る也一文不通の児女子なりといへ共 強
あながち

に 教
おしふ

る事もなけれども

自然に聞習ひて常々の物語にも其音韻を混乱する事なし（鴨東�

父『仮名文字使 蜆縮凉鼓集』（1695刊）上「凡例」）

（例26） 美昔遇フ
二和蘭人ニ

一，獲テ
二観テ其ノ国字ヲ

一，因テ以テ
二其字ヲ

一写ス
二東

方ノ音韻ノ図ヲ
一，第一行ノ喉音ノ五字ノミ止是一音一字ニシテ，其ノ他ノ

字ハ並ビニ皆二合三合シ，必ズ取リテ
二喉音ノ之字ヲ

一以テ合ス
二其体ヲ

一，（訓

点は筆者。「美」は白石の自称）（新井白石『東音譜』（1719序）
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「凡例」）（『新井白石全集』第四巻 吉川半七1904）

（例27） 愚按ルニ，此十九字「ホカーレン」ニ従ハザレバ，音韻ヲ如何

トモ発スルコト能ハズ。（「ホカーレン」（vocaalen）は「母音」）

（前野良沢『和蘭訳文略』（1771頃成立））（『日本思想大系 65洋

学上』岩波書店1976）

（例28） 文ヲ為シ辞ヲ成スニハ上ノ二十六ノ文字ヲ二字或三四字以上ヲ

連合シテ音韻ヲ諧
カナ

ヘ諸々ノ文辞・言語ヲナスナリ其連合シテ音韻

ヲナスヲ「シルラーベン」ト云フ（「シルラーベン」（syllaben）

は「音節」）（大槻玄沢『蘭学階梯』（1783成立，1788刊）下巻

「配韻」）

（例29） 又御国ノ音韻ハ甚悉曇ニ似タルコト多シ（本居宣長『字音仮字

用格』（1776刊）「喉音三行弁」）

（例30）「語学語書，聞く，其の先生去年上方より来ると，未だ其の人

の何如を詳にせず」と。客曰はく，「宜
ムベ

なるかな，其の音韻に

審
ツマビラ

かなること。上方役者は 率
オオムネ

是れなり」と。（寺門静軒『江

戸繁昌記』（1832�1836刊）三篇「書舗」）（『江戸繁昌記 2』東洋

文庫 平凡社1975）

以上のうち，例25と例30の「音韻」は日本語方言の「言語音の発音」

を，例26と例29の「音韻」は日本語の「言語音の要素・体系」を，例27

と例28の「音韻」はオランダ語の「言語音の要素」，具体的には「音節」

を表している。

つづいて，特定の一言語の音というより，諸言語，あるいは言語一般の

「言語音」を表していると思われる「音韻」の用例を挙げる。

（例31） 西方諸国の如きは。方俗音韻の学を尚びて。其文字の如きは尚

ぶ所にはあらず。僅に三十余字を結びて。天下の音を尽しぬれば。

其声音もまた猶多からざる事を得べからず。中土の如きは。其尚

ぶところ文字にありて。音韻の学の如きは。西方の長じぬるに及

―194―



ばず。我東方の如きは。其尚ぶ所言詞の間にありて。文字音韻等

の学は。相尚べる所にもあらず。〔中略〕然るに今朝鮮音韻の学

を問ふに。此国にはなき所の音どもあるなり。（新井白石『東雅』

（1717成立）一「総論」）（『東雅』吉川半七1903）

（例32） 夫レ人ノ言ニ有リ
二自然ノ之音韻一焉，古人任セ

二其ノ自然ニ
一罕ニ有リ

二訛

舛一，盖シ夷蛮戎狄ノ言語各々殊ナリ，待チテ
�訳

ヲ而通ゼバ
二中国ニ

一，則チ

受ケテ
二先王ノ同律同文ノ之治ヲ

一，而其ノ言自然ニ正シ，所二以ナリ古人ノ

未ル
一�有

ラ
下精二覈スル音韻ヲ

一者上也（訓点は筆者）（文雄『磨光韻鏡』

（1744刊）上「太宰純序」）

（例33） 朝鮮・蒙古・韃靼・梵文・「マレイス」・「ギリイキス」・「ヘブ

レエウス」・和蘭，共ニ八種ノ文字ヲ采録シ得タリ。〔中略〕「ヘ

ブレエウス」ハ和蘭ノ書ニ出タルヲ略抄シ得タルノミナリ。余ノ

六種モ只文字音韻ヲ考察シタルマデニテ，其書ヲ読ム事難シ。

（前野良沢『柬察加志』（1789成立）「請問」）（『前野蘭化 3著訳

篇』東洋文庫 平凡社1997）

（例34） 天明八年秋のころ。肥前ノ国の長崎に物して。於蘭陀人
オ ラ ン ダ ビ ト

のまう

で来てあるに逢て。音韻の事どもを論じ。皇国の五十音の事をか

たりて。そを其人にとなへさせて聞しに。（本居宣長『玉勝間』

（1793�1801執筆，1795-1812刊）二「五十連音をおらんだびとに

唱へさせたる事」）

（例35） 殊に音韻言語ハ。太古より毎国
クニゴト

にとなへ来たりし者なるを。我

国にハ。西土の字を仮て。音を習ふにハ。一旦彼土
クニ

の音声に転
ウツ

る

が如くすれど。はた年を歴
ヘ

てハ。我音声に移るべき事。自然の理

也。（上田秋成『霊語通』（1795刊）第五「仮字篇」）

（例36） 音韻ノコト，古来云フ者，多シト雖モ，皆一方ノ私言ニシテ，

世界同一ノ公論ニ非ズ，夫
ソモ �

�

活物ニ，音声アルコト，何レノ国ニ

テモ，同一ノコトニシテ，此ノ国ニ限リ，此ノ地ニ限リテ，無シ
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ト云フコト，有ルベカラズ，（鳥海松亭『音韻啓蒙』（1816刊）

「総論」）

以下，その他の意味で使われている，江戸時代の文献における「音韻」

の用例を，いくつか挙げておく。

（例37） 大二成シ顕密ヲ
一，帝深ク有リ

二優幸一，入レテ
�宮

ニ而進メ
�席

ヲ，令ム
�

誦セ
二三十七尊ノ之真言ヲ

一，音韻雅麗隠々如ク
�鈴

ノ，聞ク者不�覚
エ悦

予ス，（送り仮名は筆者）（智灯『弘法大師弟子伝』（1684成立）

巻上「城南深艸貞観寺開山真雅僧正伝」）（『続々群書類従』第三）

（例38） 算術モ亦四道ノ其一ツニシテ算道ヲ掌レリ，音韻ハ吾書ノ類四

声開合等ヲ弁知スル事也，�篆ハ古文也，（松下見林『本朝学原

浪華鈔』（1698序，1716刊）六）（『続々群書類従』第十）

（例39） 羽衣霓裳。霧鬢風鬟。妁�聯娟。冠珮交珊。法曲未�。僊楽又

起。音韻劉亮。若速若遅。歌詠讃嘆。�奏迭吟。（万瑛『万瑛和

尚文集』（江戸中期成立）「極楽賦并序」）（『続群書類従』巻第三

百五十五）

（例40） 韻鏡ハ者音韻ノ之譜ナリ也夫レ音韻ノ之有ルヤ
�譜也猶

シ
ヲ
三方円ノ之有ルカ

二

規矩一有テ
二規矩一而シテ后ニ方円正シ有テ

�譜而
シテ后ニ音韻調フ（文雄

『磨光韻鏡』（1744刊）上「韻鏡索隠」）

例37の「音韻」は「ことばの音楽的な響き」（図1①�に相当）を，例

38の「音韻」は「漢字音の研究」（図1③�に相当）を，例39の「音韻」

は「楽器の音色」（図1①�に相当）を，例40の「音韻」は「漢字音の要

素・体系」（図1③�に相当）を表している。

3．6 明治・大正期における「音韻」

明治以降，日本における言語音に関する研究は，伝統的な「音韻」研究

の成果を引き継ぐとともに，西洋における言語音研究の影響を受けて，発

展していく。このなかで，「音韻」という語は，伝統的な用法のほか，西
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洋言語学における言語音（研究）を表す専門語（翻訳語）にも使われるよ

うになる。たとえば，西洋の（アルファベットに基づく）歴史的な音韻研

究である「phonology」は，明治期に，「音声学」（西周述『百学連環』

（1870頃筆）第一編「文章学」（『西周全集』第四巻 宗高書房1982））（同

「覚書」には，「音韻学」の「韻」を消して「声」と直してある），「音学」

（『附音挿図 英和字彙』日就社1873），「人声論，人声学，声学」（『附音

挿図 和訳英字彙』大倉書店1888），「声音学」（『ウェブスター氏新刊大

辞書 和訳字彙』三省堂1888）などと訳されたが，昭和になって，F.ド・

ソシュールの言語学や，その影響を受けたプラーグ学派の言語音研究であ

る新しい「phonology」が日本に伝来すると，これが神保格らにより

「音韻論・音韻学」（『日本文学大事典』第一巻「音声学」新潮社1932）と

訳され，やがて「音韻論」という訳語が定着した。また，「phonology」

における単位である「phoneme」にも「音韻」（フェルディナン・ド・ソッ

スュール述，シャルル・バイイ，アルベール・スシュエ編，小林英夫訳

『言語学原論』岡書院1928）という訳が当てられた。一方，19世紀から盛

んになった言語音の自然科学的研究である「phonetics」は，明治期に，

「音学」（『附音挿図 英和字彙』），「声音学，人声学」（『附音挿図 和訳英字

彙』）（「音学」，「声韻学」は，ロブシャイドの英華辞典の「声韻之学，音

学」などに基づくと思われる），「音律学，音声学」（『双解英和大辞典』共

益商社書店1892），「発音学」（上田万年「国語と国家と」『国語のため』

冨山房 1895），「音韻学」（上田万年「新国字論」『国語のため』冨山房

1895）などと訳された。とくに明治末・大正期には，「発音学」や「音韻

学」がよく使われたようであるが，昭和になってから，「音声学」という

訳語が定着した（昭和初期までは，「phonology」との区別が必ずしも明

確ではなかった。『新英和大辞典』「phonology」（研究社1927）には「声

音学（＝phonetics）（特に発音の歴史的研究を云ふ，尚現代の発音を研

究対象とする学はphoneticsと云ふ，但し此区別は必ずしも厳密でない）」
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とある。また大西1934：4などを参照）。

さて，明治・大正期において「音韻」がどのような意味で使われていた

かについて，各種の日本語書き言葉コーパス（言語資料）を用いて，調査

を行った結果を表2に挙げる。使用したコーパスは，「読売新聞記事デー

タベース」（読売新聞「ヨミダス歴史館」），「朝日新聞記事データベース」

（朝日新聞「聞蔵Ⅱビジュアル」），「太陽コーパス」（国立国語研究所），

「青空文庫」である。これらを検索して得られた「音韻」の用例を，筆者

が分析・分類・集計したものを挙げる。

用例をいくつか挙げておく。

（例41） 音韻の編制，人に依り，世に依り，互に異同なくばあらず，或

は二百六韻となせるあり，或は一百七韻となせるあり，（三宅雪

嶺「字音の標準」『雑誌太陽』第一巻三号 1895年3月）

（例42） 音韻は硬音，軟音，強音，弱音，高音，低音，母音，子音，半

母音，半子音，清音，濁音，半濁音の如何を問はず（前田林外

「五十音改正新論（下）」『読売新聞』1908年12月20日）
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表2 明治・大正期の文献における「音韻」の意味・用法

図1の意味区分

資料（コーパス）

①�響きや音色
②�詩の

韻律

③�漢字音

（要素･体系）

④言語音

（発音）

⑤言語学的

に見た

言語音
楽器の

音色

ことばの

響き

読売新聞（ヨミダス歴史館）

（1874�1926）
― ― ― 2 4 7

朝日新聞（聞蔵Ⅱビジュアル）

（1879�1926）
― ― ― 3 ― 1

雑誌太陽（太陽コーパス）

（1895・1901・1909）
― 1 1 5 1 ―

文芸作品（青空文庫）

（1908�1926）
― 2 1 ― 1 3

数字：それに当たる用例の数（同一記事・作品中の複数例は1とした）。

―：それに当たる用例なし。

固有名詞，複合語（「音韻学」，「音韻論」，「音韻組織」など）は除いた

（最終的な分析対象数は，「資料」上から，それぞれ13，4，8，7）。



（例43） そのrの喉音や語尾の自然な音韻が紛れもないドイツの生粋の

気分を旅客の耳に吹き込むものであった。（寺田寅彦「旅日記か

ら（明治四十二年）」『寺田寅彦随筆集』岩波書店1947）

（例44） それから，Rain,raingotoSpainというような音韻上の引っ

かけことばのものは訳しようとするのがそもそもの無理であるか

ら訳しなかった。（北原白秋訳『まざあ・ぐうす』（1921刊））

（『まざあ・ぐうす』角川書店1976）

（例45） 蝶の原音は「て・ふ」である。蝶の翼の空気をうつ感覚を音韻

に写したものである。（萩原朔太郎『青猫』（1923刊））（『萩原朔

太郎全集』第一巻 筑摩書房1975）

例41の「音韻」は「漢字音の要素・体系」を，例42の「音韻」は「言

語学的な言語音」を，例43の「音韻」は「言語音の発音」を，例44の

「音韻」は「詩の韻律」を，例45の「音韻」は「ことばの音楽的な響き」

を表している。

明治・大正期，「音韻」には，「漢字音」の意味で使われる用例が比較的

多く見られるが，その後，この意味の用例は減っていき，「phoneme」

（あるいは，それに類する概念）の意味を担うようになった「言語学的に

見た言語音」の用例が増えていく。

4．「音韻」の意味の変遷

以上見てきた，「音韻」の意味の変遷（推定）を図にして示す（図3）。

「音韻」の新旧の意味は，現代日本語で同じような頻度で使われている

わけではない。現代日本語では，たとえば，「人の声は母音や子音などの

音韻（音素）ごとに音色が大きく違う。」（『朝日新聞』2008年2月2日），

「連母音アイ/ai/とアエ/ae/がアェー［�:］と発音される。伝統的な山口

弁の音韻の特徴のひとつである。」（『朝日新聞』2013年4月19日）など
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に見られるような，専門的な「言語学的に見た言語音」が主たる用法となっ

ている（小型の学習国語辞典には，「音韻」に，「漢字音」と「言語学的に

見た言語音」に当たる意味しか挙げられていない）。これは，「音韻」に，

古い意味合いを残す用法が多く見られる（逆に，比較的新しい「言語音」，

「言語学的に見た言語音」という用法が見られない）現代中国語と対照的

である（阿久津2016:30）。しかし，現代日本語にも，「ゆらゆらと連続的

に揺れ続ける声。太古から連綿と続く音韻が，大地をはって迫ってくる錯

覚に陥る。」（『朝日新聞』2009年6月19日），「言葉の意味よりも音韻や

リズムなどの音楽性を追究し，日本語表現の可能性を探った。」（『朝日新

聞』2014年10月11日）などといった用例も見られ，この語本来の「音

楽的に調和した美しい音」という意味合いも残ってはいるようである。

阿久津智（2016）「現代日本語における『音韻』の意味」『立教大学日本語研究』

23 立教大学日本語研究会
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0．は じ め に

およそ外国語習得に成功する上で，動機づけはほぼ決定的要因となるの

ではないかと筆者は秘かに考えている。もしそうだとするならば，外国語

教育に従事している者としてはこのことに無関心ではいられないだろう。

いやむしろもっと積極的に論じていくべきではないかと考える。仮に理想

的な学習システムと環境が提供できたとしても，肝心の学習者にその気が

なくては，そのシステムも水泡に帰すことになる。逆に，学習者の動機づ

けさえ明確であるならば（高いモチベーションを維持できるならば），ど

んなに欠点の多いシステムでもそれを上回る本人の努力と研鑽を通して成

功に近づくに違いない。すなわち，学習者の動機づけを喚起できるならば，

より高い教育効果が得られるというわけだ。しかし，それはまた容易では
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外国語教育と動機づけ

拓大的グローバル人材育成を目指して

浅 井 澄 民

要 旨

本稿では，拓殖大学中国語学科において実施した「中国語学習と動機づけに

関するアンケート」を通して，「外国語教育と動機づけ」について考察した。

キーワード：外国語教育，動機づけ，中国語学習，拓大的グローバル人材



ないことが想像される。学習者の心の問題でもあるからだ。

本稿では，まず学習者（拓殖大学中国語学科全学生）を対象にしたアン

ケートを通して，学習者を知ることから始めたいと思う。もちろんアンケー

トだけですべてが分かるとは思わないが，そこから見えてくるものもある

のではないかと考える。その上で，この動機づけについて改めて考えてみ

たい。

また，筆者が昨年「外国語教育とアクテイブラーニング 拓大的グロー

バル人材育成を目指して」（1）という一文を発表した折，査読の先生から，

副題に対しての具体的な提言がほしいという助言をいただいた。本稿では

併せてこの問題にも言及していきたいと思う。

1．拓殖大学と外国語教育

本題に入る前に，拓殖大学と外国語教育の歴史について振り返っておき

たい。

本学については，ホームページで次のように紹介されている；

拓殖大学は明治33年（西暦1900年），桂太郎公爵の手により台湾

協会学校としてとして台湾開発のために貢献しうる人材の育成を目標

に創設された。以来，一貫して「積極進取の気概とあらゆる民族から

敬慕されるに値する教養と品格を具えた有意な人材の育成」という建

学の精神のもとに，多くの卒業生が世界各地で活躍する ・国際大学・

のパイオニアとして大きな足跡を残してきた。

また，『拓殖大学百年史・明治編』（2）によると，本学設立当初，授業科

目は語学すなわち台湾語，支那官話，英語に重点がおかれており，これら

外国語の授業は総授業数の約6割を占めたそうである。そして「台湾協会
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学校は外国語の授業時間数からいえば外国語学校の性格をもって創設され

たともいえるが，外国語の習得のみが目的ではなく，台湾開発という近代

日本に課せられた大事業を達成するための優秀な人材を育成するという目

的があった点が，外国語学校との決定的な相違である。」とある。ここで

は，外国語習得の動機づけが明確に述べられており，その重要性を再認識

することができる。

そして時代はさらなる国際化，グローバル化を推し進めたいま，「拓殖

大学では，創立百周年を経てこの建学の精神をいま一度確認すると共に，

アジアヘ世界へと羽ばたき，社会に貢献できる真の国際人を育成していく」

としている。

2．拓殖大学中国語学科と動機づけ

本学中国語学科は，昭和52年（西暦1977年），現在の英米語学科，ス

ペイン語学科とともに，外国語学部として設置され，まもなく40周年を

迎えようとしている。本学部では上記建学の精神のもと，「外国語のスペ

シャリスト育成」を最大の教育目標に掲げている。特に中国語学科では，

中国・台湾両地域との結びつきが強く，ネイティブの教員受け入れや，本

学科留学生の派遣にも力を注いでいる。

現在中国語学科には150名近くの学生が在籍しているが，今回これらの

学生を対象に，「中国語学習と動機づけに関するアンケート」を実施した。

実施結果については資料1を参照願いたい。ここでは，その結果に基づき

各設問毎に分析を行うものとする。

2．1．［設問1］拓殖大学に入学する前に中国語を勉強したことが［aあ

る・bない］

学年によって多少の差はあるが，全体では約3割の学生（35名）が拓

外国語教育と動機づけ（浅井） ―205―



殖大学に入る前に中国語を学習した経験を持つと回答している。拓殖大学

中国語学科ではこれらの学生用に既習者クラス（Sクラス）を開設してお

り，主にネイティブの教員の下で1年から中国語だけによる授業を実施し

ている。しかし，既習者がみなSクラスに入れるわけではなく，4月の初

め希望者に簡単な試験を行い，選抜されたもののみがSクラスとなる。

最近は学科の方針で，Sクラスはより能力の高い少数精鋭方式を取り入れ

ており，普通クラスに回された既習者から実際の授業の中で，しばしば不

満がでることがある（アンケート最後の自由意見欄の一つはその可能性が

高い）。4月の段階ではフレキシブルに対応し，希望者には授業体験をし

てから自分でクラス選択できるようにするのも一案かと思う。また，以前

は2年生の段階で，成績の優秀な者をSクラスに半強制的に入れること

もあったがこれもまたよくない。あくまでも学習者の意思を尊重し，モチ

ベーションの高い学生はどんどんSクラスに挑戦できるような環境作り

が必要かもしれない。なぜなら，Sクラスの授業は国内の留学といっても

過言ではないのだから。

2．2．［設問2］（設問1でaあると答えた人のみ）中国語はどこで勉強

しましたか。

全体の内訳を見ると，「a中国の学校 b親から」計16名，と「c日本

の学校 d個人的に」計15名とがほぼ拮抗している（3）。abは所謂中国か

らの帰国子女の家族（第3世代），もしくは（片）親が中国人家族の子弟

の可能性が高い。それに反して，cdは日本の高校で中国語を学んだり，

個人で語学学校に通い，またNHKの語学講座などで独学した可能性が高

い。時代の趨勢から，abのような（片）親が中国人というケースは今後

更に増え続けるであろう。その場合，やはり学習者の日本語の問題を解決

していかなければならないと思う。将来日本社会で生きていく上で最低限

必要な日本語力（特に書く力）を身に着けてほしい。幸い，外国語学部で

―206―



は国際日本語学科の開設を控えており，そちらの日本語の授業が取れるよ

うなシステム作りが望まれる。注目すべきは，cdのような国内組の近年

の増加ぶりである。背景には日本の高等学校における中国語学習の増加と

中国の国際社会への躍進があるだろうが，毎年拓大で実施している高大連

携中国語スピーチコンテスト（4）の影響も皆無とは言えないのではないか。

この行事は少なくとも関東では定着しつつあり，毎年のように生徒を送っ

てくる高校も少なくない。特に高校の教員との繋がりは大切で，宣伝効果

は大きいと言える。またこれを機に，拓大生の教育実習の話も進んだとい

うことも聞いている。じわじわと効果が表れ始めたのではないだろうか。

2．3．［設問3］拓殖大学中国語学科を選んだ理由

ここからはいよいよ本題の動機づけに関する設問である。内訳を示すと

次のようになる。

入学前の動機づけとしては全体ではabの積極派が8割近くを占めてお

り，cdeの消極派を大きく上回っている。我々としては大いに歓迎すべ

き結果である。ただし，よく見ると学年によっても異なっており，注意し

なければならない。特に3年生は積極派が5割余りで決して高い数字では

ない。考えてみると現3年生は2年になる時文京キャンパスに編入した学
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a b c d e 計

1年 18 19 11 1 1 50

2年 19 10 2 1 1 33

3年 7 6 4 1 5 23

4年 6 6 0 1 0 13

計 50（42％） 41（36％） 17（14％） 4（3％） 7（6％） 119

a中国・中国語に興味があったから b外国・外国語に興味があったから c入

りやすかったから d人に勧められて eその他（補欠入学，他大学に落ちた，

家が近い）



生が少なくなく，現在の全体数も少ない。元々動機づけが低かったのかも

しれない。それに反して，現2年生は積極派が9割近くを占めている。現

在留学している学生を含まない数値であるからなおさら驚きである。我々

としては学年によっても一様ではないことをよく認識すべきであろう。

2．4．［設問4］今現在の中国語学習について

我々としては最も気になる設問となる。内訳を示すと次のようになる。

現在の中国語学習についておもしろいと感じている学生は，全体で8割

を占めており，意外と多いことに気づかされる。また，この数字は設問3

の入学時の積極的動機づけとほぼ一致する。ただ，よく見るとここでも学

年による違いが際立っている。まず1年生は「aとてもおもしろい」と感

じている学生が13人（27％）（5）と人数及び学年に占める割合共に最も多

い。因みにこれらの学生の次の設問「中国語が面白い理由」を調べてみる

と，多くが「c留学」をあげており，短期留学の経験，もしくは長期留学

という具体的目標に向かって努力している姿が目に浮かぶ。反対に面白く

ないと答えた学生も11名おり，これらの学生の前設問を振り返ってみる

と，①入学前に中国語の経験がなく，②入学時の動機が消極派，もしくは

「外国・外国語に興味がある」を選択している者に限られている。つまり，

これらの学生と中国・中国語の接点は何もないという構図が浮かび上がっ
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a b c d 計

1年 13 26 9 2 50

2年 5 23 4 1 33

3年 2 14 6 1 23

4年 4 8 1 0 13

計 24（20％） 71（60％） 20（17％） 4（3％） 119

aとてもおもしろい bまあまあおもしろい

cあまりおもしろくない d全く興味がわかない



てくる。

2．5．［設問5］（設問4でabと答えた人のみ）中国語がおもしろい理由

中国語が面白いと感じている学生の理由としては，「a卒業後中国語を

活かした職業につきたいから」「b中国・中国語が好きだから」「c留学し

たい，或いは留学したから」が最も多く，その次に「d授業が楽しいから」

が続いている。abcはいずれも主体的動機づけと言ってよく，いかに学習

者の自主的な動機づけが大切かが見えてくる。また，入学時には消極的動

機づけでも，入学後中国語を面白く感じている学生も少なくない。我々と

しては最も歓迎すべきケースの一つである。
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a b c d e f g 計

1年 12.33 7.33 12.5 3.83 0.5 0.5 3 40

2年 14.83 6.33 2.33 3.5 1 0 1 32

3年 4 2 3 2 1 1 3 16

4年 2.88 5.33 5.33 0 0.5 0 0 14

計 34

（34％）

21

（21％）

23.16

（23％）

9.33

（10％）

3

（3％）

1.5

（2％）

7

（7％）

102

a卒業後中国語を活かした職業につきたいから b中国・中国語が好きだから

c留学したい，或いは留学したから d授業が楽しいから e中国語のサークル

に参加したから f良い成績をとりたいから gその他（ ）

2．6．［設問6］（設問4でcdと答えた人のみ）現在中国語以外に一生

懸命取り組んでいるものが［aある・bない］

［設問7］（設問6でaあると答えた人のみ）その内容

a b c d e f 計

1年 2 1 2 0.5 0.5 0 6



［設問6］は現在の中国語学習について面白くないと答えた学生（計24

名）に対する設問である。今中国語以外に一生懸命取り組んでいるものが

「aある」と答えた者が16名，「bない」と答えた者が8名であった。ま

た，［設問7］はその内容である。たとえ中国語に興味がもてなくても，

ほかに打ち込んでいることがあるならば，大学生活全般としてはりっぱに

意味のあることだと思う。やや問題なのは，何に対してもあまり興味がわ

かないというケースで，ここでは8名（1年5名，2年3名）がそれに近

い可能性がある。

2．7．［設問8］（1・2・3年生のみ）卒業後の進路について

卒業語の進路に関する設問である。資料1のグラフを見ればよくわかる

が，ここでは1・2年生と3年生で明らかな意識の違いが見られる。当然

といえば当然で，就活を目前に控えた3年生はさすがにその意識が高い。
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2年 0 1 0 1 0 0 2

3年 1 2.83 1 0.33 1.83 0 7

4年 0 0 1 0 0 0 1

計 3 3.83 4 1.83 2.33 0 16

a部活・サークル bアルバイト c自分の趣味 d資格取得 e就活 fその他

a b c d 計

1年 3 20 22 5 50

2年 1 16 12 4 33

3年 6 11 4 1 22

計 10 51 38 10 105

a明確な目標がある b漠然とした目標がある

cあまり考えていない d全く考えていない



前設問で，中国語を活かした職業につきたいという学生が少なくなかった

が，それはあくまでも漠然とした目標で，具体的でないことがよくわかる。

1,2年生はよく似た様相を呈しており，半数の学生は就職についてあまり

考えていないようだ。

2．8．［設問9］～［設問12］4年生に対する設問

設問9～12は現4年生に対する設問で，具体的内容については資料1を

見てほしい。アンケートの回収率が良くなく，全体的なコメントは避けて

おきたい。ただ，大学生活を振り返って，満足していないと答えた学生

（2名）の理由として，いずれも「目標が見つからない」をあげており，

目標をもつことの大切さがよくわかる。

3．アンケートを実施して

アンケートを実施して，拓殖大学中国語学科の多くの学生がすでに自分

なりの動機づけを持っているということが分かった。これは望外の喜びで，

我々としてもこの学生達のモチベーションを維持できるよう，更に授業に

工夫を凝らし，よりよい学習環境を整えていかなければならないと感じた。

ただ，中国語に興味がもてず，具体的目標が見つからない学生がいるこ

ともまた事実である。我々としては厳粛に接する一方で，一人一人の人格

を尊重し，自分なりの動機づけがもてるような環境づくりも怠ってはいけ

ないだろう。それにはまず一人一人を知ることから始めなければならない

だろう。たとえ成績は同じでも，そこに至る過程は全く異なる可能性があ

る。最近は学費を自分で稼いでいる学生も少なくない。画一的な指導では

なく，一人一人の実情に適った指導でなければならないと感じる。
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4．拓大的グローバル人材育成とは

「拓大的グローバル人材」という言葉を聞くと，私は「中国式社会主義」

という言葉を容易に思い出すことができる。「中国式社会主義」とは確か

80年代中国が掲げていたスローガンで，大胆に資本主義的手法を取り入

れ，中国を近代化に導いた考え方である。色々問題があるにせよ，現在の

世界第二位の経済大国を導いたのはまさにこの考え方のおかげであった。

つまりは中国の実情に適った社会主義という意味であろう。「拓大的グロー

バル人材」（＝「拓大式グローバル人材」）も拓大の実情に適ったグローバ

ル人材でなければならないであろう。すなわち，拓大の実情にさえ適って

いれば，時には普遍的なグローバル人材の概念から逸脱するようなことが

あっても許されるのではないかということである。

それでは，拓大の実情に適うとはどういう意味であろうか。それはまさ

に拓大生のための施策でなければならない。我々が日々接している拓大生

を満足させ得る施策こそが真の「拓大的グローバル人材」育成に繋がるの

であろう。拓大生を満足させる外国語教育とはまさに「拓大的グローバル

人材」育成と呼ぶにふさわしいと思う。我々はまさに「拓大的グローバル

人材」育成のために日々努力しているのである。

また，本稿第1章でも触れたが，本学設立当初においては，本学外国語

教育の目的すなわち外国語習得の動機づけが比較的明確であったと思われ

るが，現代における「グローバル社会への貢献」というのはあまりに漠然

としており，この「外国語教育と動機づけ」の問題については，今後各学

科毎に我々自身改めて考え直さなければならない重要課題と考えられる。

また，本学建学の精神にある「教養と品格」についても，いかにしてそれ

を身につけさせるか，より具体的な施策が求められるであろう。
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5．お わ り に

本稿冒頭でも述べたが，現在拓殖大学中国語学科には150名近くの学生

が在籍している。この学生達全員を満足させる外国語教育をしていかなけ

ればならない。当然，教員一人だけでは無理な相談で，非常勤を含む全教

員の協力関係が不可欠である。そしてその一人の教員として，与えられた

一つ一つの授業やゼミで全力投球していく。それが我々教員に与えられた

使命であろう。そして，今回のアンケートの結果を踏まえ，より効果的な

指導をしていかなければならないと考える。

最後に，今回のアンケートにご協力いただいた先生方，学生の皆さんに

感謝申し上げます。

（1） 拓殖大学語学研究134

（2）『拓殖大学百年史・明治編』学校法人拓殖大学拓殖大学百年史編纂委員会

発行，2000.3

（3）「eその他」の中にはシンガポール（1），中国の日本人学校（1）があった。

なお台湾は中国に含めた。

（4） 高大連携中国語スピーチコンテスト；本学外国語学部主催で10年前より

実施している中国語スピーチコンテスト。毎年関東の高校を中心に10数名

の応募があり，課題文の暗唱を中心に競われ，本学科学生による弁論の部と

同時に行われている。

（5） クラスごとの内訳はA組3，B組8，S組2となっている（A・B組は初

心者クラス，S組は既習者クラス）。クラスを担当しているから分かること

だが，「aとてもおもしろい」と感じることと，成績は必ずしも一致しない

かもしれない。

（原稿受付 2016年12月2日）
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・実施期間：平成28年11月9日～11月末

・実施方法：各設問は浅井が作成。学科長の許可を得て，中国語学科の各

学年必須授業担当の先生方（非常勤の先生も含む）に依頼，

授業時クラス毎に実施。

・実施内容：無記名。統計を取る必要性から，学生には各設問につき一つ

だけ選択してもらった（実際は複数回答あり，その場合一人

1点とし，回答数で均等割りを行った）。

・対象学生：拓殖大学中国語学科現1年生～4年生（但し長期留学生計10

名は含まない）

・実施学生数：1年生（A組20・B組25・S組5）計50名（他欠席3名）

2年生（A組13・B組14・S組6）計33名（他留学10，

欠席4名）

3年生（A組9・B組7・S組7）計23名（他欠席4名）

4年生（A/B組5・S組8）計13名

全学年総計119名（なおA・B組は初心者クラス，S組は

既習者クラス）

1．拓殖大学に入学する前に中国語を勉強したことが［aある・bない］

―214―

資料1「中国語学習と動機づけに関するアンケート」（拓殖大学中国語

学科）

全体 1年 2年 3年 4年



2．（1でaあると答えた人のみ）中国語はどこで勉強しましたか。

a中国の学校 b親から c日本の学校 d個人的に

eその他（ ）

3．拓殖大学中国語学科を選んだ理由

a中国・中国語に興味があったから b外国・外国語に興味があったから

c入りやすかったから d人に勧められて eその他（ ）

4．今現在の中国語学習について

aとてもおもしろい bまあまあおもしろい

cあまりおもしろくない d全く興味がわかない

外国語教育と動機づけ（浅井） ―215―

全体

a b c d e 計

1年 2 2 3 2 1 10

2年 1 6 3 2 2 14

3年 2 2 1 1 0 6

4年 0 1 2 1 0 4

計
5 11 9 6

3 3416 15

全体 1年 2年 3年 4年



5．（4でabと答えた人のみ）中国語がおもしろい理由

a卒業後中国語を活かした職業につきたいから b中国・中国語が好きだから

c留学したい，或いは留学したから d授業が楽しいから

e中国語のサークルに参加したから f良い成績をとりたいから

gその他（ ）

6．（4でcdと答えた人のみ）現在中国語以外に一生懸命取り組んでいるも

のが［aある・bない］［全体（計24）a16 b8］

7．（6でaあると答えた人のみ）その内容［全体（計16）a3 b4 c4 d2

e2 f0］

a部活・サークル bアルバイト c自分の趣味 d資格取得

e就活 fその他（ ）

8．（1・2・3年生のみ）卒業後の進路について

a明確な目標がある b漠然とした目標がある
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全体 1年 2年 3年 4年

全体 1年 2年 3年 4年



cあまり考えていない d全く考えていない

9．（4年生のみ）卒業後の進路について［（計13）a9 b1 c2 d1］

a企業・団体に内定済（就活継続中を含む） b進学希望

c就活中 d就活していない

10．（4年生のみ）これまでの大学生活を振り返って［（計13）a2 b9 c1

d1］

aとても満足している bまあまあ満足している

cあまり満足していない d全く満足していない

11．（10でabと答えた人のみ）満足している理由［（計11）a3 b4.5 c0.5

d2 e1 f0］

a授業が充実していた b留学が充実していた

c部活・サークルが充実していた dアルバイトが充実していた

e交友関係が充実していた fその他（ ）

12．（10でcdと答えた人のみ）満足していない理由［（計2）a0 b2 c0

d0］

a授業がつまらない b目標がみつからない

c交友関係がうまくいかない dその他（ ）

13．自由意見欄（授業，大学生活全般について意見がありましたらお書き

ください）

［1年］・中国語だけを使った授業を受けたい。

外国語教育と動機づけ（浅井） ―217―

全体 1年 2年 3年



・もっとネイティブの先生と中国語を使って（自分で考えて）話

す機会がほしい。

・授業の一部に不満がある（暗誦など）

［2年］・学費が高い。

・教養中国語ではなく，現地で使える中国語を勉強したい。

・留学に行ける人の数を減らさないでほしい。

・やる気がなく授業の妨害になる学生が気になる。

［3年］・文京キャンパスとの差が著しい。

・学生ホールのパソコンが古い。

・1年時の教科書は内容が古い。

・Sクラスの必須の時間割をまとめてほしい。

・Sクラスの時間割では就職説明会に参加できない。

・普通クラスとSクラスの成績のつけ方に問題がある。

・留学時の振り替え科目がはっきりしない。

［4年］・授業で中国語を聞く機会を増やしてほしい。

・音声のある教材をもっと授業で使ってほしい。
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○拓殖大学 研究所紀要投稿規則

（目的）

第1条 拓殖大学（以下，「本学」という。）に附置する，経営経理研究所，政治経

済研究所，言語文化研究所，理工学総合研究所及び人文科学研究所（以下，「研

究所」という。） が発行する紀要は，研究成果の多様な学術情報の発表の場を提

供し，研究活動の促進に供することを目的とする。

（種類）

第2条 研究所は，次の紀要を発行する。

� 経営経理研究所 紀要『拓殖大学 経営経理研究』

� 政治経済研究所 紀要『拓殖大学論集 政治・経済・法律研究』

� 言語文化研究所 紀要『拓殖大学 語学研究』

� 理工学総合研究所 紀要『拓殖大学理工学研究報告』

� 人文科学研究所 紀要『拓殖大学論集 人文・自然・人間科学研究』

（投稿資格）

第3条 研究所が発行する紀要の投稿者（共著の場合，投稿者のうち少なくとも1

名）は，原則として研究所の研究員でなければならない。

2 研究所の編集委員会（以下「編集委員会」という）が認める場合には，研究員

以外も，投稿することができる。

（著作権）

第4条 研究所が発行する紀要に掲載された著作物の著作権は，研究所に帰属する。

2 研究所が必要と認める場合には，投稿者の許可なく，著作物の転載や引用を許

可する。ただし，事後に投稿者に報告するものとする。

3 研究所の紀要に掲載した著作物は，電子化しコンピュータネットワークを通じ

て，本学のホームページ等に公開するものとし，投稿者はこれを許諾しなければ

ならない。

（執筆要領および投稿原稿）

第5条 投稿する原稿は，研究所の執筆要領に指示に従って作成する。

2 投稿する原稿は，図・表を含め，原則として返却しない。
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3 学会等の発行物に公表した原稿あるいは他の学会誌等に投稿中の原稿は，研究

所の紀要に投稿することはできない（二重投稿の禁止）。

（原稿区分他）

第6条 投稿区分は，別表1，2のとおり，定める。

2 投稿する原稿の区分は，投稿者が選定する。ただし，研究所の紀要への掲載に

あたっては，査読結果に基づいて，研究所の編集委員会の議を以て，投稿者に掲

載の可否等を通知する。

3 研究所の紀要への投稿が決定した場合には，投稿者は600字以内で要旨を作成

し，投稿した原稿のキーワードを3～5個選定する。ただし，要旨には，図・表

や文献の使用あるいは引用は，認めない。

4 研究所研究助成を受けた研究成果発表（原稿）の投稿区分は，原則として論文

とする。

5 研究所研究助成を受けて，既に学会等で発表した研究成果（原稿）は，抄録と

して掲載することができる。

（投稿料他）

第7条 投稿者には，一切の原稿料を支払わない。

2 投稿者には，掲載の抜き刷りを50部まで無料で贈呈する。50部を超えて希望

する場合は，超過分について有料とする。

（正誤の訂正）

第8条 印刷上の誤りについては，投稿者の申し出があった場合，これを掲載する。

ただし，印刷の誤り以外の訂正や追加は，原則として取り扱わない。

2 投稿者の申し出があり，研究所の編集委員会がそれを適当と認めた場合には，

この限りでない。

（その他）

第9条 本投稿規則に規定されていない事柄については，研究所の編集委員会の議

を以て決定する。

（改廃）

第10条 この規則の改廃は，研究所運営委員会の議を経て研究所運営員会委員長が

決定する。
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附 則

この規則は，平成26年4月1日から施行する。
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別表1 原稿区分（理工学総合研究所以外）

� 論 文
研究の課題，方法，結果，含意（考察），技術，表現について

明確であり，独創性および学術的価値のある研究成果をまとめ

たもの。

� 研究ノート
研究の中間報告で，将来，論文になりうるもの（論文の形式に

準じる）。

新しい方法の提示，新しい知見の速報などを含む

� 抄 録 研究所研究助成要領第10項�に該当するもの。

� その他 上記区分のいずれにも当てはまらない原稿（判例研究，解説論

文，調査報告，資料，記録，研究動向，書評等）については，

編集委員会において取り扱いを判断する。

また，編集委員会が必要と認めた場合には，新たな種類の原稿

を掲載することができる。

別表2 原稿区別（理工学総合研究所）

� 展望・解説，� 設計・製図，� 論文，� 研究速報，� 抄録（発表作品

の概要を含む），� 留学報告，� 公開講座，	 学位論文



拓殖大学言語文化研究所

『拓殖大学 語学研究』執筆要領

1．発行回数

『拓殖大学 語学研究』（以下，「紀要」という）は，原則として年2回発行する。

その発行のため，以下の原稿提出締切日を厳守する。

� 9月中旬締切 ― 12月発行

� 11月末日締切 ― 3月発行

上記の発行に伴い，言語文化研究所（以下，「研究所」という）のホームペー

ジにも掲載する。

2．使用言語

用語は，日本語又は日本語以外の言語とする。ただし，日本語以外の言語での

執筆を希望する場合は，事前に編集委員会に申し出て，その承諾を得たときは，

使用可能とする。

3．様式

投稿原稿は，完成原稿とし，原則としてワープロ原稿2部を編集委員会宛に提

出する。

� 数字は，アラビア数字を用いる。

� 原稿の文量は，A4縦版・横書き・20,000字以内とし，本文と注及び図・表

を含め，原則として，以下のとおりとする。

① 日本語による原稿：1行33字×27行

② ローマ字（及び欧文）による原稿：ダブルスペースで32行。1行の語数

は日本語33文字分。

③ 上記以外の言語による原稿：ダブルスペース，20枚

上記分量を超えた投稿原稿は，言語文化研究所編集委員会（以下，「編集

委員会」という）で分割掲載等の制限をおこなうこともある。

投稿者の希望で，本紀要の複数号にわたって，同一タイトルで投稿するこ

とはできない。

ただし，編集委員会が許可した場合に限り，同一タイトルの原稿を何回か

に分けて投稿することができる。その場合は，最初の稿で全体像と回数を明

示しなければならない。

� 上記以外の様式にて，投稿原稿の提出する場合には，編集委員会と協議する。
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4．投稿原稿

� 原稿区分は，「拓殖大学 研究所紀要投稿規則」に記載されている種別のい

ずれかとするが，「その他」の区分，定義については付記のとおりとする。

� 投稿原稿の受理日は，編集委員会に到着した日とする。

� 投稿は完成原稿の写しを投稿者が保有し，原本を編集委員会宛とする。

� 投稿原稿数の関係で，紀要に掲載できない場合には，拓殖大学言語文化研究

所長（以下「所長」という）より，その旨を執筆者に通達する。

5．図・表・数式の表示

� 図・表の使用は，必要最小限にし，それぞれに通し番号と図・表名を付けて，

本文中に挿入位置と原稿用紙上に枠で大きさを指定するする。図・表も分量に

含める。

� 図および表は，コンピューター等を使用し，作成すること。

� 数式は，専用ソフト等を用いて正確に表現すること。

6．注・参考文献

� 注は，本文中に（右肩に片パーレンで）通し番号とし，執筆者の意向を尊重

して脚注，後注とも可能とする。

� 引用・典拠の表示は各言語の一般的な方式に従うものとする。

7．執筆予定表の提出

紀要に投稿を希望するものは，『拓殖大学 語学研究』執筆予定表を，指定さ

れた期日までに提出する。

8．原稿の提出

投稿原稿と一緒に，『拓殖大学 語学研究』投稿原稿表紙に必要事項の記入，

「拓殖大学言語文化研究所ホームページへ公表承認印」を捺印し，原稿提出期日

までに提出する。

9．原稿の審査・変更・再提出

� 投稿原稿の採否は，編集委員会の指名した査読者の査読結果に基づいて，編

集委員会が決定する。編集委員会は，原稿の区分の変更を投稿者に求める場合

もある。

� 提出された投稿原稿は，編集委員会の許可なしに変更してはならない。
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� 編集委員会は，投稿者に若干の訂正，あるいは書き直しを要請することができる。

� 編集委員会は，紀要に掲載しない事を決定した場合は，編集委員会名の文書

でその旨を執筆者に通達する。

� 他の刊行物に既に発表された，もしくは投稿中の原稿は，紀要に投稿するこ

とができない。

10．投稿原稿の電子媒体の提出

投稿者は，編集委員会の査読を経て，修正・加筆などが済み次第，A4版用紙

（縦版，横書き）にプリントした完成原稿1部と電子媒体を提出すること。

電子媒体の提出時には，コンピューターの機種名と使用OSとソフトウェア名

及びバージョン名を明記すること。

なお，手元には，必ずオリジナルの投稿原稿のデータを保管しておくこと。

11．校 正

投稿原稿の校正については，投稿者が初校および再校を行い，編集委員会と所

長が三校を行う。

この際の校正は，最小限の字句に限り，版組後の書き換え，追補は認めない。

校正は，研究所の指示に従い，迅速に行う。

校正が，決められた期日までに行われない場合には，紀要に掲載できないこと

もある。

12．改 廃

この要領の改廃は，言語文化研究所会議の議を経て，言語文化研究所長が決定

する。

附 則

この要領は，平成26年4月1日から施行する。

付記：「その他」の区分・定義について

①調査報告：専門領域に関する調査。

②資 料：原稿区分の範疇以外で教育・研究上有用であると考えられるもの。

③書 評：専門領域の学術図書についての書評。

④紹 介：専門領域に関するもの。

以上。

―224―



執筆者紹介

遠 藤 裕 子 （外国語学部教授，意味論，日本語教育）

関 口 美 幸 （外国語学部准教授，日中比較文学文化，ビジネス中国語）

永 江 貴 子 （外国語学部准教授，現代中国語学，中国語教育学）

濵 松 法 子 （政経学部准教授，スペイン語学，スペイン語教育）

安 富 雄 平 （外国語学部教授，スペイン語音声学，外国語教育）

渡 辺 勉 （商学部教授，英語音声学，言語学）

阿久津 智 （外国語学部教授，日本語学）

浅 井 澄 民 （外国語学部准教授，中国語学，中国語教育）

編集委員

小池和良（外国語学部教授）

尾崎 茂（外国語学部教授）

小林伊智郎（工学部准教授）

佐藤明彦（国際学部教授）

平山邦彦（外国語学部教授）

廣澤明彦（外国語学部准教授）

拓殖大学 語学研究 第136号

平成29年3月25日 印 刷

平成29年3月31日 発 行

（頒布1200円）

編 集 兼 発 行 人

言語文化研究所所長
小 池 和 良

発 行 所 拓殖大学言語文化研究所

〒112�8585東京都文京区小日向3�4�14

TEL03（3947）7595（直通）

印刷 株式会社 外為印刷




